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1章 自 然 環 境 数 値 情 報 シ ス テ ム の 背 景 と

調 査 の ア ブ。ロー チ

1、 自然環境保全基礎調査の経過 と概要

自然環境保全基礎調査は、環境庁が自然環境保全法第5条 の規定に基づき、おおむね5年 ご

とに地形、地質、植生、野生動物等自然環境の保全のための施策に必要な基礎資料を整備する

ために行 うもので、一般 に緑の国勢調査と呼ばれるものである。

昭和48年度に第1回 調査が実施され、その結果は20万分の1の 「現存植生図」、「植生自然度

図」、「すぐれた自然図」及び 「自然環境保全調査報告書」等にとりまとめられ、昭和49、50年

度の2ケ 年にわた り公表されている。

第2回 調査 は、51年 度より検討委員会において調査項 目、調査方法等が検討 され、ここで策

定された調査要綱に したがい53、54年 度の2ケ 年にわたり実施されている。

この調査は自然環境に関する基礎データ、すなわち、生物がどこにどの程度分布 しているか、

海域 ・湖沼 ・河川などの自然がどの程度人為的に改変されているかなどの情報を収集する目的

でなされている。

調査全体の構成は図1一 ユのようになっており、現時点で一部の調査が最終年度としで実行

されている。

図1一 ユ 第2回 自然環境保全基礎調査骨子
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2、 自然環境情報の整備状況

ここでは自然環境情報 として、全国 レベルで整備されつつある基礎調査の情報と、今後これ

らの情報と関連づけた利用が考え られる国土数値情報等についてふれる。

1)基 礎調査報告書

第 ユ回の基礎調査の報告書は 「緑の国勢調査」として出版 されているが、内容は前記の骨

子に沿 った 「わが国の自然環境の概況」と 「基礎調査の解説」が主で、いわゆる 駄自然環境
ホ

のデータ・ベースタとしての位置付けはない。

これに対 して第2回 基礎調査に関連する報告書は表1-1の ように多数にのぼる。 これ ら

の報告書のうち、県別版に関 してはそれぞれの調査結果が原票(個 票)の 形で掲載 されてお

り、自然環境のデータ・べ一スとして機能 し得る。全国版は表中に記載の年次に完成の予定 と

なっているが、集計結果およびメッシュマップを主体としており、メッシュマップは地図類

と同様にある地点に関 して生物などの環境要素の存在を判断する資料 として使えるであろう。

さらに特定植物群落や昆虫類などについては、ブロック別に政府刊行物として出版されつっ

あり、これ らも利用できる。その他、これらの総括版が出版される予定となっているが、総

括版については"デ ータ ・べ一ス"と しての利用より、わが国の自然環境の概況とマクロ的

な問題点把握な どが主たる目的とな っている。

表1一 ユ第2回 基礎調査の報告書

調査名
報告書年度

植 生
特定植物群落
哺乳類

鳥 類
両生類は虫類
淡水魚類
昆虫類
表土改変状況
湖 沼
河 川
海 岸

干潟・藻物・サンゴ礁
海域環境
海域生物

53 55備 考

県

県

県

MF

県 、全

県

県
県
県

県

全
全

県
関
県
県

全

全
全

全
全

全

全

全
全
全

ブ

ブ

総

県
全
関
ブ
総

県別版
全国版
関東版
ブロック別版
総括版

MF'マ イ ク ロ フ イ ッ シ ュ

*こ こで云 うデータ・ベースは計算機用語としての意味ではな く単に、何が、何処 に、どのくらいい

るかという基礎情報のファイルを意味する。
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2)地 図、図表類

第1回 の基礎調査においては、.地図類として 「現存植生図」、「植生自然度図」、「す ぐれた

自然図」などが全国を対象として作成 され、関東地方については 「植生現存量図」、「植生生

産量図」ならびに 「鳥類分布図」 も作成されている。

第2回 の基礎調査に関 しては表1-2の よ うに植生図、動物分布図、自然環境ア トラスが

作成 される予定となっている。

植生図は国土の約1/2を 対象と しており、1/5万 で作成 される。(55、56年 度 に1/4

つつ作成)動 植物分布図は貴重な動植物について縮尺1/20万 で都道府県別に作成される。

また、自然環境ア トラスは日本列島の自然環境の現状を一目でわかるように縮尺1/250万

ですべての調査対象について作成 される。

これらの縮尺の違う地図類は行政目的、各種調査研究 目的に合わせて使用が可能となるで

あろう。

表1-2第2回 基礎調査地図、図表類

植 生

特定植物濤落

哺乳類

鳥 類

両生類 ・は虫類

淡水魚類

昆虫類

表土改変状況

湖 沼

河 川

海 岸

干潟 ・藻場 ・サンゴ礁

海域環境

海域生物

55年 度56年 度

植生図 動植物分布図 植生図 自然環境ア トラス

1/5万

○(1/20万)

0

0

0

1/5万

○(原生流域図)

0

0

0(1/250万)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3)自 然環境数値情報

ここでは電算化 された情報すべてを対象とする。第1回 の基礎調査においては植生凡例お

よび植生自然度が1kmメ ッシュ情報として磁気 テープ化 されており、関東地方については

その他た植生現存量と植生生産量が磁気テープ化 されている。

第2回 の基礎調査結果については、本調査報告の中で電算化項昌等の検討を行っているが、

大部分の調査について電算化が計画されている。現在、磁気テープ化の対象となっている調

一3



査は表1-3に 示されている。

表1-3自 然環境基礎調査 磁気テ三プ化の対象

植 生

特定植物群落

哺乳類

鳥 類

両生類 ・は虫類

淡水魚類

昆虫類

表土改変状況

湖 沼

河 川

海 岸

干潟・藻場 。サンゴ礁

海域環境

海域生物

54年 度 55年 度

0

0

○(関 東)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

電算化のね らいは基礎調査データの全国あるいは県別集計など、.情報を磁気テープ化 して電

算機処理を行 う必要があるという当面のニーズもさることながら、数値情報化によ って、さら

に高度のクロス集計、メッシュ図を始め、種 々の条件のもとでのデータの図化、グラフ化など

が可能な体制を備えることである。 また、数値情報化にあた'って属地キイ(行 政区コー ド、メ

ッシュコー ドなど)を 付 しておけば、これによって国土数値情報、各種統計のメ ッシュ情報な

ど他のデータと結びつけた利用が可能となる。

4)関 連情報の整備状況

異なる種類の情報を関連付けて利用するには、各情報を結びつける空間の統一が重要である。

電算機処理を前提とすれば、今後 このよ うな空間の統一はメッシュが基礎 になるものと思われ

る。

このような意味で、現在我が国でい くっかの全国的なメッシュ情報が整備されつづある。こ

こでは、自然環境情報と組み合わせて利用する機会が多 くなると思われる総理府統 計局の 地域

メッシ ユ統計(国 勢調査、事業所統計等)と 国土庁の国土数値情報についてふれてお く。

地域 メッシュ統計は標準メッシュコー ドにもとついて、国勢調査、事業所統計調査、住宅統

計調査などの結果をメッシュ化 したもので、.調査年次 と種類によって、首都圏、近畿圏、.中部

圏のみの もの もある。

地域メッシュ統計

国勢調査 昭和40年(首 都圏、近畿圏)
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昭和45年(全 国)

昭和50年(全 国)

事業所統計 昭和41年(首 都圏)

昭和47年(首 都圏、中部圏、近畿圏)

昭和50年

住宅統計 昭和43年(首 都圏)

昭和48年(全 国)

これらの地域メッシユデータ項目と自然環境データの組み合わせからは、自然環境の保全度合

いと人間諸活動の関係の把握、あるいは、具体的な保全計画策定のための分析、あるいは自然

環境保全上の問題点の把握などが可能 となろう。

国土数値情報は表1-4の ように自然環境関連のデータ項目を含んでおり、 目的に応 じた数多

くの数値データrテ ープが用意 されている。データ項目の多くは生物の生存要因と関連の深い

もので、生物関連のデータと組み合わせることによって、さまざまな解析が可能であろう。ま

た、行政界、各種指定域、土地利用に関するデータも利用価値が高い。

表1-4国 土数値情報の項目

項

目

項

目

地 形

標

高

山
岳
壁
局

平均

標
高

量
局
標
高

最
低
標
高

起

伏

量

傾

斜

量

谷

密

度

表層地質等

湖 沼

湖

沼

湖

沼
面

積

海岸線

海

岸

線

海
岸
線
延
長

行政界

行

政

界

市面
区積
町

村

表
層
地
質

地
形
分
類

地 域 区 分

開指
発定
振区

興域

都指

市定
計区
画域

自保

然全

環区
境域

文

化

財

土

壌

土地利用

土
地

利

用

地盤沈下

水

準

点

流域等

河流指
川填定

流危地

路険域

3、 自然環境数値情報システムについて

1)自 然環境数値情報 システムの必要性

自然環境数値情報 システムと呼ぶのがこの際ふさわ しいかどうかは別 として、基礎調査結果

の集計という一時的な必要性のために、それぞれの調査毎にバ ラバラにデータの磁気テープ化

および電算処理がなされることに対 して、今後、これ らの調査結果を各種の目的に使用するた

めの全体的な見取図が必要であろう。

環境問題の中心がいわゆる公害問題から、自然環境やアメニティに移行 しつつある現状にお

いて、自然保護行政あるいは環境アセスメン トなど、整理 された自然環境情報に対するニーズ

は増々高まるものと思われる。

コンビ三一タ処理可能な自然環境情報をシステムとして整備 しておくことの必要性を整理す

ると表1-5の ようになろう。このような情報システムの出現を期待する要因は大別すれば、

情報要求の高度化、データ量の増大と統合管理の必要性、データの有効利用あるいは、これら

5



の整理を通 じてデータ収集過程(基 礎調査内容、方法)の 見直 しを行 うことなどである。 この

中で、情報要求の高度化および調査データの有効利用に関しては、現状 で必 ず しも要求 が高

まっているわけではないが、これは逆に、このような システムの整備によって何が可能かとい

う知識が普及 していないことも原因 となっている。

一部の先進的な県などにおいては、このような試み もなされつつあるが、今回の調査におい

ては、実際のケースを使 って出来 るだけ多 くの利用例を示すべく努めている。

表1-5自 然環境数値情報 システムの必要性

情報システムの必要性 内容など

(情報要求の高度化)

L検 策チーズの高度化

2.集 計解析の多様化

高度化

3.ア ウトプ ット形態の多様化
高度化

4.情 報入手の容易性
迅速性

(萎藍タ量の増大と統籠 理の必)

、1.同 型作業 の増大

2.デ ータの一元 的管理

3。 データ.の空間 的な統 合

'
4.経 年 デー タの統合

(基礎調査データの有効利用)

1.自 然保護行政の施策
方針決定への利用

2.地 域計画等の他分野での利

用

3.学 術研究への利用

(基礎調査内容・方法に関する知見)

公園 ・保護区別生物 リスト
市町村別生物 リス ト

流域別 ・水系別生物 リス ト
生物別 ・生息地 リス ト
高度別 ・緯度経度別生物 リス トなど

上記のような各種地域区分であ集計
各種クロス集計
地域特性 との関係の解析
クロス集計、オーバーレイ

多変量解析、数量化
他種データと組み合わせた利用など

メ ッシ ュ地 図、 プ ロ ッター、 ライ ンプ リンターな どによ

る グ ラフ、図表

グ ラフ ィ ックデ ィスプ レイ、 カラーCRTな どの出力 の

要 求

オンラインは必ず しも必要ない
オフライ ンの場合で も利用プログラム、体制などが完備

していること
誰もが使えること

基礎調査データの整理にあたって
データ作成 ・入力、検索、集計、解析、図化など一連の
作業に共通性が高 い。
人力による作業の コス ト高、信頼性の低下、人力作藁で
は条件を違えたアウ トプットを得るのに始めからの作業
が必要

データの種類が多い
データの形態、保存場所がバラバ ラでは、利用、データ

更新、変更、追加など一率の管理ができない。

調査範囲、精度の違 うデータを空間的に統合し比較する
必要性

任意の空間単位への集約可能にする必要性

5年 に一度の調査を経年的に統合 し利用する必要性

データの範囲 ・精度の違いをリンクする必要性

現況の正確な把握
自然環境悪化要因の発見
制御指導の発見
保全基準の検討など

国土数値情報、その他の数値情報と組合わせた利用

従来より広範囲の情報処理あるいは高度の分析

他データと組合わぜた分析

記載事項の数値情報化の検討によって記載内容の再整理
が行える

全国データの電算処理によって記載内容の統一あるいは、
調査票の改良に関する知見が得 られる。
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2)情 報 システムの形態と特徴

一般に、情報(コ ンピュータ処理可能な)を 蓄積 し、各種目的に応 じてそれを取 り出しサー

ビスを行 うシステム(デ ータ・バ ンク)に は次のようなふたつのタイプがある。

検索主体の情報 システムは、文献情報のデータバ ンクのように、利用回数、利用者とも多 く

リクエス ト情報は一般に単純である。即時性が絶対的な条件であり、したが ってオ ンラィンシ

ステムとなる。また、データ収集は目的に合わせて独自に行 っている。

これに対 して、分析主体の情報 システムは利用者、利用回数とも限定されていて、即時性も

必要としないためオフラインシステムで も可能な場合が多い。ただし、利用者の要求する情報

は一般に複雑 ・高度なものが多い。

データの収集に関 しては、そのシステムの メィンテナンスを行 うために独自に収集する場合

もあるが、他の個別目的で動いているシステムか らデータを吸い上げ、有効利用をはかるといっ

たものが多い。従 って、このようなタイプの情報 システムの技術的な課題は、高度な情報要求

に合わせた各種利用方法のソフ トウエア、モデル等の開発と、個別システム側の理由で収集項

目が変化する等の改変があった場合に、データの追加、更新をどうするかとい うようなインプ

ッ トに関するマネジメントを含あた技術的な対応である。

自然環境数値情報 システムは、その利用目的、内容か らいって、もちろん後者の情報 システ

ムに属するが、このタイプの情報 システムについては、そのサー ビス形態から次のような発展

段階を考えることができる。

情報システムのタイプとその特徴

タイプ分類

特 徴

利 用 者

リクエス ト情報

利用パターン

利用モー ド

データ収集

技術的課題

開発 要 因

検索主体の情報システム

不特定多数、特定多数

単純だが巾広い

利用回数多、即時要求

オンライン

独自入力

データ構造

データマネジメン トシステム

会話型システム(TSS)

ニ ーズ先行型

分析主体の情報 システム

特定で数は限定

複雑で高度、多様

利用回数少、時間的余裕

オフラインでも可能

経常業務のデータの利用が多い

各種利用方法、ソフ トウニア

モデル等の開発

個別システムとの斉合性

ニーズ開発型

z



分析 主体 の情報 システムの発展段 階(廿 一 ビス形態 か らみた)

1.原 テ ープの借 出 し(利 用者 コピー)

2.原 テ ープを コ ピーして提供

3.加 工処理 用テ ープ提供

4。 上記 テ ープ とソ フトウェア(加 工処理用)提 供

5.加 工 処理 結果 の提供(加 工処理を提供側で行 う)

6.TSS等 に よ るオンラインでの提供(情 報へ の アクセ スのみ)

7.〃(各 種 ソフ トウエア ・モデルの利用が可)

3)自 然環境数値情報 システムの利用 と運営

自然環境数値情報のさしあたっての利用は、基礎調査のまとめとして、調査報告書作成のた

めの各種の集計であるが、その他、利用 目的として自然保護行政全般、各種の地域計画、環境

アセスメン ト、学術研究など数多 くの利用分野が考 えられる。そして、それぞれの利用目的と

利用者の概略の関係は豪1-6の ように書けよう。

表1-6ユ ー ザーおよび利用 目的

利用目的

ユ ー ザ ー

基礎調査報告書作成

自懸 行政傭

各種地域計画

環境アセスメント

学術研究

環境庁 他省庁 地方公共団体 民 間 研究者

0

0

0

0

O

O

0

0

0

0

0

0 0

0

また、自然 保護行政への この システムの利 用内容 と しては、一応、次 のよ うな ものが想定 さ

れ よ う。 すなわち、

a.

b.

C.

d.

e.

f.

保全 ・保護対象の分布状況の把握

保全 ・保護手段の発見

保全 ・保護目標水準の設定

保全 ・保護上の問題点の発見

地域環境指標の開発

保全 ・保護計画の策定

などが考え られる。

各種地域計画、環境 アセスメントにおける自然環境数値情報の利用 としては、さまざまな属

地キイ(行 政界、位置座標、水系名など)に よって特定地域内の保全保護対象を検索すること
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および特定地域のデータを取 り出して他のデータとオーバーレイすることなどが主たる利用と

なるものと思われるが、同時に、計画諸元と自然環境の関係の解析など、高度の解析が行われ

る場合 もあろう。ただ し、環境アセスメント等への利用にあたっては、基礎調査の性格上特定

の地域に保護対象がいるかいないかのデータは十分条件とはなっていないことに注意する必要

がある。したがって、このような方面への利 用にあたっては、本格的な現地調査の計画を作成する

ための予備的な問題点把握用 として、あるいは他の調査結果のチェック用としてなど、その使

い方を考えねばならない。

情報システムの管理運営体制を考えるにあたって重要なことは、これ らの利用目的とデータ

のユーザーを考慮 し前に述べた情報サービスの レベルを考えることである。情報 システムのサー

ビス形態として、当面、テープの提供のみを考えるとすれば管理、運営体制としてそれほど面

倒な部分はない。ただ し、この場合 も利用ひん度や問い合わせのひん度などについては注意が

必要となろう。

いずれにして も、サービス レベルによる違いはあるが、入カデータの作成主体、テープ等の

保管場所、集計処理用ファイル作成管理主体、ソフ トウエアの開発主体 、使用 コンピュータ、

機械処理操作主体、出力場所 、サービス窓口、問い合わせ等に対する体制などの管理、運営体

制を考えてお く必要がある。

4調 査研究 のアプ ローチ とケ ース ・スタデ ィの 目的

基礎調査の結果は、単純集計など当面の必要性に従って、個々の調査がバ ラバ ラに数値情報

化 され電算処理される可能性がある。

これに対 してこのような処理の過程には互に共通する部分が多いこと、また、今後の利用に

あたって諸データの空間的な統合や一元的な管理体制が必要なこと、さらに他のデータと合わ

せた高度な利用目的にも耐える必要性があることなど数値情報全体に関する検討が必要となっ

てきた。

本調査はこのような背景の もとに、自然環境数値情報に対する顕在化 した、あるいは潜在的

なニーズの把握を行い、基礎調査票地図類の記入状況なども考慮 したうえで、どのような項目

をどのように数値情報化 したら良 いか、さらに、どのような利用方法があるか、どの程度まで

各種の利用に耐えるかなどの検討を行 っている。これらの検討は、可能なものについては実際

に数県程度の広が りを対象として、データ作成から各種のソフトウエアの作成、実際の集計解

析を行 う作業の過程で、吟味され、問題点の把握がなされた。

調査研究のフローは図1-2に 示すよ うに四つの部分に大別される。
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図1-2調 査 研究の フロー

基礎調査内容の検討

自然壌境基礎調査

要綱の検討

数値情報化

か らみた基礎

調査票の問題

皿

調査票 の記入状況

の整 理検討

,"
」r"

調査票 データの

数 値情報化方針

,'

'

然 数値 情報 シ ステ ムの 概念 形成

自然壌境数値

情報 に対す るニーズ

把握

集 計 ・解 析

内'容の 検討▽

'
69"

情 報 シス テ ムに 必 要

な機 能 の 把 握

弓
8

コーディング

に かけ る問

題 点

エ ラー の内

容 発生 ひん

度

データインブツト

作茱量の推

定

集計整理上

の問題 点

データの利

用可能性 と

限界

1.B.皿

国土 数値情報等.

他の情報体系の検討

数値情報の役割 ・利

用可能性の検討

数値情報 システム

の全体構成

ロ

イ ン プ ッ トデー タ

の 作域 じ ●一

一 ● 一 一 一 一 一 一 〇

単 純 集 計

ク ロ ス 集 計

図 化

(地 図)ク ラ フ

他 デー タ との リン ク

τクOス 集 計 ・図化)

→

各 種 フ7イ ル

の 作 成

ソ フ ト ウ ニ ア

の 試 作

ソフトウェア ・77イ ル

構 造 上 の 問題 点

ID

集計 ・整理システ ム

の基本設計

集 計 ・整 理 シ ス

テ ム のあ り方

パ イ ロ ッ ト ・シ ス テ ム作 成

ケー ス ・ス タ デ ィr愛 知 ・妓 阜 周辺)
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H章 自然環境保全基礎調査の数値情報
作成 と集計 ・整理 に関す る検討

本調査は一連の自然環境保全基礎調査の整理が進行 している過程で行われており、基礎調査

のそれぞれの項目の整理の進行具合によって、検討の内容、深さなどが異なる。基礎調査の結果

が出来上がっていないものについては、調査要綱の検討のみが可能であって、実際の記入状況

を考慮 した検討は不可能であり、逆に、調査結果が全県揃 っていて も、データ量が彪大すぎて

コード化にあたっての問題点のすべてを検討することが不可能なものもある。また、概略的な'

検討か らそれを直接電算化するのにあまりにも問題がありそうなものについては、コー ド化 と

いうより、基礎調査結果の再整理 という視点が強調 された項目もある。また、一部については

実際にコー ド化作業が始まりつつあって、調査結果の記載状況の検討なしに、コード化のフォー

マ ットを決めねばならないものもあった。 これ らの条件下で、可能なものについてはできるだ

け、調査票の記載内容の検討、一部地域を対象としたコード化の実際の作業、集計および各種

解析 プロセスを実行 し、それぞれのステップでの問題点の抽出を行っている。このような実際

の作業でとりあげた地域は、前に述べたように愛知県、岐阜県 と周辺地域である。また、集計

内容や電算化データについての各種の利用については、環境庁内な らびに愛知県、岐阜県など

からヒヤ リングを行い、情報 システムとして備えるべき機能などを考える際の参考とした。

調査進行状況とコー ド化検討 レベル

調 査 項 目

調査進行状況と
コード化検討レベル

植生調査

特定植物舞落調査

動物分布調葦

備 乳類)

(鳥類類)

(両生類 ・は虫類)

(淡水魚類)

(昆虫類)

表土改変状況調査

湖沼岡査

河川駐査

海岸誤査

干潟 ・藻場 ・サンゴ確分布爵査

海域環境要査

海域生物調査

調査進行 状況

(S.54/7噌S.55/3時 点)

実施中

0

0

一部 結果報告

0

0

0

報告書

0

0

0

0

0

0一

コー ド化進行

0

0

0

コー ド化検討の レベル

机上検討

調査票検討のみ

0

0

0

記載内容検討

0

0

0

0

0

ケース・スタディの

実 施

インブヲト作成
集 計 ・整 理

0

0

0

0

0

0
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(ケース ・スタディの目的について)

本調査では、愛知、岐阜および周辺地域について、両生類 ・は虫類、淡水魚、昆虫、干潟に

関 して実際にコ・一ド化を行い、インプ ットデータを作成 した。さらに、調査時点で同地域での

コー ド化の完成 していた哺乳類、海岸データを加えて、さまざまな集計 ・整理を行っている。

これらの一連の作業をここではケース ・スタディと呼んでいる。

その際、各種のソフトウエアを作成 しているが、これについてはできるだけ一般 性を持つよ

うな配慮を行 っている。

ここでのケース ・スタディの目的は

イ、実際にコード化を行い、インプットデータを作成する作業を通 じて、記載事項の判

読、地図への記入状況など各種のコーディング上の問題点を明 らかにすること

ロ、コーディング作業を通 じたエラー発生のひん度、エラーの内容のチエ ック、エラー

チエックの方法の検討

ハ、データ ・インプ ットの作業量の推定 と全国データをコー ド化する際のコス トの検討

二、さらに、各種の集計、図化等を実際に行 うことによって集計 ・整理上の問題点を明

らかにす ること

ホ、自然環境の現況と各種の影響要因の関係について、実際に仮説を設定 し、数値化 し

た情報によってどの程度の説明力河 能かを検討すること、ならびにデータの限界を

検討すること

へ、集計 ・図化等の結果か ら、全国 レベルでとり扱 うことが意味ありそ うなもの、面白

そ うな ものをみつけること

ト、上記の作業を通じて、ソフ トウエア作成上の問題点を見出す こと、およびソフ トウ

エア開発を行 うこと

チ、全体作業を通 じて、基計整理 システムのあ り方を検討すること

などである。

1、 イ ンプ ッ ト項 目の抽 出な らびにデ ータ作 成 に関す る検討

1)コ ー ド化の方針と検討の範囲

基礎調査データのコー ド化を検討するにあたって考慮 した基本的な考え方は

イ・基礎データの電算化は、単にそれぞれの個別調査の結果を集計するという一時的な

必要性のみによって考えない。

ロ、電算化 された情報は、地域情報システムあるいは環境情報 システムとも呼ぶべき情

報 システムの一部 として機能 し得 ること。

ハ、上記のように他種データとの関連のうえに使われることを前提 として、属地キイあ

るいは空間的位置に関する情報はできるだけ加えてお くこと。

二、データの利用は、自然保護計画、規制のみならず、各種地域計画、環境 アセスメン

ト、学術研究など出来るだけ広 く考えてお くこと。
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などである。

2)イ ンプ ット対象項目の抽出とコー ド化の検討

① 特定植物群落調査

① 特定植物群落調査の概要と調査項目

特定植物群落調査は、即往の調査結果などを参考にして、我が国における下記のような保護

重要度の高い植物群落を都道府県ごとに選定 して、その生育地および生育状況などを調査する

ものである。その際、特に自然公園、自然環境保全地域およびこれ らの候補地に含まれるもの

は落とすことのないように留意 されている。

《特定植物群落の選定規準》

A… …原生林 もしくはそれに近い自然林

B… …国内若干地域に分布するが、極めて稀な植物群落または個体群

C… …比較的普通にみられるものであって も、南限、北限、隔離分布等分布限界になる産地

に見 られる植物群落または個体群

D… …砂丘、断崖地、塩沼地、湖沼、河川、湿地、高山、石灰岩地等の特殊な立地に特有な

植物群落または個体群で、その群落の特徴が典型的なもの

E… …郷土景観を代表す る植物群落で、特にその群落の特徴が典型的なもの

F… …過去において人工的に植栽 されたことが明らかな森林であっても、長期にわたって伐

採等の手が入 っていないもの

G… …乱獲その他人為の影響によって、当該都道府県内で極端 に少なくなるおそれのある植

物群落または個体群

H… …その他、学術上重要な植物群落または個体群

調査結果は、各県 ごとの特定植物群落生育地位置図、各生育地 ごとの特定群落調査票、植生

調査票としてまとめられており、複数の植物群落で構成 される生育地については、複数の植生

調査票が添付 されている。また、乱獲のおそれがある場合には、⑳ としてその生育地などが伏

せられている。

各調査票、植生調査票の内容は図皿一1、 図皿一2の とおりである。

一13



1

=

i

図Ii-1特 定植物群落調査票

く説擢蚤衆滋 式)

募 扱

殉暇億等

特定旗物鮮路調撫 個 益 年展 ノρ93.

郁亘寡蘇

蝋 筋 劇 団1・ 4斗

` 重 怖綬欄 オ寺

鼻

町

載掛

鼠'

面 煽`鋤

内

ゼ』塁

満

飛

畿
無

駿

曾

'

姻登帽 嚇歯

蝕 ・ハ覆 姻

文

献

氏 発3

㈱ ・燃

図皿一2植 生調査表

(謙 盆 及水銘〉、例)

桓 庄 爾 蛮・ 表

動欄!z財 単亀 八丁杉のケヤキ 號 謝 纏
潮 餐地 ・長畝 丸村1駄,、 丁オ多 `風舶 》菰 ㊥ 菊c趨 寂》,9〃 興

(地骸L峻 屍峨 竃願 凸 揮}・碁 ・耳地 但 皇とひ ⑭a蝕)

く土厳》 渉ごド勲主・測陣 ・鳳・黄,鰍,ア ンド.グライ・一 ④質糾,

刃ヨo'膨

ヨ3。

環 弥4・ 沼双 畷 ・碗霊葬・轟凋 懲霞. 潔鄭 q距猿》'ρ 奥'3㌍

隻確≧層 》.{'醤 苞鯉》

T:π 一"'言蠣 菰肩「'

,く2哩凋,d証 破葦 る)`臓 α7《 慶蝕}d蛎 働)《[繊,26

ノ4、 ケ〃 4ρ{6ρ α

'鞠 」ρ /0^dOOf

濯'格本 盾 z鞠 ノo 、
亀

{ 1

齪葦爪噌 〃 噂 /O

一 一一一一一一一一 礎

確蟻に
礁9し

玖顧

蝦永竃し一 酬
≦

3

6

`

ア

5
つ

ガ

窪

窪

1～

鷹

6

峯

翌

鴬

移
ヨ'

ρ・5ヴ 9βワ.

1之.9り 〃 嘗 ●

ノ乏 ホ 璽〃で ジツ
旦う ミ 爵 →

互2.2

†

十

毘'

..z

や

盈'

十

ヤ ・プニツ ケイ

・;ズ が .ヤ

ヤ プ 噂μ でキ

49ヤ 砂 エ ザ

シ キ ミ.・2'

カ ・ ヤ

イ 玄 ガ レ
エ=コ'ノ 埠 ・・

ホ ソ ベ,タ フも

5ρ ・5・レ3ρ ρ

皿 ナ 之 ノr・プ 艦.ツケ

∴2シ キ ミ

+μ リ リ ノ 宇

† カ◆ク 鞠シツ ・?.

† ケ 八 † イ カ タ

ナ.2・ ぞ マ噌 陰9サイ

+ミ 索 ヰ

陶マ 鞍 β サ・{,7'〆 一亀 セ ・向

錨
糀i

でく

}

、ミ
麟
野

6ρ 。5'「3ρ'

lrナ μ{践 ジ,'サ
↑ ¢ユラ篭ン拶しダ

十 レ弓 脅 ど`.
†.2ヤ アムラサキ
÷ 沼翼 ウ.ヤ
→一 う ヤ
〃 κ 勇男ヤツ熟♪のミヅリ

1↑.ク4毛 》哲 「「ツ
・→・ シサ今 し夕も

チ2ク サマ望サぼ
つ 霜 ノザ モ.ド 千

十 ケッ ズ9
十 ケヤぐ 朗

`+)9κ ケヲ・やギ ワ



② 調査票の記入状況とコード化の検討

特定植物群落調査票は、その記入内容は文章的に表現 された部分が大部分で、植生調査票 も

数多くの植物名が記入されているなどの点で、コー ド化に適 した形態にはなっていない。また、

両調査票はある一定区域の比較的狭い範囲における植物群落の現況を記載 しているにとどまる

ので、全国的な視野にたって、動物生息状況や環境条件その他の環境諸項目とのクロス集計を

おこなうことはほとんど必要ではな く、特定植物群落調査の枠内におけるクロス集計にほぼ限

られると考えられる。

以上のことから、特定植物群落調査にっいては、下記のような項目について、該当する植物

群落を検索、抽出 しうるように、数値情報化するにとどめることが妥当と思われる。

・位置

・行政 コー ド

・標高

・面積

・相観

・立地

・分布の特殊性(南 限、北限など)

・利用の現状(屋 敷林、社寺林、二次林、並木など)

・保護の現状(法 指定)

・保護管理に関する所見

・植物名(特 徴的な出現種、優占種)

ただ し、この場合で も、文章的な表現から読みとらなければならない部分が多いので、コー

ド化の前段階と してのインプットデ ータの作成を綿密にお こなうことがきわめて重要である。

なお、特定植物群落調査票の 「件名」についても、地名、相観、植物名(特 徴的な出現種ま

たは優占種)、植物 社会学的な植生単位、立地、その他の項 目のひとつまたは複数の組合せに

よって記入されており、また多くの同義語がバラバラに用いられている。従 って、「件名」をそ

のままの形でインプットすることも好ま しくなく、上記諸項目(主 として、相観、立地、植物

名)の 組合せによって、当該植物群落を表現する方法がよいと思われる。

③ インプ ットデーターの作成作業課程の検討と問題点の把握

i調 査票のインプットデーター化

以上のように、特定植物群落調査の場合には、調査票の読みとりによってインプットデーター

をどのよ うに作成す るかが大 きな問題になる。そこで、相観、立地、分布、利用の現状、保護

管理に関する所見、植物名など、特に調査票の読みとりによってデーター化 しなければならな

い部分について、各県調査票の抜 きとりにより実際 にデーター化を試みて、その問題点を把握

するとともに、最低限必要 と思われるインプットデーターについても検討 した。その検討プロ

セスは下記のとおりである。
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定性的な記載事項でカテコリー設定なとが必要な部分の抽出

↓

第1次 カテゴリーの設定
記載内容か ら下記事項を読みとる。

lll憐 一 票灘 磁 藁勤
第1回 ケーススタデ ィの実施

(沖 縄 、千 葉、岐阜 、愛知 の一部 、60調 査票)

第 ユ次 カテゴ リーの問題 点抽出

1
↓

第1次 カテゴ リー補訂の考え方整理

↓
第2次 カテゴ リーの設定

↓
第2回 ケーススタディの実施

(北海道か ら鹿児島まで、10道 府県、37調査票)

問題点の抽出

特定群落調査票のコード化

対象

香
写

3

取

扱

県
コ

i

ド

ユ2

地
図

誉
写

2

選
定
基
準

1

標

高

4

面
積

宥
効
数
キ

↓

相

観

5 2

を

三
域

ユ

立
地
区分

2

特

殊

性

ユ

利
用
の

現
状.

保
護
区

衆楚

ユ2

保
護
管
理
所
見

1

植 物名、階層構造の

データ化については

別 途 考 慮

ここでは、上記の一連の作業のうち、第2次 カテゴリーの設定とその問題点の抽出およびそ

の対応方法についてとりまとめる(ケ ーススタディ結果は付属資料に示す)。

(i)相 観

各植物群落を下記のように分類することがほぼ可能である。
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ユ 常緑針葉高木林

2落 葉針葉高木林

3常 緑広葉高木林

4夏 緑広葉高木林

5混 交高木林

6常 緑針葉低木林

7落 葉針葉低木林

8常 緑広葉低木林

9夏 緑広葉低木林

10混 交 林

11草 原

玉2草 木 シダ群落

13木 性 シダ群落

14タ ケ形林

15ヤ シ形林

16マ ングローブ林

17浮 葉植物群落

18沈 水植物群落

19ッ ル植物群落

20コ ケ群落

21着 生植物群落

22群 落のモザイク分布

この分類方法は通常の相観分類 とは若干異な り、内容的には大きく括 ってある部分と、かな

り細分されている部分があるが、これは本調査でとりあげられている植物群落がきわめて雑多

であることによる。特に、湿原植生、海岸砂丘植生などについては、「群落のモザイク分布」と

して表現せざるを得ないが、顕著な帯状分布を呈する植生 もこれに含あている。 また、「混交

林」については、その主体 となるのは、もちろん針広混交林であるが、他の組合わせについて

て も含めてあり、高木林と低木林の区別は、Raunkiarの 区分の2mを 用い、優占種の生活型

も考慮 したものである。以上のような若干の不斉合は、本調査でとりあげられた全植物群落を

分類 しようとする意図から生 じているものである。

なお、通常の植物群落の相観分類は、ここで示 した相観分類と次項で示す立地の分類の組合

わせておこなわれることが多い(た とえば草原+湿 地→湿原、海岸付近+砂 浜+草 原→海岸砂浜

草原など)。

(ll)立 地

下記の立地の0～3項 目の組合わせによって、各植物群落の分類がほぼ可能であるが、他に

も個別的な特異な立地がでて くる(た とえば風穴)の で、今後全調査票の再チェックをおこな

うとともに、「その他」を加えることも検討する必要がある。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

11

12

断崖地

岩角地

岩砂礫地

崩壊地

砂 浜

河 口.

河川敷

渓畔斜面

流水 水中

湧水地

湿 地

塩湿地

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

池 培

雪田 ・雪のふきだまり
ξ皆晒噸妙云務r了

風衝地

海岸付近

硫気孔原、噴気孔原

溶岩地

火山噴出物堆積地

石灰地

蛇絞岩

隆起サンゴ礁

その他の特殊地質
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以上の立地区分のなかで、緩斜面や平担地などのような、植物の生育環境を著 しく規定する

ことがないような立地については特にとりあげていないが、これは、そのような特徴に乏 しい
注)立地

は記入 されていない場合が多 く、平担地か斜面かも不明な場合が多いことによる。また、

「海岸付近」という通常は用いられない立地を設定 しているのは、主と して他の立地項目との組 、

合わせを考えているものである。

注)植 生調査票が1枚 だけの場合には分類可能だが、他の場合には通常不可能

なお、今回のケーススタディでは、気候区の境界域にあると考えられる植物がかなりとり上

げられていること、その植物群落の位置と標高からおよその気候を推定できることなどか ら、

特にマクロな立地条件 としての植物区系 については検討 していないが、我が国は南北に長 く、

標高差 も著 しいので、種組成から下記のようにどの 「クラス域」に位置する植物群落であるか

を区分 してお くことも必要かもしれない。

1.ヤ ブッバキクラス域(常 緑広葉樹林帯)

2.ブ ナクラス域(夏 緑広葉樹林帯)

3.コ ケモモー トウヒクラス域(亜 高山性針葉樹林域)

4.高 山植生域

(i五)分 布の特殊性

特定植物群落の選定基準として、分布限界にある植物群落または個体群(選 定基準のC)と

してとりあげられているが、その内容を下記左欄のように区分できる。 しか し、右欄のように

まとめてもよいと考えられ、また太平洋岸と母本海岸の区別 も必要かもしれない。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

北

南

東

西

固

限

限

限

限

有

隔離分布

⇒
1.北 限(東 限を含 む)

2.南 限(西 限を含 む)

3.固 有

4.隔 離 分布

(iv)利 用の現状、保護の現状

人為による何 らかの利用、保護がお こなわれているかどうかをチェックするために下記のよ

うに区分することが可能である。

1.社 寺林

2.屋 敷林 ・環境保全 林

3.並 木

4.'二 次林

5.植 林

6.採 草 放牧地

7.保 護区の設定
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ただ し、「保護区の設定」については、今後の保護施策などを考えるうえではより細分するこ

とが必要であり、保護の現状だけを分 けて独立項目とするのがよいと思われる。その場合の区

分方法は、環境庁のとりまとめた 「特定植物群落一覧表」(1978)な どの検討か ら表H-1に

示すような区分が好ましいと考え られ る。ただ し、「特定植物群落一覧表」では自然公園や自然

環境保全地域などの地域、地区の区分は示されていないが、地域 ・地区によって規制の内容な

どが大幅に異なることを考えると、補足的な調査(県 担当者への依頼など)に よって、地域 ・

地区の区分も是非おこなうべきであろう。

また、指定の範囲について下記の区分をす ること も必要と考えられる。

1.全 域の指定

2.一 部地域の指定

3.不 明

なお、調査票では東海遊歩道、国有林、保安林などの記入 もみられるが、現状のままでの保

存を必ず しもその要件としていない法規制 などについては、特にとり上げる必要はないものと

思われる。

表E-1保 護区の分類方法

国 立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立

自 然 公 園

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特別保護地区'

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 区

普 通 地 区

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域

自然環境保全

地 域

都道府県 自然

環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

国指定特別天然記念物 ・特別名勝

国指定天然記念物、名勝

都道府県指定天然記念物

市町村指定天然記念物

保護林(学 術 参考 、鳥獣保 護、風致)

そ の 他

注)そ の他は上記以外の法律(都 市緑地保
全法など)や 条例にもとつくもの

以上のように保護区を再分すると同時に、利用の現状1ζついては新たに下記のように分類す

るのがよいと思われる。
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L社 寺林5.植 林

2.屋 敷林など6.採 草放牧地

3.並 木7.そ の他の人為植生

4.二 次林8.自 然植生

(v)保 護管理に関する所見

下記のような区分が可能である。

1.さ らに厳重な保護施策が必要

2.現 状のままでよい

3.不 明(特 に記載のないもの)

また、1.に ついては、その要因と して人の立入り(ま たはその可能性大)、各種開発行為に

よる破壊や影響などが挙げられてお り、カテゴリー化も可能 と考えられるが、記載内容がバラ

バラであり、全県データを見て区分するのがよいと思われ る。

(vi)階 層構造

植生調査票では、高木層以下の5つ の階層に区分 されており、各階層の高さ、植被率、出現

種数が記入 されているが、低木層と草木層はさらに2分 されている場合 もあり、 コケ層は湿原

植生 などを除いて、通常記入 されていないことが多い。

今回のケーススタディでは、各階層ごとに、その高さと植被率を入れることを検討 していた

が、データ量 としてかなり多くなるので、該当する階層の種類と数のみを下記の例のように し

て入れるにとどめるのが妥当と思われる。

例 高木層ア リ

亜高木層ナシ

低木層ア リ

草木層ア リ

コケ層ナシ
＼

1

0

ユ

1

0

また、出現種数については当該群落の特徴を把握するためには、総出現種数だけで十分であ

ろう(た だ し、総 出現種は未記入の植生調査票が多いので算出しなければならないケースが多

い)。

(頭)植 物名

植物名は、特定植物群落調査ではかなり重要な項目のひとつであり、特徴的な出現種 と優 占

種をインプッ トするのが望ま しい。

① 特徴的な出現種

特定植物群落調査票から、 ユ～3種 ぐらいの植物を選定 してインプットする。その選定規準

は一概には言えないが、優占順位 としては、「件名」に記載がある植物名をまず とりあげ、 「件

名」に植物名がない場合には 「内容」から報告者の意を くみ取 ってとりあげることになる。従 っ

て、これは群落分類学的、植物地理学的な判断を必要 とする。

① 優占種

一20一



植生調査票か ら、高木層 ～草木 層 の各優 占種 を各1種 、合計4種 を イ ンプ ッ トす る ことが望

ま しい。 ただ し、下記のよ うな場合 には群落分類学的 な判 断によ って、1種 に しぼ ることが望

ま しいと思われ る。

・Co-Dominantの 場合

・低木層 または草木層 を2層 に分 けて いる場合

以上のよ うに、植物名の イ ンプ ッ トデータの作成 には、かな り高度 な判 断を必要とす るが、

少 な くとも、特徴 的な出現種 について は、是非 イ ンプ ッ トす ることが必要 であ る。 このために

は、 ワーキ ンググループを設置 して、選定 にあたるのが妥当 と思 われ る。

五 位置情報の取扱い

特定群落の位置は1/5万 地図上にくくりとして記入されているが、その くくり線は群落名と

同様に大か ら小 まで実にさまざまな記入のされ方を している。

位置情報を入れるにあたっては、原理的にふたつの方法、すなわち、 くくり線の座標をディ

ジタイザーなどの手段をもちいて読みとるか、あるいは内部にかかるメッシュを読み取ること

である。前者については手間 とデータ量の問題があり、後者については精度の問題がある。

他項目の位置読み取りと同 じよ うに、これらの取扱 いで問題となるのは、

(イ)く くりが きわめて大 きく山脈全体が対象 となるような場合

回 面積的にある程度大き く、きわめて細長いもの

囚 形状的にきわめて複雑でいくっかの対象域が入り組んでいるもの

のようなケースである。

特定群落の位置情報に関 しては、長野県の場合が特異的であって、その処理を例外 とするか

どうかが問題である。

一例を示すと

長野県の場合

(山脈山塊全体が対象域)(山 脈の片側だけが対象域)

八ケ岳 四阿山

鳥帽子山 関田山脈

御座山 金峰山

カヤの平 志賀高原

飯綱山 浅間山 苗場山

霧ケ峰 赤石山脈(き わめて大きい)

戸隠山 両飾山

経ケ岳'飛 騨山脈(き わめて大きい)

木曽山脈(き わめて大 きい)
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(中程度以下のもの(数 ㎞ 径))

菅平(湿 性林)美 ケ原 諏訪上社

梓山 袴越山麓 守屋山

天狗山 三才山峠 戸台石灰岩

旭 ・大峰山 東侯 豊口山

岩鼻 鉢伏山 燕岩

真那板山'入 笠山大阿原 居谷里
)湿 原

釜無川 親海

(特殊な もの)

天竜川暖帯林(き わめて細長い)

これに対 して周辺の県の くくり線は

福井県

全般的に問題ナシ

山頂を含む もの多い

三重県

社寺林多 くほとんど点、その他問題な し(径5kmを 超えるものなし)

例外:伊 勢神宮 宮城林

滋賀県

問題 なし

静岡県

徴細なもの多 し

若干大きなもの(数 ㎞ 径)、井川峠のブナ、 ミズナラ林

富山県

徴細 なもの多い(ほ とんどのものが概当する)

1㎞ メッシュでは位置関係の表示が無理

石川県

大 きな ものあり、44(三 方ケ岳)

形状的に複雑(精 度が高い?).な もの多い50、52、54

L→ 入 り組んで区別がつけにくい?

愛知県

小さなものがほとんど 問題なし

これ らの各県のくくり線のコー ド化については、ケースによってい噛くっかの簡略化された方

法 も適用できようが、繁雑 さやまちがいをさけるために、始めにあげたどちらかの方法を採用

すれば良 いと思われる。
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(2)哺 乳 類分布調査

① 調査の概 要 と調査項 目

わが国 に生息す る哺乳類 の生息状況 を把握 す るため 、わが国に生息 す る大型及 び中型獣8種

の分布 について、全国47都 道府県 で、調 査が行われ た。

調査の対象 となった種 は、表 皿一2に 掲げたよ うに、1つ の地域 で最大7種 であ る。

全国 を5km×5㎞ の 調 査 区画 に切 り、1区 画 にっ き2地 点 で 聞 きとりを 行 い、生 息、

絶滅情報 を収集 した。使用 された聞 きと り調査票 は、図H-3(サ ル)、図H-4(シ カ、クマ)、

図H-5(イ ノ シシ、 キツネ、 タヌキ 、アナグマ)に 示す もので ある。頭数 、子 連れ、出現年

代の情報 は、各種 に共通 してい る。 さ らに、 サルにつ いて は、群れ情報 が、 シカ ・クマについ

ては季節情報が加 え られて い る。

表II-2調 査対象哺乳類

地 域

北 海 道

本州 、四国

九州

沖 縄

調 査 対 象 哺 乳 類

シ カ 、 ヒ グ マ 、 キ ツ ネ 、 タ ヌ キ

ニ ホ ン ザ ル 、 シ カ 、 ツ キ ノ ワ グ マ 、 イ ノ

シ シ 、 キ ッ ネ 、 タ ヌ キ 、 ア ナ グ マ

シ カ 、 イ ノ シ シ
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② コー ド化 の検討

哺乳類 の生息 、絶滅地 点は、1/5万 地 図 上 に、点又 は くくり線 で示 されて いる。 この点 の

位置を1kmメ ッシュ(3次 メ ッ シニ)で 読み と り、位置情報 と した。

調査票 の コー ド化 は、図H-6の 形 式 と した。5万 分の]地 形図 の緯度 、経度は、地図 の左

下の位置 を入れた。 これは、調 査地域 と非調査地域 を区別す るために記 入 した。種番号 、内容

コー ド、群れの有 無 、子連 れ、年代 につ いて は、表H-3に 示 した コー ドにより記入 す る
。 ク

マ、 シカにつ いて は、いつ頃見 かけたか につ いて、該当す る季節 に1を 記 入す る。1年 中の場

合 には、4つ の欄 すべ てに1を 記入す る。

図H-6
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表 皿一3哺 乳類調査 コー ド

種 番 号

1サ ル

2シ カ

3ツ キ ノ ワ グ マ

4ヒ グ マ

5イ ノ シ シ

6キ ッ ネ

7タ ヌ キ

8ア ナ グ マ

内 容 コ ー ド

1見 た3以 前 い た

(絶 滅)2聞い た

'

群 の有 無

1i群 がいた0い な い

子 連 れ

1子 連がいた0い ない

1

a

3

9

年

明 治時代 及び それ以前

大正 時代

戦前(昭 和1年 ～19年)

昭和20年 代

代

5

6

7

8

昭 和30年 代

昭和40年 代

昭和50年 代

不 明

1
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(3)鳥 類分布調査

① 調査の概要

わが国に生息する鳥類の繁殖状況を把握するために、全国47都 道府県において、調査が行わ

れた。

調査の対象とな った鳥類 は、表 皿一4に 示す246種 であるが、繁殖の可能性の否定できない

ものは、追加 してよいことになっている。

調査は、現地調 査と文 献調 査により行われた。現地調査では、図n-7の 現地調査票、お

よび図巫一8の 環境調査票を作成する。そして、文献調査とあわせて、図H-9の 繁殖状況票

を作成 した。
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② コー ド化の検討

鳥 類 の生 鳥環 境 の概 要 を 知 るたδうに環境調 査票 を、生息鳥類 の種類 と繁殖 の可能性 を知 る

ため に、繁殖 調査票を、それぞれ コー ド化 す ることに決めた。図n-10、H-11、 皿 一12に コ ー

ド形式 を、表H-5に 、 記 入す る場合 の コー ドを示 した。
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表皿一5繁 殖状況票 記入コード

サ フ メ ッ シ ユ

1.a3c

2:b4:d

ユ:

2:

3:

繁 殖 可 能 性

a4:d

b5:e

C

1:一

2:+

個 体 数

3:++

4:十 十 十

14)両 生類 ・は虫類分布調査

① 調査の概要

わが国に生息する両生類 ・は虫類の うち、絶滅のおそれのある種、学術上重要な種等につい

て、生息地 ・分布を、全国47都 道府県全域で調査 した。このような、全国 レベルの統一された

調査は、はじめてのことである。

調査の対象となった種は、表丑一6に 掲げたように、両生類24種 、は虫類10種 であるが、は

虫類のタイマイ¢d)の 報告はされていない。また、各県で重要と思われる種は、加えてよいこ

とになっているが、加えた県はない。

表 皿 一6

〈面 崖 耀 〉 ・

調 査対象両生類 ・は虫類 種名表
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② 調査票の記入状況とコー ド化項目

調査票は、図皿一13のようになっている。

各県で記載 している種数について調べた結果が、表 皿一7で ある。このように4～7種 が多

く、1県 あたりの調査種は、他の調査と比較 して少ない方である。また、各県で作製 した調査

票の数を、表H-8に 示 した。全国計で4,896枚 であり、各県100枚 前後である。

調査票は、地図番号 ・対照番号により、地勢図上の点と対照できるようになっている。 ここ

で・要綱に 「対照番号は、地勢図ごとに通 し番号とする」とあるものの、異なった方式を採 った

県がいくつかある。それは、対照番号を地勢図の中で、種ごとに付けている県(福 島、埼玉、

千葉、岐阜、岡山)、対照番号が、県内で通 し番号になっている県(愛 知)で ある。そのため、

地勢図上の点と調査票とを対照するためには、県番号 ・地図番号 ・種略号 ・対照番号の4つ が

必要となる。

本来、調査票 と地図上の点とは1対 ユに対応するものであるが、これにも例外がある。いく

つもの地点に同 じ対照番号がつけられ、調査票は ユ枚になっているもの(長 野、新潟)、1つ の

地点(対 照番号)で 調査票が2枚 ある場合(石 川、岐阜)が ある。調査票と地点 との1対1の

対応関係を保つためにも、新 しい番号をつくるなどして対処 しなくてはならない。また対照番

号に添字(・ 、一(1)、一(2)、一a、 一bの 類)を 使っている県があった。これらの問題を解決

するため、対照番号に添字をつけることを許 した。なん らかの理由で対照番号を増やさなくて

はならない時は、添字を1か らつけることに した。

図 皿 一13 両生類 ・は虫類調査票
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表 皿一7県 ごとの種数

種数

県数

2

2

3

4

4

10

5

6

6

8

7

8

8

5

9

a

10

0

11

表 皿一8県 ごとの調査票数

e

調 査票数

県 数

つ ～49

9

50～99

16

100～149

13

150～ ユgg

3

200-249

6

の べ票 数4,896

種略号が誤 っている県があったので訂正 した。それは、福島県(ト ウホクサンショウウオが

Ua)、 長野県(ヒ ダサンショウウオがUe)、 島根県(オ オサンショウウオがUg)、 長崎県(ツ

シマサンショウウオがUc)、 大分県(:オ オサンショウウオがUg)の5県 についてである。

資料の種類が2以 上にわたっているものがある。その場合、確認年月日、確認個体数などの

記入が複数になり、資料 との対応がわか らな くなる。ひとつの資料につき1枚 の調査票を使 う

と決めておいた方がよい。

確認年月日欄の記入方法もまちまちである。年号は、西暦記入が多いが、昭和で記入 されて

いるもの、判断 しかねるものもある。また、確認が数日間にわたるもの、数ケ月、数年とんで

再び確認 されたものもある。確認年月日としては、季節がわかれば十分なので、西暦の年、月

を記入することにする。'また複数の時期で確認 されたものは、別票にするのがよい。

種の同定の精度の検証、生息状況 と環境との関係、繁殖可能性に関する考察のために、形態

の記入は必要である。 しか し、確認個体数の欄に完全に記入 している調査票は少ない。記入 し

てあっても、チェックの程度が多く、個体数を記入 してあるものは、ほとんどない。 さらに、

成体のオス ・メスの区別は困難である。そこで、確認個体数欄については、形態だげを記入 し、

個体数の値、オス ・メスの区別は記入 しないことにした。 一一

調査時点での生息環境条件の欄は、コー ド化 しないことに した。これは、調査時点の気象だ

けでは生息 との関係 は把握 しにくいこと、記入 してある調査票が少ないことのたあである。

生息地の状況は、種ごとの生息域の特性を知 るために必要である。

生息地が谷 あいにあるためか、土地環境で、2ケ 所以上にチェックのはいっているものがあ

る。そこで、2ケ 所以上にチェックがわたる時は、代表的な2ケ 所を選びコー ド化することに

した(3ケ 所以上の場合は、ほとんどない)。
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③ インプ ットデータ作成作業過程の検討

両生類 ・は虫類調査については、インプットデータ作成を行 ったので、実際の作業に基き検

討す る。

今回の作業は、次のような手順で、岐阜県、愛知県について行った。

両生類 ・は虫類調査 コー ド化手順

i調 査票チェック(年 月日、対照番号、種数)

h調 査票の問題点抽出

箇 コーディング形式決定

ivコ ーデ ィングの前処理

(i)種 名 ・種略号対照表の作成

(u)メ ッシュをひいた トレーシング紙作成

v調 査票のチェック

(i)市 町村コード付(5ケ タの行政 コード)

(の 年月日を西暦 に統一

樋

頭

v茸i

ix

x

xi

xii

畑

コdv

xv

廟

調査票のコーディング

コーディングシー トのチェック

カー ドパ ンチ

地図からメッシュを読みとり、コーディング

カー ドパ ンチ

調査票データ、地図データの2つ を対照番号をもとに、つきあわせる。

互いに相手のなかったデータについてチェック、修正。

調査票データのプルーフリス トと原票の照 らしあわせ。

データをメッシニ番号噸 に並びかえて、1点 ずつ、地図とあわせ、メッシニ番号のチェック。

データの修正。

データづ くり完了
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主な過程について説明する。

ivコ ーディングの前処理

(i)種 名 ・種略号対照表の作成

各県での出現種の確認、記述 ミスを防 ぐためにも、県別に、調査対象種を図n-13

の形式でコーディングする。

皿一13種 略号 種名対応表

両 生 類 ・は 虫 蓼 コ ー デ ィ ン グ形 式

県

番

号

2

種

略

号

2

1

種 名

(カ タカナ)

16

同 左

010203餌050607030910111213,4量51617量819⑳21饗232425262728・293931鍵33別 邸3637幽3940

ll

1

同 左

1 III

同

i

左

ll

・494243"454647484950515253麟55565τ58596061能63脳6566齪6869707警727374757677787980
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(皿)メ ッシュをひいた トレー シングの作成

3次 メッシュ読 みとりの ため、図 ∬一14に あ るよ うに、 メ ッシュを書 いた トレー シング

ペ ーパ ーを用意 す る。 メ ッシュの大 き さは、同緯度 で は同 じで あ るが 、まちが いを防 ぐた

あに、地勢図 ご とにメ ッシュ紙 を作製 し、地勢 図名を記入 してお く。

図 皿 一14

ドラクティングテープ 地 勢図名
1/20万 地図

豊 .橋,1次 メヲシ 轟

じ

↓

多
べ

」、
聖

愛知2 豊 橋 5237

70

tiO

50

40

30

ao

IO

00

?1

si

51

41'

3]

21

II

o,

72

sz

52

42

32

22

12

02

73

b3

53

'43

33

23

13

03

L/拡畑

79

64

54

44

34

2a

14

04

75

65

55

45

35

25

15

05

76

66

56

46

36

26

16

os

77

67

57

47

37

27

17

oz

2次 メクシ3Lの 線

i
200pOO

2次 メ9シ 昌番号

2次 メ ッシ昌を

ライン マー カーで書い てρ く.

3次 メ,シ ュの線
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vi調 査 票の コーデ ィング

調査票の コーディング形式 を図 皿一15に 示 す。

図H-15

県

番

号
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図

番

号
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番 号
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r

字
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略

号
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認
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標 聞

献 本 込

1 1 1

確

認
コ

i

ド

i

年

4

①

確
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認

②

年

タ

月

2

市
町

村
コ

1

ド

5

標

min

4

高

一㈲

II12R

4

010203040506070BO9101112t314151617181920212223242526272829303132333435363138394041

備

考

絶誤

1 1

採
集

i

採 集

(1)(2)(3)(4)

卵 幼 幼 成

生 体 体

4

目 撃

目(、1(2×3×4×5×6Xの

盤 卵 幼 幼 成 死 鳴 ぬ

生体体体楳

ら

11
一一 一7

i

環

.十

地

miｩ

Z 2

地
形

①②

1 i

.境

①

2

②

2

取

扱

㊥

1

42434445464T484950515253545556575859606i626364656667

各記入欄 の説明 は、以下 の通 りで ある。

○添字

対照番号で58-1、58-2、6ユ ー(1)、61(2)、 の よ うな もの は う し ,ろの番 号 、78'、78"

は それ ぞれ78-1、78-2と す る。通常 はブ ランク。

○資料

該当す る資料欄 に1を 記入 、他 は0を 記入す る。数種類の資料の場合 は、数箇所 に ユを

記入す ることになる。

○確認

確認 コー ド:1、 ①年の み記 入

2、 ②に記入(そ れ ぞれ独立)

3、 ① と② で ①～② と期間 をあ らわす。

9、 記入 な し

年月:月 が空 白の場合 は00と す る。

○標高

調査票 に記入 された標高 をm単 位で記 入す る。350m～400mの よ うに記入 されて いた

暢合 には、minに350、maxに400と 記 入 する。250mと ユつの値 だけの場 合 は、min

に250、maxに250と 同 じ値 を記入す る。

○備考

備考欄の 「絶」又は 「誤」 にチ ェ ックの入 って いる場合は、1を 記入 する。
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○採集

確認個体数の採集欄に記入がある場合には、まず採集のところに1を 記入 し、該当する

形態のところにも1を 記入する。

記入のない場合には、採集のところを0と する。

○目撃

確認個体数の目撃欄に記入のある場合には、目撃のところに1を 記入 して、該当する形

態欄に1を 記入する。

○環境

チェックが2箇 所以上にわたる時は、代表的な2つ を選んで記入する。コー ド番号は以

下のように決あた。

土地環境01常 緑 広葉 樹林

02落 葉 広葉樹林

03混 交 林

04針 葉 樹林

05川 原 ・荒原

06水 田 ・畔

07林 道 ・路傍

08畑 ・路傍

09住 宅地 ・公園

10山 地草原

11山 地湿原

12平 野湿原

13高 山湿原

ユ4岩 石露 出地

地形1尾 根

2斜 面

3谷 ・凹地

4平 担地

水環 境10水 田

20止 水(池 沼)

21(ア}短辺1m以 下

22{イ》短辺1～5m

23(ウ}短辺5m以 上

30渓 流

40河 川

50海 岸

51砂 浜

52岩 浜
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○取扱

取扱 が⑳ の場合 に1を 記入 す る。

ix地 図か らメッシュを読 み とり、 コーデ ィング

作業iv② で 作 製 した メッシュを書 いた トレー シング紙 を 、地図 に重ね、各の地点のメッ

シュ番号を読 み とる。 コーデ ィングの形式 を図 皿一16に 示す。

地図上 におけ る、確 認地点 の示 し方 には様 々あ ったので 、 くくり方 コー ドを もうけ、区

別 することに した。

くくり方 コー ドは以下の よ うに した。

く く り 方 コ ー ド

1・ 地図上に1点 だ け示 されている もの。

2:地 図上のあ る領 域を くくってあ るもの。

メッシュ番号 は、 ほぼ中心 と思 われる位

置で読み とる。

4'市 町村名 、字名 を くくってある もの。

メッシュ番号 は、文字 の中心 と思われる

ところで読 みとる。

5:川 の名 前を くくって ある もの。

6山 の名前を くくって あ るもの。

7'谷 の名前 を くくって ある もの。

9地 点不詳

●5-Pe

園
-

〈碧,1

図n-16メ ッ シ ニ 番 号 コ ー デ ィ ン グ

県

コ

i

ド

2

地

図

番

号

2

対 照

番 号

4

字

i

略

号

z

メ7シ 畠

番 号

B

1 く

C

n

方

1

同 左

ii

OlO203040ら05070809101112131415161718192021222324252627鎚293031綴33343536373ε 的4`

,

量

面

1

左

費 i

同

聖F

皇

左

111

1414243"45464748495051齪53麟555557鎚596061酸63脳65鎚6768697071727374757677η τ9■0'
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虹 調査票 デ ータ、地図デ ータの2つ のつきあわせ

調査票 デ ータ、地 図デ ータを、地 図番号順 、対照番号順 に並 べてお き、地図番号 、対照

番号、種 略号 をキーに してつ きあわせ 、両方の データを統合 して、図 ∬一17に 示す構成の

フ ァイルをつ くる。

図 ∬ 一17調 査 票 メ ッ シ ュ
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x五 互 いに相手 の なか ったデー タのチ ェ ック ・修正

11の 作業 で、 つきあわせ ので きなか ったデ ータを とり出 し、1つ1つ チ ェックす る。 ど

う して も相手 の ないデータについて は、④問い合わせ る。②地図上 にない場合 には、市町

村名 か ら判 断 して、地名 くくりと して、地点をつ くる。③調査票が な い場 合は、削除す る

か 、資料 以下が不明の新 しい調査 票をつ くるな どの いずれかの手段 を とる。

xivメ ッ シュ番号の チェ ック

デ ータを メ ッシュ番号順 に並 べかえ、 また レイアウ ト.も図 皿一18の ように してうち出 し、

メ ッシュ トレー シング紙を かぶ せた地図 と1点1点 て ら しあわせ、 メ ッシュ番号 のチ ェ ッ

クをす る。

図 丑 一ユ8メ ッシ ュ チ ェ ッ ク用 リス ト

く む ぶ な あ ヒ
メ'シ 晶

く 対 照 。 図 町

番号 肋 書 号 略1番 誉,

号 ド 号1
ド

814i2122・5

01020304051路0τ0809101112竃3婁415161711192021228242525

以上 の作業 ステ ップにそ って、 コー ド化作業 を行 った。作業 は、一般 的 な女性の手 によ って

行 われ た。 その場 合 に要 した時 間は表E-8の と うりであ る。

これ か ら・47都 道 府県につ いて試算 す ると、のべ860時 間(約140日)と な る。(地 図・250

枚 、4,896点 と して)
,一38一



作 業 時 間 例

作 業 ス テ ッ プ

ivコ ーデ ィング前処理

(1}種名 対策 表

② メ ッシュ紙作製

v調 査票 チ エ ック

(1}市町 村 コー ド付

②西暦 チエ ック

vi調 査 票 コ ー デ ィ ン グ

励 コ ー デ ィ ン グ シ ー トチ ェ ッ ク

ixメ ッ シ ュ コ ー デ ィ ン グ

x亜 プ ル ー フ リス トチ ェ ッ ク

コdvメ ッ シ ュ 番 号 チ ェ ッ ク

合 計

単位あたり時間(平 均)

1分/1種

90分/地 図1枚

40秒/点

120秒/点

13秒/点

124秒/点

13秒/点

44秒/点

360秒/点

1県 あた り時間

7分(0.1時 間)

450分(7.5'時 間)

90分(1.5時 間)

270分(4,5時 間)

30分(0.5時 間)

280分(4.7時 間)

30分(0.5時 間)

100分(1.7時 間)

21時 間

(1県 約135点)

ただし、コンピュータ関係のステップ(8、10、11、12、15)は 含んでいない。

作業 の結果発生 した誤 りは、次の よ うな もので ある。

コ ー テ ィ ン グ作 業 時 の誤 り

作 業 ス テ ッ プ

面 コ ーデ ィ ング シー トチ ェ ッ ク

油 つきあわせ チェック

】dvメ ッ シ ュ番 号 の チ ェ ッ ク

誤 り の 内 容

確認年月日の書き落 し

標高の書き落 し

採集の書き落 し

≦(上 と同 じの意味)の ぬけおち

Up、Ug、Uuの 小 文字 の混同

対照番号の読み誤 り

(117を ユ7と 読ん だ)

メ ッシュ番号の読み ちがい9

(誇 こ論 の最後の2ケ タが)

備 考

頻 度

12点/274点

=4 .4%

頻 度

6点/274点

=2 .2%
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また、原票(調 査票、地図)に おける次のような誤 りもみつかった。

発 見 さ れ た 、調 査 票 の 誤 り

作 業 ス テ ッ プ

v6}市 町 村 コ ー ド付

xhつ き あ わ せ チ ェ ッ ク

誤 り の 内 容

郡 名 と町村名が くいちが う。

町村名の記入がな い。

調 査票 はあるが 、点が ない。

種略号 の誤 り

同 じ対照番号 の点が ある。

備

頻 度17/274

=6 .2%

頻 度4/274
=1 .b%

2/548==α4%

4/274=1.596

これらの誤 りを防 ぐため、あるいは、発見するために、次のような注意をするとよい。

(イ)市町村 コー ドは、調査票の段階で書かせるのが、誤りの訂正にもなりいちばんよい。今回

のような場合、コーデ ィングの前に流れ作業で記入するのがよい。市町村名が空白になって

いる場合 は、地図を見て探 し、記入する。また、誤 りを防 ぐために、国土 庁の行政区面積

ファイルを利用 して、メッシュ番号 と行政コー ドの対応がつ くかを調べることも必要である。

(これはステップ12の 次に){ロ腫 略号に、小文字のg、p、qを 使 うと、誤りが生じやすい。大

文字に読み換えて使うとよい。今後は、英大文字で2又 は3文 字とし、まちがえやすい文字

(DやOやP)は 、使わないようにするとよい。

囚 メッシュ番号の読み誤りは、ωのように、行政区で調べることにより、一部は発見できる。

あとは、ステップ14の読みあわせで発見するだけである。判読者の読み誤 りを減 らすために

も、誤りをフィー ドバ ックしなくてはならない。

㈲ 淡水魚調査

① 調査の概要

わが国の淡水域に生息する魚類の生息状況を把握するため、絶滅のおそれのある種、学術上

重要 な種等の生息地、分布について調査 した。

調査の対象となつたのは、表 豆一9に 掲げた27種 、及び都道府県において重要 と思われた種

類である。

調査結果は、1/20万 地勢図に、分布地点を黍示 した 「淡水魚類分布図」、調査事項を記述 し

た 「淡水魚類調査票」(図 虹一19)に まとめられた。
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表 皿一9
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② 調査票の記入状況 とコー ド化

各県における調査対象種数を、環境庁指定種と県選定種と分けて調べると、表n-10の よう

になる。環境庁指定種については、1県 あたり平均3.3種 調べ られている。 しか し、県選定種

については、平均1.6種 であり、半数の県では選定 されていない。環境庁指定種については、

種略号が規定されているが、県選定種に関 してはまちまちなので、コード化を始める前にチェッ

クしな くてはな らない。そのために、図H-20に 示す形式で、淡水魚調査種略号種名対照表を

コー ド化 し、作表する。

調査票のコー ド形式を図11-21に 、コー ド表を表 皿一Hに 示 した。水域名の欄は、河川名の

記入が多いが、湖沼名 もあり、さらには湾、水田、用水路などもある。この多様な記入方法に

対応するたあ、とりあえず、河川は河川 コー ド、その他は、カタカナで水域名を記入すること

に した。

確認年月日欄は、2つ の時期にわたり確認された場合は2つ 記入されている。そのため、コー

ド化時には、2つ の欄が必要である。

河川、湖沼などで、いくつかの市町村にまたがっている場合、市町村の数だけコー ド化する

ことに した。すなわち、市町村コー ドだけ異なり、他は同じとなるファイルをつ くる。これは、

市町村別の検索に備えてのことである。集計の場合は、対照番号が同 じということで、1つ の

ファイルとみなせる。

保護の現状、当該水域における問題点 は、生息水域の状況と生息種の関係を考える上で重要

であり、コー ド化が必要である。

岡山県では、確認年月日について、独自のカテゴリー分けを行いそのカテゴリーを記入 して

あ る。 これは、通常の西暦の年月日になおすべきである。
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表 皿 一]0各 県 にお ける調査種数
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表 皿 一1ユ 淡 水 魚 調 査 コ ー ド

指 定 コ ー ド

1環 境庁 指定種2県 選定種

河 川 コ ー ド

河 川調査 と同 じ3ケ タの数 字

天 然 記 念 物 コ ー ド

10の 位

1:国

1の 位

1:種

2県 3町

2地 域

確 認 コ ー ド

1:① にのみ年月 日記入

4:① 、② に独立 に年月 日記 入

5.① ～② とい う期 間の記入

9① も② も無記 入

備 考

絶:「 絶滅 したと思わ れ る」場合に ユを記 入

誤:「 種 の誤 りだ と思 われ る」場合 に1を 記入

③ イ ンプットデータ作成作業過程の検討

以上の考察に基づき、次りような手順で、岐阜 、愛知の2県 についてコー ド化を行った。

淡水魚調 査 コー ド化手順

i調 査票チ ェ ック(年 月 日、対照番号)

h調 査票の問題点抽 出

iiiコ ー ド化形式決定

iv種 名、種略号対照表 の コー ド化

v種 略号 を統 一的 に決定

viメ ッシュをひ いた トレー シング紙作製

而 調査票 のチ ェック

(i)種 略 号 の改訂

(五)水域(河 川)コ ー ド付

(iii)市町 村 コー ド付

噸i地 図か らメ ッシュを読 み とり調査票 に記入

lx調 査票の コーデ ィ ング

xコ ーデ ィングシー トの チェ ック

幻 カー ドパ ンチ

油 デ「タメ ッ斗ユ番号 順に並べ、地図 とのつ きあわせ

油 データ修正

)dvデ ー タづ くり完了
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主な過程 につ いて説明を加 える。

iv種 名、種略号対照表 の コー ド化

図 皿一20の コー ド化形式 に従 い、全 県 にわ た り、環境庁指定種 、県選定種 につ いて、種

名 、種略号 のコー ド化を行 な う。

v種 略号を統一的に決定

全県 にわたる対照表作成 の結 果、同 じ種 であ・りなが ら異 な る種 略号 、異な る種 であ りな

が ら同 じ種 略号の場合が発見 され る。

それを ユ対 玉に対応のつ くよ うに決め る。

ivメ ッシニをひいた トレーシ ング紙作製

図H-22の 要 領 に したが い、各地図 ご とに、 メ ッシュ紙 を作製す る。

頭 調査票の チ ェック.

(i)種 略 号 の改訂

ステ ップ5で 定 めた種略号 に、書 き換 え る。

(皿)水 域 コー ド付

河川調査 の河川 コー ドを見て 、河川 名に コー ド付 を行 な う。

この時河川 名には、 カタカナで フ リガナを付 けてお く。河川 コー ドのない場合 は、000

と す る。

ix調 査 票 の コーデ ィング

図1-21の コ ー ド化形式 に従 い、 コー ド化を行 な う。

油 デ ータを メッ シュ番号順 に並べ 、地 図 とのつ きあわせ

データを メ ッシュ番号順 に並べ 、地 図に はメ ッシュ紙 を重ね1点 ず つ メ ッ シ ュ番 号 の

チ ェ ックをす る。

㊧ ステ ップ1～6は 全県同時 に、ステ ップ7～14は 各 県 ごとに作業 を行 な う。

以上 の作業 ステ ップにそ って、 コー ド化作 業 を行 な った。作業 は一般的 な女性 の手 によ って

行 なわれた。その場合 に要 した時間 は、表1-12の と うりであ る。
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表 皿一22メ ッ シュ紙 の つ く り方

地勢 図 名ドラクティングラーブ
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表 皿一12作 業 時 間 例

作 業 ス テ ップ

iv種 名 のコー ド化

viメ ッシニ紙作製

頭 調査票 のチェ ック

血 メッ シュ読み とり

ix調 査票 のコー ド化

油 メッ シニ番号 チェ ック

計(ス テ ップ4は 除 く)

単位あた り時間

90分/地 図1枚

60秒/点

220秒/点

250秒/点

40秒/点

90分/1枚

570秒/点

1県 あた り時 間

'450分

60分

230分.

260分

41分

(7.5時 間)

(LO時 間)

(3.8時 間)

(4.3時 間)

(0.7時 間)

17.3時 間

駐)愛知県は29点 、岐阜県は95点 なので、モデルケースは平均の62点 とした。

全県についてみると調査点数は下表のようになる。

各県 におけ る調査点数

調査点 数0～4950～99ユ00～ ユ49150～199200～

県 数 26 15 3 a

'

ユ

のべ点数2,687点

平 均57点/県
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ス テ ップivで 、全県について種名 、種略号対照表 をつ くったと ころ、表 皿一13

ウ エオ順)、 表H一 ユ4(種 略 号のアル フ ァベ ッ ト順)に 示 す結果が得 られ た。

(種名のアイ

環境庁指定種についてもCKzをCK2と 書 くなど誤 りがあるので、調査票おける種略号の修正

は必要である。
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(6》 昆虫類分布調査

① 調査の概要

わが国に生息する昆虫類の生息状況を把握するため、絶滅のおそれのある種、学術上重要な

種等の生息地、分布について調査された。調査の対象 となった昆虫は、表1-15に 掲げた指標

昆虫類10種 、及び、表五一16「調査対象昆虫類選定基準」により、都道府県ごとに選定された

特定昆虫(50～ 】00種程度)で ある。

これらの昆虫について、生息地の位置、生息環境、生息数などが調べ られ、図 皿一23に示す

調査票にまとめられた。

表 皿 一15 指標昆虫類種名表

糧 名

Aカ セ トシ ギ

ム カ シ ヤ ン マ

ハ ッ チgウ トン ボ

が'ロ アAン 目

タ が メ

ハ ル ぜ ● ミ

ギ フ チ ゴ ウ

ヒ メ ギ フ チ 妙 .

オ:え ム ラ ザ キ,

ゲ ン ゾ ポLタ,ノレ..

種.コ ー ド

!

。」し

3

4

S

6

7

∂

9'

ノθ

A

B

C

表 ∬一16

日本国 内では、そ こに しか産 しない種

例 ミヤ ジマ トンボ(広 島県宮 島)

イ イジマル リボ シヤ ンマ(北 海

道釧路)

ヒメチ ャマ ダ ラセセ リ(北 海道

アイポィ缶)

調 査 対 象 昆 虫 類 選定 基準

分布域が国内若干地に限定 されてい る種

例 ミヤマモ ンキチ ョゥ

ル ー ミス シジ ミ

比較的普通種であっても、北限 ・南限等

分布限界になる産地にみ られ る種

例 広島県におけるナガサキアゲハ

静岡県におけるクロコノマチョウ

D当 該地において絶滅の危機にひんしてい

る種

E近 年当該地域において絶滅 したと考えら

れる種

F業 者及びマニアなどの乱獲のため、当該

地域での個体数の著 しい減少が心配される

種

G環 境指標として適当であると考えられる

種
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図H-23昆 虫類調査票
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②.調 査票の記入状況とコー ド化

昆虫調査は、全県に共通 した調査種が、ユQ種であり、のこる約go種 は、県ごとにまちまちと

いう点で独特である。そのため、まず各県ごとに、種番号と種名の対照表をつ くらな くてはな

らない。この表に、選定基準、生息数 も加えておくと、表だけで簡単な集計ができ、便利であ

る。そのコー ド化形式を図n-24に 示 す。 コー ド化は、表H-17の コー ド表にしたがって行

う。

昆虫1種 あたり、調査票の地点数を調べ ると、表 皿一18のよ うになる。指標昆虫では、1種

につき10地点以上のデータが、得 られている場合が多いが、特定昆虫では、ユ0地点以下の場合

が ほとん どである。 このように、指標昆虫と特定昆虫では、データのサンプル数が異なるので、

注意が必要である。

調査票のコー ド化形式を図皿一25に 、地図情報のコー ド化形式図 皿一26に示す。昆虫調査の

の場合、地図上の点に対照番号が付けられていない。 しか し、生息環境とのつきあわせなどの

ため、位置と調査票 との対応はつけるべきである。そのため、地図に対照番号を付けなおすこ

ととして、コーディングシー トに対照番号(対 照番号)の 欄をもうけた。他の記入欄 は、表皿一

17の昆虫調査コー ド表 に基 き記入する。

表 ∬一18報 告 地点 数別 種数

(1}指 標 昆虫 ② 特 定 昆 虫

報告地 点数1～56鞠1011-1516-2021-2526-3031～ 地 点 数1・}56～1011～1516・}202ユ ー2526-3031～

種 数
愛曳02121201

種
蜘531463120 a

岐阜2000015 岐阜72223100 1
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図 皿一24昆 虫種名対照表
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図H-25昆 虫 調査調査標 コーデ ィングシー ト
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図 皿一26昆 虫調査地 図(メ ッシュ)コ ーデ ィ ング シー ト
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表 皿一17昆 虫 調 査 コ ー ド 表

選 定 基 準

指標昆虫:指 標欄 に1、 他 は0

特 定昆虫::該 当す る欄 に1を 記入

生'息 数

ユ ー4:+++

2.+5++++

3++

くくり方 コー ド

1:地 図上 に1つ の点 と して記入 されて いる。

2:地 図 上のあ る領域を くくって ある もの。

メ ッシュ番号 は、 くくり域の ほぼ 中心 で読み とる。

4:市 町村名 、字 名を くくってあ るもの。

メッ シュ番号 は、文字の中心 と思われ ると ころで読む。

5:川 の名前 を くくってあ るもの。

6山 の名前 を くくってある もの。

7谷 の名前を く くってある もの。

9畠 地点不詳

備 考

言講 醗 れる}と ある場色 各の欄にユを記入
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③ インプットデータ作成作業過程の検討

これ らの考察に基づき、インプットデータ作成作業過程を考え、愛知県、岐阜県について、作

業を行 った。

昆 虫 類 調 査 コ ー ド 化 手 順

i調 査票チェック(備 考欄の記入)

五 コーディング形式決定

iiコ ーディングの前処理

(1)種 番号 ・種名対照表の作成

(ii)メ ッシュをひいた トレーシング紙作製

iv

V

碗

頭

噛

ix

X

xi

油

畑

xiv

xv

廟

調査票の所在市町村名から、市町村コード記入

地図上の点に対照記号をつける

調査票に対照記号を記入する

調査票のコー ド化

調査票のパ ンチ

調査票のパ ンチのチェック

地図上の点のメッシュ ・対照記号の読みとり

メッシュデータのカー ドパ ンチ

調査票データ、メッシュデータを、対照記号をもとにつきあわせる

互いに相手のないデータについてチェック、修正

メッシュ番号のチェック

データの修正

データづくり完了

主な過程 につ いて説 明を加 える。

i五 コーディ ングの前処 理

(i)種 番 号、種名対照 表の作成

図 皿一24に 示 した コー ド化形式 に従 い、各県 の調査種名 を コー ド化 する。47都 道府県 に

ついて、昆 虫の種名 の アイウエオ順 にデータを並べ る ことに より、種 名のコー ド化時の エ

ラーを発見す る。

(皿)メ ッシュを ひいた トレーシ ング紙作製

メ ッシュ読 み と り作業 に備えて、 メ ッシュを ひいた トレー シング紙 を用意す る。1/20

万地 図 」枚 ごとに1つ ず つあ ると便 利であ る。(東 西方向 には共用 で きるが、南北方向の

地図 は共用で きな い)。 その形式 を図 皿一28に 示す。

iv市 町村 コー ド記入
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調査票の市町村名を読み、市町村 コー ドを調べ、調査票に書き込む。市町村名が明らか

に誤 って記入されてい'る場合は、修正する。市町村名の記入が不完全な場合には、地図を

参照 して完全なものとする。市町村 コー ドは、調査票記入の段階で記入 されていた方がよ

かった。

v地 図上の点に対照記号をつける。

昆虫調査の地図の点には、対照番号がついていなかったのでここで付けることにする。

昆虫の場合、種略号は数字 なので、対照番号ではな く対照記号(英 字)と した。各の地図

ごとに、すべての点、及びくくりに、AA、AB、AC、 ……AZ、BA、 ……YZ、AAA、

AAB、 …の順で対照記号をつける。AA～YZま でで、650点 に記号を打てるので、ほぼ

2文 字で間に合 うはずである。指標昆虫と特定昆虫は、種番号で区別可能なので、それぞ

れの地図で、AAか ら対照記号をつける。地図ごとに、対照記号を付け終わった時、最後

につけた対照記号を記録 してお く。記入もれがあった場合には、この最後の記号の次から

付ける。

vi調 査票に対照記号を付 ける。

調査票と地図を照 らし合わせ、地図番号、地域名、種番号をてがかりにして、地図上の

点(又 は くくり)を 発見する。発見 された点の対照記号を、調査票に書き込む。この作業

は、地図 ご とに行 うとよい。 ユつの地図で、 ユつの種が終わるごとに、その地図内のそ

の点の数を数え、図 皿一27に 示すチェックシー トに記入 し、拾いもれのないようにする。

探 しても、該当する点がない場合は、地名くくりなどの手段で新 しい点をつくる。この

場合、対照記号は、ZA～ZZ、ZAA～ZZZを 使 う。そして、このように点を追加 した場

合、既存の点に種番号だけを追加 した場合は、≠エックシごトの追加 した対照記号欄に対

照記号を記入する。

痂 調査票のコー ド化

以上の過程で、調査票に、市町村コー ド、対照記号が付けられた。そこで、これ らの内

容を、図 皿一25の形式に従い、コー ド化する。

x地 図上の点のメッシュ、対照記号の読みとり

地 図に・メッシュをひいた トレース紙を重ね、地点のメッシュ番号を読みとる。地点の

・図 ■ 一27
昆 虫 調 査 チ'エ ッ・ク シ ー ト

あたまのσはいらない

県

番

号.

地

図

番

号

誉

二

塁
琴

套
ム

畿
吉勢

農
B

鑑
胡
農
B

畿
去募
農
B

縛
農

農も
c

艦蓼
差君

D

'

,「塒 の献 雛 号樹 追飢 燗 合も記入伽 ～犯)漉 をつ《・塒 も記入伽 棚)
　

鍵 ・ ・ …

麟'
号

8

終 了

β88`「

月 日

3回 教える
△≦B+C+Dと なる
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図II-28 メ ッ シュ紙のつ くり方

ドラクティングテーブ
地勢図名

1/20万 地図

愛知2

a

じ
i

菱㌃

i

ノ
/豊

橋辰 次メヅシ昌

豊 橋 5237

7U

bo

50

40

30

20

io

00

71

61

51

91

31

21

ii

of

72

sz

52

42

32

22

12

02

73

'63

53

43

33

23

13

03

〆

74

64

54

44

34

24

14

Oq

75

65

55

45

35

25

15

05

?ti

66

Sti

4ti

36

26

16

os

?Z

67

57

4?

37

27

17

07

一2次 メッシ昌の線

2次 メジシ昌番号

I
zooAoo

拡大図

2次 メ ジシュを

ラインマー カーで書い て診 く

3次 メッシ鴇の線

表示の しか たには、 くくりなど様 々あるので、表 皿一17の くくりコー ドも読みとり、図 皿一

26の コー ド化形式 に従 い、 コー ド化 す る。1点 で 、数種報告 されている場合 には、種 の数

すべてにつ いて 、コー ド化す る。

亜 調査票 データ、メ ッシュデー タを、対照 記号 を もとに、つきあわせ る。

調査票 データ、 メッシュデー タを、地 図番号順 、対照記 号順 に並べ ておき、県 コー ド、

地図番号、対照記号、種番号 を比較 して 、同一の ものを組み合わせ る。結果 は、図H-29

の形 式を とる。

幻vメ ッシュ番号 のチ ェック

結果の フ ァイルをメ ッシュ番 号順 に並 べかえ、図 皿一30の 形式の リス トを作 る。再 び、

地図 にメ ッシニの入 った トレース紙を重 ね、リス トを見 なが らメッシュ番号をさがし、 メ ッ

シュ番号の チ ェックをす る。

以上 の作業過程 に従 い、 コー ド化 作 業 を 行 った。作 業 は 、一般的な女性の手によ って行 な

われた。各過程 で要 した時間 は、表n-19の 通 りであ る。

、
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図 皿 一29昆 虫 調 査

県

コ

i

ド

a

種

番

号

3

標

1

A

1

選 定 基 準

BICIDIEIFIQ

1 1 1 1 1 i

取

扱

⑳

1

地

図

番 .

号

z

01020SO40506010BO910111Y13141518

3次

メ ッ シ 昌

コ ー・ド ,

8

く

く

リ

コ

暫

ト●

i

市町 村

コー ド

5

1118192021222324YS282T282980

良

好

1

生

息
環

1

壊

i 1

資
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i i i

0

1

考

?自

撃

111
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記

号

3

31323334353637383940414243

図 皿一30メ ッ シュ番 号 チ ェ ッ ク用 リス ト

1

メ7シ 轟番 号

io

く

く

9

方

コ

1

ド

z

種

略

号

4 i

種

24

名

010209010506070BOgIOIIt21311151611181920YIY22321252627Y8i9909192938495 .96919899404142

③

ヒ

iii

県

番

号

2

地

図

番

号

3 i

19444546474919b9

シ

1

選 定 基 準

AI$ICIDIE

1ユ1ユ ユ

F

1

D

i

市 町 村

コ ー ド

ti i

十

1

生
息
壌

ユ

X

1

生
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教

z 1 1

出

所

9

1 i i

そ

の
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of

1.1
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1

照

記

号

3

5量 哉53崩555657・58596061礎63脳6566α68・69707172737475767778798081
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表n-19 作 業 時 間 例

作 業 ス テ ッ プ

血コーディング前処理

【i腫番号、種名対照表

伍}ト レーシング紙製作

iv市 町村コード付

v対 照記号付

vi対 照記号記入

v五調査票コー ド化

xメ ッシュ読みとり

xivメ ッシュ番号チェック

計

単位あたり時間
(平 均)

30秒/種

90分/地 図1枚

30秒/地 点

5秒/地 点

110秒/地 点

46秒/地 点

80秒/地 点

42秒/地 点

5。2分/地 点

0.5分/種

90分/地 図1枚

1県 あた り

時 間

0.75時 間

7.5時 間

4.5時 間

0.75時 間

工6.3時 間

7.0時 間

11.7時 間

6.3時 間

54.8時 間

曲 コンピュータ関係の時間は含まれていない。

　 贈{㍊黙
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作業の結果発見された誤 りは以下のようなものである。

コーデ ィング作業時間の誤 り

作 業 ス テ ッ プ

洲i)種 番号、種名対照表作成

ix調 査 票 の チ ェ ック

面調 査 票 デ ー タ、 メ ッ シュ デ ー タ

の つ き あ わ せ

xivメ ッ シ ュ番 号 の チ ェ ック

誤 り の 内 容

種名(カ タカナ)の 書き誤り

選定基準の記入 ミス

市町村コード、生息環境、生息数の転記
ミス。

地図番号、対照番号の転記 ミスによ

る不一致 。

メ ッ シニ読 み と り ミス

備 考

頻 度
7/851
=o .s

頻 度

86/542
=ユ6%

頻 度
9/547
=1 .6%

頻 度

52/54?
=9 .5%

発見 された調査票(原 票)の 誤 り

作 業 ス テ ッ プ

、血6腫 番号、種名対照表の作成

hv市 町村 コー ド記入

vi調 査票に対照記号を記入する。

誤 り の 内 容

アルプスギンウワバ

ウスバツバメ

市町村名無記入又は誤記入

調査票に対応する点が地図上

にない。

備 考

頻 度
7/851

=0 .8%

9/542=ユ.7%

74/542
=14%

これらの ミスは、読み合わせチェックによって修正 した。..

(7)海 岸調査

① 調査の概要と調査項目

わが国の海岸の自然状態及び海岸陸域の自然状態を調査 し、わが国における海岸の現況を把

握する。

全国の海岸域全域において、.次の4項 目について調査された。

(イ晦 岸(汀 線)の 自然状況

{司海岸(汀 線)に おける利用の状況

レ・晦岸陸域の土地利用状況

(二)海岸域の汚染状況

調査結果は、計測区間ごとに、図H-3ユ に示す形式の調査票に記入された。海岸汀線区分、

海岸陸域区分、立入可能性、清澄度、油汚染度、ゴ ミ、鳥獣保護区の欄の記入様式についての

区分表を、図1-32か らE-38に 示 した。

一58一



図 皿 一31
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図 皿一32海 岸(汀 線)・海岸陸域区分表
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図 皿一33立 入可能性区分表

コ ー ド

0

ユ

2

3

立 入 可 能 性 区 分

立入 りできる。

崖、河口部などの地形的条件で立入りができない。

工場等が海岸域にあるため立入 りができない。

その他の理由で立入 りができない。

図H-34利 用 状 況

当該計測 区間の海岸域及 びその地先海域 にお いて、次 に掲 げる利用状況が見 られるか ど うか

につ いて調査 す る。

ア、散 策

イ、海 水 浴

ウ、潮 干 狩

工、魚 釣

オ 、採 集

力、網 漁

キ、養殖漁業

(注1)「 採集」 とは、コンブ等海藻類、磯物の採取等の海岸利用のことである。

(注2)「 「網漁」 とは、地引き網、網干 し場等の海岸利用のことである。

図皿一35清 澄 度 区 分 表

コ ー ド

0

1

a

清 澄 度 区 分

きれい

すこし汚れている

かなり汚れている

海の底がよく見え、快適な気分で泳げる程度

透視度30cm程 度以上

海水に浸かることが気にならない程度

透視度20cm～30cm程 度

海水に浸かる気がしない程度

透視度20cm程 度以下
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図n-36油 汚染度区分表 図∬一37ゴ ミ等漂着状況区分表

コ ド

0

1

a

油汚染度区分

ほとんど見 られない

すぐ見つかるが多くはない

多い、ベル ト状、斑点状に見 られる

コ ー ド

0

1

a

ゴ ミ等漂着状況区分

ほとんど見 られない

すぐ見つかるが多 くはない

ゴミが非常に目立つ

図1-38鳥 獣保護区設定状況区分表

コ ー ド

0

1

2

鳥獣保護区設定状況区分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

鳥獣保護区特別保護区の指定がある

② コー ド化の検討

海岸調査の結果の位置情報は、区間の両端の座標値で入力することとした。同時に、区間長

を計測し、区間長及び積算距離 も入力す る。

調査票情報 、位置情報の コー ド化 形式 は、図 ∬一39の よ うに決 めた。 ダ ミーの前の部分は、

1枚 の地図 につ いて は共通であ る。

③ インプ ッ トレイア ウ トの検討

調査票情報 は、各県 ごとにまとめ、 それ ぞれの県の情報の最後 に集計 デー タを加え ることと

した。集計 は、汀線 区分別延長集計 と陸域区分別延長集計で ある。集計 は、調 査票 と区別す る

ため、第1桁(レ コー ドタイプ)を 「2」 と した。各県集計の形式を図H-40に 示 す。

全県 につ いて データが はいった ところで、全国集 計を行 ない、図H-41の 形 式で、最後 に加

えた。全国集計の場合 、 レコー ドタイプを 「3」 と した。

調査票 レコー ド、県集計 レコー ド、全国集 計 レコー ドの磁気 テープ上で の配列を、図H-42

に示 す。
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謝
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● ・1・

⑧干潟 ・藻場 ・サンゴ礁分布調査

① 調査の概要

全国の・干潟 ・藻場 ・サ ンコ礁 の分布が、図H-43の 形式の調査票 に従い、調査 された。
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図 豆一43干 潟 ・藻場 ・サ ンコ礁 調 査表
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② 調査票の記入状況とコー ド化の検討

ω 干 潟

干潟調査は、藻場やサ ンゴ礁 分布調査と異なり、正確な位置情報を使用できること、調査票

の記入形態が比較的明確であるなどの点により、よく統一のとれた記入状況になっている。

図皿一43の 各項目のうち、消失 した干潟については、太枠で囲われたタイプまでの諸項目、

現存する干潟については開発計画までの全項目についてあ記載があれば、干潟の動態、環境、

生物などの解析が可能になるので、これを完全記入 とすると、下記の県がそれに該当する(20

県)。

静岡、千葉、広島、愛知、福島、宮城、岩手、北海道、香川、青森、石川,大 阪、鳥取、

兵庫、愛媛、徳島、高知、福岡、山ロ、熊本

また、日本海岸 に面する下記の県では、潮位差が少ないので、干潟の形成があまりみられず、

今回の調査に該当するような、ややまとまった干潟は記録されていない。従 って、集計 ・整理

は下記の日本海側各県 を除 くデーターを中心におこなわれることになる。

山形、秋田、富山、福井、京都、島根、新潟

・ 干潟データーの数値情報化には、原票をそのままインプ ットすればよいが、その取扱いのう

えでは、以下のような点 に留意することが望ましい。

(イ}記 入 もれの取扱 いについて
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記入 もれがあるのは,以 下の各県であるが 、鳥類の保護区、開発計画の2項 目については補

足的なヒア リング、県資料の収集 などによって容易に記入できると黒われる。従 って、神奈川、

和歌山の2県 にっいて も完全記入の形にで きると思わ礼 ほぼ完全記入に近い鹿児島、三重、

東京、宮崎 も加えると、大多数の県のデーターが使えることになる。

。 記入もれのある県(記 入 もれ項 目)

岡山(鳥 類以下)」 大分(利 用以下)、鹿児島(利 用:1地 点のみ)、 三重(消 滅時

期:一 部)、 東京(消 滅干潟のタイプ:1地 点のみ)、 和歌山(開 発計画のみ)、 佐

賀(鳥 類渡来、利用状況以下:一 部)、 宮崎(ゴ ミ等の漂着以下)、 沖縄(鳥 類 以

下:大 部分、底質以下:一 部)

(司 干潟の面積 について

茨城、長崎の両県 については、分布域面積と消滅域面積の重複分の帰属が不明確であり、今

後確認する必要がある。

レ→ 消失干潟の記載項目について

山口、熊本の両県については、消滅干潟についても開発計画までの全項目が記入 されており、

下記の県では底質以下の若干項 目にも記入されている。

大分、鹿児島、三重、佐賀、茨城

以上のような底質以下の各県の記入項 目については、数が少ないこと、記入項 目が県によっ

て様々であること、今後の干潟の保護 ・保全を考えるうえで得 られる情報が少 ないことなどの

問題点 もあるが、とりあえず他の項目と同様の取 り扱いをしてお く方が まぎれがない。

・(二)タイプ分類 について

三重、東京、高知、山ロ、北海道では、1地 点の干潟について、そのタイプ(前 浜 ・河口 ・

潟湖)を2以 上としているものがある。干潟の成立過程からみれば、ある一定面積をとった場

合にはそのような区分 も当然でて くるが、他県のデーターとあわせるたあには㍗下記のいずれ

かの方法で1タ イプとすることを検討する必要があろう。この場合、前者の方法が望ましいと

思われる。

。ユ/50 ,000地 図を判読 して、原票に記載されている干潟を分離 して、各々の面積を

算出する。

。1/50 ,000地 図を判読 して、最 も近いタ・イブと考え られ る干潟に分類する。

(ホ}そ の他

三重県では、利用現況を2以 上に該当するとしているが、面積的に最 も大きな割合を占める

土地利用に代えることで、他県との斉合性を図ることが望ま しい。

干潟分布調査結果の集計 ・整理の方向としては、下記のような点が中心 になると考えられる。

a干 潟の分布 と形状、消滅状況晶一

b干 潟の生物 、利用の現況

c干 潟の保護 ・保全状態 と今後の動向

これ らは、各々相互関連性をもたせて把握することが必要であ り、また、全国的に統一され
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た今回の調査の調査票の記入状況からもそれが可能と考え られる。

(i)干 潟の分布と形状、消滅状況

現存する干潟については、分布域、タイプ、底質の集計をおこない、消滅干潟については消

滅域、時期、理由、現況、タイプの集計をおこなうのが望ましい。

この場合、タイプについては多 くの県で礫 と砂、砂 と泥、岩石 と砂 というように2区 分以上

に しているが、そのような組合わせも含めた集計方法をとるのがよいと思われる華)

注)ど れかひとつの底質 タイプに転換する統一的な方計を定めることは難 しいと思われる。

生物利用の現況 とのクロス集計については、底質区分を使わずに、タイプを用いた方

がよいと思われる。

また、消滅干潟 についてはその集計期間を5年 刻み ぐらいとし、1950年 以前 については、

大阪府のように全 くデーターのない県 もあるので、一括 して集計することで十分と考えられる。

以上の集計により、都道府県別、海域別の干潟総面積、消滅面積とその割合、現在までの消

滅動向などを把握できる。また、消滅干潟の位置情報、消滅理由 ・現況、後背地の国土調査情

報(土 地利用他)な どを用いて、干潟消滅の原因のマクロな解析がかなりよくできると考えら

れる。ただし、河川改修による土砂の供給減や、海岸工事による漂砂の変化による干潟消滅な

どについては、消滅理由区分でその他 とされていると考えられ、全 く把握困難である。

(五》 干潟の生物、利用の現況

本項 と次項に関する集計 ・整理は現存する干潟についておこなえば十分と思われる。

干潟の生物、利用の現況については、植生 タイプ、鳥類渡来状況、利用状況などの単純集計

をおこなうことの他に、干潟の形状や保護 ・保全状態 とのクロス集計をおこなうことが重要 と

思われる。

以下は、当面有効 と考えられるクロス集計項 目である。

●鳥類渡来工 謙(ha)、 タイプ、植生

利用状況(MassUse:海 水浴、潮干狩)、 形瓢 謡

(または臭気)、 地質変更、国土調査情報(後 背土地利用他)

●植 生τ 謹

(または臭気)瀾 状況(M_,海 水舗 干柵 綴

・利用状況一 清澄度、汚染状況(臭 気、ゴミ等の漂着)、 形質変更

鳥類渡来については、過去に様々な形で総合的な干潟の鳥類調査がおこなわれており、その

生息環境などに関する知見はかなり集積 されてきているものの、マクロな把握は不十分と考え

られるので、今回の調査による収穫は大きいと考え られ る。

価}干 潟の保護 ・保全状態 と今後の動向

清澄度、臭気 、ゴミ等の漂着、形質変更、開発計画、保護区の件数、面積の集計のほか、清

澄度～形質変更の4項 目で、環境状態の質を示す総合指標を設定 し、それを集計 ・図化するこ

とも可能である。そのような総合指標の設定方法としては、項 目間に重みづけを しない方法 と

一部項 目に重みづ けをする方法が考えられ るが、今後両方法 とも検討する必要があろう。それ
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によって、生物や利用の現況 との関連を把握 しやすくなる可能性が大きい。

また、干潟の今後の動向については、下記のようなクロス集計が必要 と思われる。 このよう

なデーターは、今後の干潟の保護 ・保全を考えるうえで、重要な指針 になると思われる。

・開発計画一 タイプ、植生、鳥類渡来、保護区`利 用状況、

以上の検討から、図H-44に 示すような調査票のコー ド化形式、図皿一45に 示す地図情報の

コー ド化形式が妥当と思われ る。
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ll藻 場

(i}数 値データ化の方法

藻場は、日本全沿岸に分布するが、特 に日本中部以北で良好な発達がみ られる。

調査結果の数値情報化にあたっては、藻場のタイプと藻類優占種の取扱いが特に問題になる。

その他の項 目については、干潟調査票 と同様の処理をおこなえばよい。

従 って、ここでは特に藻類優占種 と藻場のタイプについて、その数値情報化の検討をおこな

う。 この場合、藻場は水質の悪化や状況の変化などによって、そのタイプや優占種が大きく変
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化することに留意する必要がある。

従 って、藻場のタイプをどのように区分するかが大きな問題 となるが、調査票の4タ イプ(ア

マモ場、ガラモ場、コンブ場、その他)で は、日本中～南部の外海などの安定環境下でみられ

るアラメ ・カジメ場と内湾などでみ られるアオサ ・アオノリ場を 「その他」として同列に扱わ

ざるをえない。この両者は、何 らかの方法で是非分離することが必要であり、全体的な区分方

法についても再検討の余地がある。

以下は、これらの検討結果である。

① 藻場タイプの再区分方法

{イ}藻 場タイプ

藻場タイプを 「その他」 としているものでは、優占種データーに注目して、新たな藻場タイ

プを設定することが可能である。表皿一20は 新 しく設定 した方がよいと思われる各藻場タイプ

の特徴である。

このような区分によって、ほぼ全国デ・一ターに新 しい藻場タイプを設定できるが、下記のケー

スでは不可能なので、ヒアリングなどによって再確認が必要である。

:鞭 渡島支庁}全デ晩

・大阪:約 半数

・和歌山、広島、山ロ、大分、静岡、京都:2～3件 以内

なお、県によっては、「その他」の藻場 と しているが、備考欄 に 「アオサ場」、 「テングサ

場」、 「アラメ場」などと記載されている場合 もあ り、そのまま新たな藻場タイプとして使用

可能である。

新 しい藻場 タイプを設定するにあたって、ここでは小型海藻の藻場を下記の2通 りに分ける

ことを検討 した。

・ テ ングサ場、アオサ ・アオノリ場、その他

・ 小型多年生藻場、小型1年 生藻場、その他

類型体系 として、また汎用性、今後の継続的な便宜などの点 も考慮すると、小型海藻の藻場

については、後者の類型の方がす ぐれていると考え られ る。すなわち、新たに設定する藻場類

型は下記のようなものとするのが妥当であろう(孤 のみは砂地)。

1コ ンブ場

皿 ア ラメ場

皿 ガラモ場

IVワ カメ場

{司 各藻場タイプの区分種群

V小 型多年生藻場

可 アマモ場

W小 型1年 生藻場

粗 そ の 他

各藻場タイプの区分種群として適当と考え られるものを全県 デ・一ターか ら拾 うと.表 皿一21

のようになる。優占種 として2つ 以上の藻場タイプの区分種が挙 げられている場合 には、小型

種より大型種、一年生種より多年生種 に重きをおいて判断するのが妥当 と考えられる。
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すなわち、1、 皿〉皿>IV>V(V')〉 孤(W')と いう区分種の序列を与えることになり.

Wの アマモなどについては、砂質底のところに分布するので、他の藻場 と同列に扱うのはむず

か しいが 、IVま たはV(V')の 次 ぐらいに位置づけられると考え られる。

なお、.'表中で囑(そ の他)と している種群の海藻は,潮 間帯付近のごく狭い垂直分布帯に生

育 している海藻や.ど こにでも生育する石灰藻類で、面的な広が りを もった 「藻場」として把

える場合には、無視 して考えた方がよいと思われる種類である。

表n-20各 藻場 タイプ(新)の 特性

区 分

1

II

皿

IV

V

コ ン ブ 場

ア ラ メ ・カ ジメ場

ガ ラ モ 場

ワ カ メ 場

テ ン グ サ 場

(V)

ア マ モ 場

アオサ ・アオ ノリ場

(Vd)

そ の 他

特 性

様々なコンブ類からなり、重要な食用種が多数含まれる、大

型で多年生の藻場ぐ北部海域に分布

中部～南部に分布する、大型 ・多年生の藻場、

北部のコンブ場に相当する。

ホンダワラ科植物で構成される藻場、一年生種(ア カモク、

ホ ンダワラ、ハハキモク他)と 多年生種(オ オバモク、ヤツ

マタモク他)が あるが、多 くはホンダワラ類(モ ク類)で 記

入されているので、寿命によりさらに細分するのは困難 沖 ～

南部 に分布 す る大型の藻場で、多 くは多年生 とみなせる。

ワカメなどの大型 ・葉状の1年 生褐藻で構成される藻場、ワ

カメ、ヒロメなどの食用種を含む。

小型多年生海藻のう

ちテ ングサ類で構成

される藻場

小型多年生藻場

(V')

小型多年生海藻で構

成される藻場

ア マモなどの維管束植物で構成される、内湾域の砂質底のと

ころに分布する。多年生。

小型1年 生海藻のう

ち、アオサ類、アオ

ノ リ類によって構成

される藻場

小型1年 生藻場

(Vd'

小型1年 生海藻で構

成される藻場

1～ 顎に区分不能な藻場

注)V・V'、 皿 ・Wは どち らかの区分 に統一 する。
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表H-21各 藻場 タイプ(新)の 区分種

項 目

10コ ンブ場区分種

アラメ・カジメ20

場 区 分 種

30ガ ラモ場区分種

40ワ カメ場区分種

50多 年生小型藻場

テングサ場区51

分 種

52そ の他区分種

60ア マモ場区分種

70一 年生小型藻場

アオサ ・アオ71

ノ リ場区分種

72そ の 他

80そ の 他 の海藻

区 分 種

ア ツバ コ ンブ オ ニ コ ン プ カ ラ フ トトロ ロコ ン ブ リシ リ コ ン ブ チ ヂ ミコ ン

ブ トロ ロめ ンブ ナ ガ コ ンブ ネ コ ア シ コ ンブ ミツ イ シ コ ンブ コ ン プ類

ア ラ メ カ ジ メ ク ロ メ ツ ル ア ラメ

ア カモ ク イ ソモ ク オ オ バ ノ コ ギ リモ ク オ オ バ モ ク キ シ ュ ウモ ク コ ブ ク

ロモ ク ジ ョ ロモ ク ス ギ モ ク タマ ナ シモ ク タマ ハ ハ キ モ ク トゲ モ ク ナ

ラサ モ ネ ジモ ク ネ ブ トモ ク ノ コ ギ リモ ク ハ ハ キ モ ク ヒエ モ ク フ シ ス

ジ モ ク フ タ エモ ク ホ ンダ ワ ラ マ メ ダ ワ ラ ヤ ツマ タモ ク ヨ レモ ク ホ ン

ダ ワ ラ類 エ ビ アマ モ チ ャ シオ グサ ス ガモ ※

ワ カ メ ア オ ワカ メ ア ナ メ.ア ン トク メ

ス ジ メ ヒロ メ チ ガ イ ソ ホ ソ メ コ ン ブ ア イ ヌ ワカ メ

オ オ ブサ オ ニ クサ オバ ク サ ヒ ラク サ

マ クサ テ ン グサ類

イ ボ ツ ノマ タ エ ゾ ツ ノ マ タ オ オ バ ツ ノ マ タ コ トジ ツノ マ タ ツ ノ マ タ タ

ンバ ノ リ ツ ノム カ デ ノ リ ヒ ラム カデ ノ リ フ ダ ラ ク ム カ デ ノ リ イ タ ニ グ

サ カ レキ グサ キ ン トキ ス ギ ノ リ ハ リガ ネ ヒ トツマ ツ ヒラキ ン トキ

フ シキ ン トキ ウ ミウチ ワ シマ オ'オ ギ フ タ ェ オオ ギ ヘ ラヤ ハ ズ ヤ ハ ズ グ

サ ク ロキ ヅ タ ス リコ ギ ヅ タ

アカ バ ギ ン ナ ンソ ウ ク ロ バ ギ ンナ ン ソ ウ ギ ンナ ン ソ ウ類

アマ モ
'
ウ ミシ ョウ ブ ウ ミヒル モ コ ア マモ

アナ アオ サ ナ ガア オ サ .ア オ サ 類

カ ヤモ ノ リ ス ジア オ ノ リ ヒ トエ グサ ヒ ラ アオ ノ リ

イバ ラ ノ リ オ オ オ ゴ ノ リ オ オ ハ ネ モ オ ゴ ノ リ ッヤ ナ シ シオ グサ ツル モ

ハ ネモ フサ シオ グサ ア カバ ダル ス ナ ガ ミル ミル ネ ザ シ ミル テ ミジ

グサ ァ ヤ ニ シキ イ ギ ス イ シモ ズ ク イ ソハ ギ ウル シ グサ エ ゴ ノ リ エ

ゾ ヤハ ズ キ ジ ノオ キ ヌ イ トグサ ク シベ ニ ヒバ ク ロガ シ ラ ク.ロモ ケ ウ

ル シ グサ コ ノハ ノ リ サ ナ ダ グサ シ ラモ タマ イ タダ キ ツ カ サ ア ミ トゲ

イギ ス トサ カ ノ リ ナ ミノハ ナ ノ コ ギ リ ヒバ ヒ ラ タオ ヤ ギ フ ク ロ ノ リ

ベ ニ ス ナ ゴ ベ ニ ヒバ ヘ ラ リュ ウモ ン ホ ソバ ノ トサ カモ ドキ ミ リン ユ カ リ

④ 潮間 帯 付 近 の海 藻

マ ツモ 、 フ シ ッナ ギ 、 ウ ップ ル イ ノ リ、 アサ クサ ノ リ、 ウ ミ トラ ノオ 、 ヒ ジ

キ 、 イ ワ ヒゲ 、 フ ノ リ、 ハ イ テ ングサ 、バ バ ノ リ、ユ ナ 、 イ ソマ ツ 、 エ ゾ イ

シゲ 、 マ ツ ノ リ、 ソ ゾ類

② 石 灰 藻 、エ チ ゴ カ ミノ テ 、 カ ミノ テ、 イ ソキ リ、 ピ リヒバ 、 ヒラ イポ

※9県 に出現、岩礁性ならガラモ場区分種 としてよいが、砂質地なら、スガモではない。

(アマモ場とする、要 ヒアリング)

タイプ区分 優先順位

10>20>30>40>51>52>60>71>72>80
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囚2以 上の藻場 タイプに該当するとしている場合の取扱い

39県 中14県 で同一調査区が2つ(稀 に3つ)の タイプに該当するとしている。

実際の藻場の分布では、ある空間的広が りをもって把握する場合にはこのような混合 タイプ

の藻場は当然あるわけだが、環境条件などとの対応をみる目的のためにはどれかひとつのタイ

プが優勢すると判定することが必要である。セの場合、やや無理はあ るが、その安定性 、体型

の大小 、底質環境などに注目して、下記のような序列を与えて、より多年生,大 型の藻場 とみ

なすことが最 もよいと考えられる(1～ 珊は既に挙 げた新 しく設定する藻場タイプ)。

1、H>皿>IV>V>「 四

ここで、1と 皿は分布域がほとんど重な らないので分布限界域を除けば特に問題はなぐ、IV

(アマモ場)に ついては、IVま たはVの あとに位置づけるのが妥当と考えられる。

以上の(イト囚 の作業によって、新 しい藻場 タイプの設定が可能になるが、数値情報化にあた

っては、調査票にある4タ イプの類型 も同時にインプットする方がよいと考えられる。

この方法 によって再区分をこころみたので、3の 「インプットデータ作成作業」に示 した。

㊦ その他の項目

優占海藻については、仮名タイプまたは統一コー ドによって全ての記載されている種類を イ

ンプ ットすることが望ましいが.例 えば下記のように呼称のちがいや、分類群の取扱い方法を

統一 してお くことが必要になる。

●アジモ→ アマモ ●マッボ→マツモ

●スゲアマモ→スガモ ・ソゾ→ソゾ類

●ス ジアオノ リ、 ヒラアオノ リ→アオノリ類

・アオサ、アナアオサ、ナガアオサ→アオサ類

・ホ ンダワラ、ホンダワラ属、ガラモ、モク類→ホンダワラ類

・コンブ→ コンブ類-'、

●アカバギンナンソウ(ア カギ ンナ ン).ク ロバギ ンナ ンソウ

(ク ロバ)→ ギ ンナンソウ類

・テングサ→テングサ類

その他、標準和名の不明なもの、誤字 と考え られ るものも約20ほ どあり、これらについての

確認 も必要である。

なお、調査票に挙げられている海藻のうち、採藻漁業の対象 となるのは下記のものであり、

全優占種をインプットすることにより、これ らの海藻の優 占的生育地だけを目的に応 じて抽出

す ることも可能になる。
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アオ ノ リ類

アオ クサ ノ リ

ウ ップ ルイノ リ

オ ゴノ リ

オバ クサ

コ トジッノマ タ

ツノマ タ

トoロ コンブ

ババ ノ リ
レ

ヒ ロ メ

マ ツ モ

アオ ワカ メ

マ ツバ コ ンフ

オオバ ツノマ タ

オニ クサ

カ ラフ トトロロコンブ

ツル アラメ

ナガ ゴンブ

ヒジキ

フノ リ

リシ リコンブ

アカバギ ンナ ンソウ

イボ ッノマ タ

オオブサ

オニ コンブ

ク ロバギ ンナ ンソウ

チヂ ミコ ンブ

トサカノ リ

ネコアシコ ンブ

ヒ トエグサ

マクサ

ワカメ

経年変 化、疎密度 については、い くっかの県で ブ ランクが あるが 、補足的な ヒア リングな ど

によ つて補完 する ことは 、ほ とんど不可能 に近 いと考 え られるので、原デ ーターの ま まイ ンプ

ッ トせざ るをえ ないと考 え られ る。

とりあえず は、調査票 データの コー ド化 と して、図 皿一46に 示す コー ド化形式 、地図 の コー

ド化 として図 皿一47に 示す コー ド化形式 を考 えた。藻場 タイプの再区分のために、優占種名 を

4つ 入 れて おいた。
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図 皿二一46藻 場調査票 の コー ド化
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(h)集 計項目の検討

集計 ・整理項 目としては、以下のものを考えた。

海藻は、水質の汚濁や人工海岸化によって、より寿命の長いもの、大型のものが減少 し、短

命のもの、小型のものが逆に増加するのが一般的である。従 って、各種藻場の総面積による各

県、各海域の特性把握だけでは全 く意味がない。集計 ・整理は、基本的には藻場タイプ別 にお

こなうのが望ましい。ここでは、原票の藻場タイプを下記のように転換 したとして、その集計 ・

整理の方向を示す。

1コ ンブ場V小 型多年生藻場

皿 アラメ ・カジメ場VIア マモ場 ご=∵

皿 ガラモ場W小 型1年 生藻場

IVワ カメ場 田 その他

注)各 藻場の特性は表 皿一20に示 したとお り。

① 都道府県別、海域別藻場面積

総面積、各 タイプ別面積(疎 生域、密生域)の ほか、大型で多年生の種が優占すると思われ

る藻場(1+皿+皿)ま たは大型の種が優 占すると思われる藻場(1+n+皿+IV)を 集計す

るのが望ましい。 このような藻場は、環境条件の悪化さえなければ、通常かなり安定 した群落

を岩上に形成 し、内湾の砂地でのアマモ場に対比されるものである。 これに対 して、小型1年

生藻場は永続性が低 く、通常富栄養化 した停滞海域などで多 く、近年特に増加が著 しいアオサ

場で代表 される。

そして、海岸線の長さに対する上記の各藻場面積比の算出、汀線状況油と各藻場面積のクロ

ス集計などをおこなうことにより、各県、各水域における藻場の状況を相対的に把握できると

思われる。

注)海 岸調査の項参照

なお;藻 場の分布域把握には、船上 目視を中心とした確認方法が通常とられるが、等深線で

切 って浅海域を全て藻場としているケースもみ られ るので、県間での絶対面積の比較には留意

しなければならない。

② 海域の特徴 と藻場面積比の関係

全般的には、外海で油 大型多年生の藻場(1+皿+皿)が 、内湾ではアマモ藻、さらに閉鎖

的な海藻になると小型 ユ年生藻場が増えると考え られるが、個々の湾では汚染状況、人工海岸

化の程度によって、かなり異なると考えられ、外海性の程度と各藻場の面積比の関係を把える

ことが望ましい。

注)外 海性の程度は例えば、海岸調査のデーターを用いて、湾入比(湾 周/湾 長)、 湾長

比/湾 ロ比)と して表示できる(佐 藤 ・菅野、ユ966、科学技術庁 ・水源局、北部太平

洋海域に於ける水産増殖)

③ 藻場の消滅および経年変化、今後の動向

消滅域の藻場については、各県で記載内容に不統一が目立つが、現状における消滅域の面積、
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タイプ 消滅理由などを集計 してお くことはそれなりに意味がある。 しかし、今回の調査が全国

的にお こなわれたは じめての調査で もあり、むしろ現存す る藻場の推移を、継続的な調査によ

ってモニターしてゆ くことの意味の方が大きいと思われる。経年変化については、タイプ別に

清澄度、地質変更 との関連性を把えることが望ましい。

また、開発計画のある場合には、その面積、タイプを集計 しておくことが必要であろう。大

型多年生の藻場や、アマモ場などは工事による直接的な消失はない場合で も、濁 りなどによる

影響を著 しく受 けることはまぬがれないと思われる。

ihサ ンゴ礁

(i}数 値データー化の方法

サ ンゴ礁に関する調査は九州7県 、四国3県 、本州3都 県が実施 してお り、サンゴ礁の分布

地 はいずれも黒潮 またはその分岐流の強い影響下 にある沿岸となっている。.

調査結果の数値情報化については、今後の継続的な調査の便宣をはかるために備考欄の記載

事項 につ いて も、類型化 しうる事項についてはデーター化することが望ましい。

各県の調査票を同一 レベルでデーター化する場合、県によって記載方法のば らつきがかなり

目立 ち、特に.最 もサンゴ礁が広 く分布する沖縄県において、優占サンゴの形態、オニヒトデ

被害状況など、多 くの未記入項 目があることが大きな問題になる。

以下は、各都県の調査票の記入病況から、数値情報化の検討結果をまとめたものである。

(イ}イ ンプ ットデーターについて

今後の継続的な調査の便宜を図るためには、備考欄 と補足的なヒアリングによって、自然公

園等の指定の有無をデーター化する。ただ し、全国的なレベルでデ ーターの斉合性を得るには、

以下のような作業が必要と考えられる。

{司 ブランクの取扱いについて

県によって下記に示すような項 目がブランクになっている。 これ らの項目については、デー

ター化にあたって も、沖縄県の諸項 目やオニヒトデによる被害状況など、いくつかの項目を除

いて、ブランクのまま残 してお くことがやむをえないと考えられる(不 明にする)。

(例)

・和歌山県:面 積と消滅状況がブランク

〉 両者の区別が必要
●東 京 都:ご く小規模なものはOha

●鹿児島、宮崎、大分、長崎、.愛媛、高知、和歌山の各県:消 滅域 とその時期、理由な

どがブランク(デ ーターが無 いことによると考えられ る)。

囚 優占サンゴの形態について

沖縄県 では、優占サ ンゴの形態をプランクに してあるが、テーブル状、枝状、塊状のすべて

が生育するとみるはずである。(1973年 以前 のデー ターとヒアリングにより補完)ま た、単一

形態に区分 しているのは、鹿児島、愛媛、和歌山のみで、他の都県は2形 態以上が優占すると

している。両記入方法の違いは、多分に調査者の主観によるところが大きいと考えられるが、

当面は調査票の記入の通 りにデータ化するしかないと考えられる。
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〔二》 オニヒトデ被害について

沖縄県では沖縄本島などで大きな被害を受けているはずであり、補足的な ヒアリングなどに

よって調査票の補完をすることが必要 と考え られる(1973年 以前の被害状況)

他県の扱いについては下記のよ うな処理が可能と考え られるが、補足的な ヒアリングも必要

と考えられる。

熊本:ブ ランク→被害なし(2分 布 しないので)

愛媛:駆 除地点→被害あり(0ま たは1)

非駆除地点→被害な し(要 ヒアリング)

(ホ)清 澄度、形質変更、開発計画などについて

沖縄県、宮崎県、大分県で一部 または全項目がブランクになっており、補足的なヒアリング

などにより記入する。

{へ}自 然公園等の指定について

一部都県では、指定の有無、内容などを備考欄に記入 しているが、全 く記入 していない県の

方が多 く、今後の保護施策などを考えるに当っては、是非把握 してお くべき項 目であり、補足

的な ヒアリングも必要 と考えられる。

なお、補足的な ヒア リングなどを実施 しない場合 には、全国的にデ・一ターの斉合性を図れる

のは、前記a～mの うち、a～eま での項 目にすぎない。また、面積 に関 しては、和歌山県の

データーが抜けるだけなので、全国的な集計には大きな支障はないと思われる。

以上の検討により、図 皿一48に示す調査票のコ・一 ド化形式、図 皿一49に示す地図情報のコー

ド化形式を考えた。
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以上のような調査票の整理によって以下のような集計、整理が可能になろう。

{イ)都 県別,海 域別サ ンゴ礁面積

●総面積(た だ し、和歌山と愛媛の一部を除 く)。

・優占サ ンゴの形態的面積については、下記二区分で集計すれば、地理的な分布、オニ ヒト

デ被害との関連性について、若干の整理は可能 と思われ る((1)、(2)が共に出現する場合は

(1)とするのが妥当と思われる)。

(1}テ ーブル状

② それ以外(枝 状、塊状、その他)

注)(1)の 地理的分布は(2)より南 にかたよる。オニヒトデ被害は(1)qo70ρ670他)で 通常

著 しい。

しか し、このようなマクロなデーターによる解析には自ずと限界があるであろう。

回 都県別、海域別の消失サ ンゴ礁の面積、比率の集計

囚 清澄度区分 とサ ンゴ礁分布、または、清澄度区分 と優占形態との関連性(テPブ ル状と

それ以外の2区 分)。

←≒)そ の他

●消滅年次、消滅理由、開発計画の有無、オニヒ トデ発生年度などの集計

ただし、以上のような集計 ・整理には各県の調査票が同一 レベルで扱えないので、その解析

には限界があり、今後の動向をみるためのバックグラウンドとして位置づけるのが妥当と考え

られる。

今後の課題

(1)干 潟

今後の継続的な調査に際 しては、以下のような点を調査項目として加えて もよいと思われる。

{a}鳥 以外の動物生息状況

干潟では、ムツゴロウ、カブ トガニ、シャミセンガイなどの泥干潟 といった特異な環境にの

み生息する動物が知 られてお り、これらの生息(情 報)の 有無について記載する。

また、アサ リ、ハマグリ、ホタテガイなどの水産用重要な貝類の生息 、種苗供給地 としても

重要であり、これ らの資源量を3段 階(な し、少、多)ぐ らいで記載する。

lb)保 護区

鳥獣保護区の他.{a}と の関連で、天然記念物、自然公園、保護水面(主 に貝類)な どの指定

状況の記載 も必要になる。

12)藻 場

今後の継続的な調査に際 しては、以下の点に留意することが必要と考えられる。

{a}藻 場のタイプ分け方法

基本的たは既に示 したようなタイプ分けが考え られるが、ガラモ場については.ア カモク.

ハハキモク、ホンダワラなど1年 生のガラモ場を区別することが望 ましい。瀬戸内海では、近

年 これらのガラモ場が特に増えている傾向がある。
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また、小型の藻場については、テングサ場、アオサ場、オゴノ リ場 といった判別 しやすいも

のについては問題がないが、それ以外についてはかなり難 しいので、範囲の限定 も検討の必要

があろう。

山}底 質環境との関連性

汀線付近 については・海岸調葦でほぼ把握 されて いるが、水深5mラ イン、10mラ イン程度

の底質を・岩・礫・砂(泥)の3区 分程度で把握することが藻場の分布を把握するうえで、特

に有効 と考えられる。一般 に、近傍地では安定 した岩盤上で良好な藻場が発達するので、底質

環境 によっておおよその藻場形状を推定することが可能になる。

(c}藻 場面積の集計方法

本調査では、異なるタイプの藻場面積を同一市町村 に属するものは合算 している。 しかし、

{b》で指摘 したような底質環境 と藻場タイプの関連性が高いこと、環境条件の悪化などによって.

より小型で寿命の短かい海藻が優 占するようになることなどから、このような統合は.同 一藻

場タイプについてのみ行 うことが望ましい。

この ため、本調査の結果についても、原票からの再整理ができれば、解析の可能な範囲 もき

わめて高くなる。

3.イ ンプットデータ作成作業

このように検討 されたコード化形式に基づき、藻場調査票についてコー ド化を行い、藻場タ

イプの再分類を行った。

i

紅

五i

iv

V

vi

面

面

亟

藻場調 査票 コ。 ド化手順

調査票 のチ ェ ック(行 政 コー ド、地図番 号)

コ ー ド化形式 の決定

調査票 の コー ド化

カ ー ドパ ンチ

コー ド化 のチ ェ ック

優 占種 名の コー ド化

カ ー ドパ ンチ

コ ー ド化のチ ェ ック

藻 場 タイプの再 区分

主 なステ ップ につ いて説明 す る。

iii調 査票 の コー ド化

調査票 に記入 されて いる数 字 を コー ド化 すればよい。藻類優 占種 につ いて は、今回4種

しか記入 してい ない。 は じめ に、優 占種 名の コ。 ド化を行 な い、優 占種名 は、カタ カナで

はな く、種 略号で記入す るとよい。

vi優 占種名 のコー ド化

一80一



図皿一50藻 場タイプの区分種
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藻場 タイプの再区分のために、表皿一21(各 藻場タイプ(新))の 区分種をコード化する。

形式は、図皿一50に示す。 この項目番号 と項目内の番号の組み合わせで;種 略号を決定す

る。

lX藻 場 タイプめ再区分

調査票上 に記入 された藻場 タ イプ、優 占種か ら判 断 し、 いちばん上位の藻場 タイプを、

その場 所の藻場 タイプと して 、新 しく再医分す る、

以上の手順で 、三重県 、愛知県 、静岡県 の三県 について作業を行 なった。所要時間 を表H-

22に 不 す。

ステ ップivで 作成 した 、種名 ・種略号 対照表を、表 皿 一23に 示す。

再区分 した結果 を、図 皿一5ユの形式 に従 い、うち出 した。結果は表 皿一72と して示 した。 ま

た集計結果を表 π一73に 示 した。

今回は、図 皿一46の 形式1ζ従 い、調 査票を コー ド化す る場 合、優 占種 名は 、カ タカナで入力

したが、種 略号 で入力す る方が 、多 くの種 名を入力 で きる。 その場合 、図H-52に 示 す コー ド

化形 式 とな る。'

表 皿一22処 理 時間 の 目安

ス テ ッ フ

コ ー デ ィ ン グ

コ ー デ ィ ン グ

処 理 内 容

iii調査 票 コ ーデ ィング

単位 あたり時間

ユ08秒/点

vi種 名 コー デ ィ ン グ ユ8秒/種

1県 あたり時間

120分(20時 間)

全表で40分

調査点数は 三重県111

右記のようであり 愛知県58

静岡県38

平 均67
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1県 あたり時間は67点 を基準とした。
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図 ∬一51藻 場 タイプの再タイプ分けの結果
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図 皿一52種 コー ドによ るコー ド化
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(9)海 域環境調査

① 海域環境調査の概要 と調査項 目

海域環境調査は生物生息状況から沿岸域の現状を把握す るために、プランク トン、底生生物、

付着生物、大腸菌、赤潮について既存のデータを収集 し海域ごとに整理 したものである。これ

らの調査結果は、採集地点位置図、海域特定生物分布図、大腸菌測定点図、赤潮発生海域図な

どの調査図類とプランク トンデータ表、底生生物データ表、付着生物データ表、大腸菌データ

表、赤 潮発生状況表などにまとめられている。
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図 皿一53プ ランク トンデ ータ表
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図 皿一55付 着生物 データ表
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図H-56大 腸 菌 データ表
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図E-57赤 潮発生状況
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② 調査票の記入状況 とコード化の検討

海域環境調査は、すべて既往の調査結果をとりまとめたものであり、プランク トン、底生生

物、付着生物については、調査方法がかなり異なるので、データーの集計 ・整理などにあたっ

ては・調査方法によるふるいわけが必要である。 しか し、赤潮と大腸菌については、ほぼ統一

の とれた記入状況になっているので、全国的な レベルでの集計、整理 も可能 と考えられる。

iプ ランク トン

(i)各 県データーの記入状況 と電算化の検討

各県のデーターを集計 ・整理す るうえで、特に問題 となりそうな事項は以下のとおりである。

採集法では下記の方法が最 もよくとられているが県によっては、採水法のみ(た とえば大阪
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府)を 挙げているような場合もある。

採 水 法(主 として表層)

儲 畿1::::　罵:圭騰;;;綴
沈殿量および個体数については、かなりブランク1ζなっているが、沈殿量の方が比較的よい

記入状況である。また、優占種については分類学的な レベルがかなり不ぞろいである。、

プランク トン群集は、内湾や富栄養化海域 においては、その現存量が多くなり、また、種組

成の うえからも特徴的な指標種群が優占するようになる。

従って、全国データの整理にあたっては、現存量に関 して沈澱:量、個体数 による比較、種組

成に関 しては指標種群(内 湾、内海性種、外海性種、赤潮構成種など)の 出現状況を把握する

ことが必要になる。 しか し、とられている調査方法が不統一なために、本調査のデ。ターから、

日本全沿岸における分布を把握することには6自 ず と限界がある。

数値情報化を行 うとすれば、下記項目をインプッ トして、調査法別の沈澱量、個体数、指標

種の優占の有無などの分布を示すことが可能であるが、沈澱量 と個体数については、採水法と

ネット法の網 目GG54.XX13の データーに限 るのが妥当と考えられる。

指標種群の出現状況については、分類学的なレベルが不統一なので、種で はな く、属または

科のレベルでの出現状況を示すことも検討 してゆく必要がある。たとえば、赤潮構成種は.表

皿。24の ような分類体系上に位置づけることができるので、このような体系で優占種データー

を整理することになる。

なお・電算機によるマ ッピング、水質などのデータある'いは関連陸域の諸活動との関連分析

など各種利用を考えると、20万分の1の 地図にプロットされている測定地点の座標(座 標値で

も、対応すうメ ッシュ番号で もよい)を 読んで、項目に加えておく必要がある。

(数値情報化する場合のインプッ ト項目)

数値情報化する場合のインプ ットデーターとしては、下記項目が必要であるが、各県の記入

状況が不統一で、その解析には自ず と限界があるので、特に計算機処理をお こなわないでおく

ことも検討する必要がある。

●位置情報 ・優占種

・採取年月日 ・個体数

・採集法 ・沈殿量

五 底生動物

㈲ 各県データーの記入状況 と電算化の検討

各県データーを集計 ・整理するうえで、特に問題とな りそうな事項は以下の通 りである。

採集法は、採泥器による方法 とそれ以外(枠 法、ビレッジ、桁網など)に 分けられ、採泥器

による方法では、マクロベントスを主たる対象 としているのに対 し、それ以外の方法ではメガ'

ロベントスを主たる対象としている。また、組成にっいては個体数の記入状況が湿重量よりも

よくなっている。
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なお・調査対象地点は・一部に干潟なども含まれているが、大部分は数m以 深であり、指標

種の出現状況 も比較的よく記載されているが、指標種が出現 しているのは、おおむね採泥器採

集 による地点である。

表H-24赤 潮生物の分類位置
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記入状況からみて集計 ・解析事項として、採泥器によるデーターから、単位面積当り生物量、

特定生物分布、各分類群の編組比率即i無生物地点の把握などを行 うことも可能と思われる

が、内湾などでよく使用されるエクマンバージ型採泥器の採集効率は.ス ミスマッキンタイヤー

型採泥器よりも通常低いなど、採泥器によってかなり異なること、同一の湾で も、底質の粒径

や汚染度によって生物相はかなりモザイックに変化すると考え られる点 などに留意する必要が

ある。

注)編 組比率:甲 殻類編組比率、多毛類編組比率など。

従 って、全国的なレベルにおいて集計 ・解析することに意味があるのは、特定生物と無生物

地点の分布が最 も大きく、他の項目についてはたとえばベントス相のちがいを環境条件(底 質、

水深など)と の関連で把えることなど難 しい面が大きいと思われ る。

(数値情報化する場合の インプ ット項目)

数値情報化する場合 のインプ ットデ ーターとしては、最大限として下記項目が考えられるが.

調査方法が県によって異なる点などか ら、その解析には限界があり、特定生物および無生物地

点の図化のみにとどめるごとも検討 されてよいと思われる。

・位置情報

●水深

・底質

・採集器の種類

●優占種

(動物主体)

●1㎡ 当り生物量

欝

・編組比率

i騒}囲
血 付着生物

{i}各 県データの記入状況 と電算化の検討

付着生物の調査方法 としては、大きく2つ に分けられる。

ひとっは、ほぼ永続的に海中または潮間帯にある基盤を対象 としたもので、もうひとつは、

一時的に海中にある基盤を対象としたもので
、付着板のほか、ブイやo一 プなどがこれに該当

し、後者は常に海中に沈 した状態におかれる場合が多い。

また、付着生物群集は、時間の経過によって変化してゆくが、付着板などに?い ては、浸清

期間の示 されているのは一部の県 に限 られる。

以上のことか ら、生物量や編組比率などの地点間比較によって、全国的なレベルにおいて得

られる知見はきわめて少 なく、集計 ・整理にあたっては、特定生物の分布の有無を示すにとど

めるのが妥当 と考えられる。

特定生物としては、調査票で挙げられているムラサキイガイの他に、同 じく汚染指標と考え

られているカンザシゴカイ類が挙げられる。外海指標種としては、ケガキ、ムラサキインコ、

ポタンアオサ(海 藻)そ の他の生物が挙げられるが、これらの出現状況はあまり多 くないよう

なので、歯化にあたっては、今後の検討が必要である。

(数値情報化の項 目)

・指標種名
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・位置座標

iv大 腸菌

(i)各 県データの記入状況と電算化の検討

大腸菌データーの各県の記載状況はおおむね統一 されており、地点間比較が可能である。

数値情報化にあたっては、下記のデーターをインプットすることが望 ましい。

・位置情報 ・大腸菌群数(MPN/100m1)

・測定年月日(平 均、最大、最小)

ただ し、大分県については、平均群数が ブランクの地点が多 く、いくつかの県において、最

大群数.最 小群数がブランクとなっている。また、各県において、1サ ンプルによるデーター

がかなり多 くなっている。

以上のよ'うなことから、全国 レベルでの地点間比較では、平均菌数(ま たは1サ ンプルデー

ターの群数)に よる比較が妥当 と思われるが、群数は下記のようなランク表示を導入する方が

よいと思われる。注)

{;1:1撫撫_
注)海 域り環境基準では、水産1級1,000以 下、カキ養殖場70以 下の菌数が定め られてい

るが、内湾では5,000以 上の地点 もかなりあるので、河川の水産2級 の 上 限 であ る

5,000以 下 も加えた。

以上の群数 ランクの分布 とその推移を季節的に把握することが望 ましい。また、今後本調査

と同一の調査を継続す ることにより、全国の推移を把握 してゆ くことも可能であろう。

なお、位置情報は20万分の ユの図上に測定点が示 されているので.座 標値あるいはメッシュ

番号で読みとってお くことが望ましい。

v赤 潮

6)各 県データの記入状況と電算化の穣討

赤潮は青森県 、宮城県以南の全沿岸で記録 されているが、赤潮発生 の継続 日数 と赤潮の種類

については一部に不明のものがあ る。また、継続日数を ユ日としている場合には、そのデーター

の信頼性 には若干の疑問も残る。

しか し、全体的には比較的統一のとれた記入状況になってお り、全国 レベルでの集計 ・整理

によって得 られる情報 も多いと考えられる。

数値情報化にあたっては、下記の情報をインプットすることが望ま しい。この場合、継続日

数や赤潮の種類が不明なケースについては、補足的なヒアリングなどで確認されることは、ほ

とんどないと考えられるので、ブランクのまま残すことになる。

・位置情報 ・発生終 日

●発生起日 ・継続 日数
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・赤潮の種類 珪藻類、ラン藻類、ノクチルカ、

渦鞭毛藻類、その他の鞭毛藻類 その他、不明の7区 分

データーの集計 ・整理にあたっては、県別、海域別、日本全沿岸の発生件数、発生時期、継

続 日数、種類の推移を把握することと、発生域の図化が望ましいが、今後同一の調査を実施す

ることによって、さらに長期的な推移を把握 してゆ くことの意味 も大きいとらえ られ る。

赤潮発生の位置は、20万 分の1の 地図上に'く くり"と して表現されているが、その形状、

大きさはきわめてまちまちであり、これをどのように読みとるかが問題である。図面の精度か

らみて、対応するメッシュ番号を読みとれば充分と思われるが、下記のよう奉記載のタイプが

あるので注意を要する。',一

なお、赤潮発生域が極端に大きい場合については、境界線の部分に対応するメッシュ番 号だ

けを読みとることも考えておく必要がある。

・赤潮発生域の図
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特定生物分布地点のコー ド化
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大腸菌データ表のコ。 ド化
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赤潮発生海域図のコー ド化
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願 今後の課題

今後、海域環境調査を実施するうえで、特にどのような方法をとるかが問題になるのは、プ

ランク トン、ベ ントス、付着生物の3項 目と思われる。

既往資料の収集によるとりまとめという、本調査で とられた方法は、利用 しやすい形で既往

のデータが提示されるという意味で、それなりの意義があるが、環域環境の指標 として.こ れ

らの調査を役立てる場合 には、自ずと異なる調査構成 となる。

すなわち、ベ ントスや付着生物の指標生物の出現状況は、今回の調査と同様に既往資料の収

集で もよいと思われるが、プランク トンやベントスの現存量については、方法、時期などを統

一した現地調査による集計、整理が望ましい。この場合、プランクトンについては採水法、ベ

ントスについては採泥器による方法が好 ましいと思われる。,ただ し、どのような採泥器を用い

るかは、その適性を考慮 して、今後検討する必要があろう。

付着生物については、基盤の形状、水深、浸清期間など、生物相に影響する要因がきわめて

多 く、また、その分布を規定する要因の解明はかなり難 しいので、 ローカルな環:境影響の把

握に用いるという方向をとるのが望ましいと考えられる。

α① 海域生物調査

① 海域生物調査の概要 と調査項目

海域生物調査は海岸域の生物生息状況と生息環境を把握するために、潮上帯および潮間帯の

生物を調査す るもので、調査事項 には調査地区周辺 の概要、植物の被覆度および湿重量、動物

の個体数および湿重量などがある。調査結果は調査地区位置図、環境調査票、海域生物調査票

としてまとめ られている。それぞれの調査票の内容は図 皿一60～n-64の 通 りである。
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② 調査票の記入状況とコー ド化の検討

i海 域生物データのとり扱い

潮間帯付近の生物群集は、乾出時間 ・頻度 と生物相互間の種間競争などによって著 しい帯状

分布がみられる。このような帯序は環境条件の変化によってもかわることが知 られている。

従 って、本調査以降の継続的な調査によって、各地点の帯状分布が今後 どのように変化 して

いくかを追跡 していくことが中心課題になると考えられるので、数値情報化するにせよ原票の

まま保存するにせよ当面はデーターのス トックということにとどまるものと思われる。

いずれの場合でも、調査票 の記載の中には学名の誤 りなどがかなりあるので、この訂正が必

要である。

原票のまま保存する場合は、各方形区について、植物 と動物を見開きの形で示 し、対照 しや

すくすることが望ましい。また.数 値情報化する場合には、出現種がきわめて多いこともある

ので、植物 と動物の各々について、各方形区の出現種のうち上位種のみ(各5種 ぐらいつつ)

のインプットにとどめることでも、帯状分布を把握する目的なら十分と考えられる。

なお、各地点の垂直分布の把握には、図 皿一65に示すような形が最も見やすいので、上位種

について、このような表示方法をとることを検討する必要がある。

いずれにせよ、海域生物の調査データーは、基盤の形状などによって、垂直分布の幅などは、

ごく近傍地でも異なり、海岸後地形 の違 いが、生物相に著 しくあ らわれている地点 も多いこ

となど、個別的な環境条件にかなり左右される点に留意する必要がある。

図11-65垂 直 分布の表示例 堀越 ・菊地(1976)
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h数 値情報化する場合のインプ ット項 目

(環境データーのインプッ ト)

潮上帯か ら潮間帯、漸深帯における岩上 、砂泥申などの生物群集の組成は、潮位によって著

しく異な り、いわゆる帯状分布を形成するのが普通であるが、海岸微地形によっても、このよ

うな帯状分布は異なって くる。

従 って、・数値情報化を考えるとすれば、生物相データーのほかに潮位や海岸地形についても、

以下の事項をインプットすることが必要になる。

・位 置

・海岸の種類

基盤(磯 浜、転石浜、砂泥浜)

露出度(開 放海岸、保護海岸、包囲海岸)

●潮 位

大潮最高高潮面(EHWS)

大潮平均高潮面(MHWS)

小潮平均高潮面(MHWN)

小潮平均低潮面(MLWN)

大潮平均低潮面(MLWS)

大潮最低低潮面(ELWS)

基準面(SSL、Ocm)

・横断面図"こ

横断面略図から

読み とる(cm)

基準面か らの高さ(Ycm)

基準面か らの水平距離(Xm)

・方形枠番号

・位 置

基準面かちの高さ(Y㎝)

基準面か らの水平距離(Xm)

(種組成のイ ンプ ット)

}と して図化

}
方形枠ごと

(鱒 響 の横断面)

各

調

査

地

区
ご

と

種組成データーのインプ ヅト項目は以下の ものが考え られる。

・動 物

・単位面積当 りの種別個体数、湿重量(個 体の識別が困難な種は被覆度、湿重量)

・各分類群(軟 体.甲 殻、多毛、棘皮、その他)の 種数、単位面積当 り湿重量

・植 物

・種別の被覆度、湿重

・各分類群(緑 藻、褐藻、紅藻、その他)の 種数 、単位面積当り湿重量

ただ し、出現種数がきわめて多いことがあり、特に岩礁の動物では出現種が20種 以上にのぼ

ることも稀ではない。従って、種別データーでは動物、植物の各々で、上位種(5種 ぐらい)
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に限 ってインプットするにとどめざるをえない。

なお.動 物の種組成データーについては、湿重量、個体数のいずれか片方 しか記入されてい

ない県がかなりあることに留意する必要がある。

(その他のインプットデーター)

・調査年月日

・方形枠の大きさ(砂 泥地の場合 には大きさおよび深さ)

海域生物調査については、海岸微地形のちがいが生物相に大きく影響するなど、個別的な環

境条件に左右される度合が大きい。従 って.こ れまであげてきたたくさんのコー ド化対象項 目

についてデータ作成する手間と後の利用を考えると、電算化必要度としてはかなり低 く評価せ

ざるを得ない。

③ 今後の課題

今後の継続的な調査にあたっては、以下の点 に留意する必要があろう。

〔イ)岩 礁の場合は、微地形によって生物相が著 しく変化するので、できるだけ、単傾斜の地

点を選ぶようにすることが必要である。単傾斜地点では、通常生物の帯状分布がかな り明瞭に

あらわれる。

回 岩礁の動物については、カ ンザシゴカイ類 、カイメン類などの固体認別が困難な種のほ

かに、フジッポ類、固着性2枚 貝(ム ラサキイガイごヒバ リガイマカキ類など)に ついても、

被覆度の測定をおこなうことが望ましい。これは、これら固着性動物が、その着生基盤をめぐ

る競争などにおいて、海藻などと同列にあると考えられることによる。

口D表 土改変調査

④ 調査の概要と調査項 目

昭和20年 頃、昭和35年 頃、昭和50年 頃の3時 期における表土区分を調べ る。調査は空中写真

等各種既存資料の活用 により行 い、基準地域メッシニ(約1㎞2)ご とに、表土区分を読み

とる。表土区分は、表 五一一25に従 う。

得 られた3時 期の表土区分を比較することにより、表土の改変について調べ る。
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表 皿一25表 土 区 分

表土 区分

自然表土地

被 覆 地

盛 土 地

表土壊廃地

表土反転地

畑 地

水 田

水 域

そ の 他

細 区 分

森 林
植 林 地

原 野

市 街 地

工 場 地 帯

そ の 他

牧草地(人 工草地)

果樹園、桑園、茶畑

そ の 他

畑 地

水 田

水 域

摘 要

植林地以外の森林

スギ ・ヒノキ等の人工林

湿原、砂丘、火山荒原等を含む

道路等上記以外の被覆地

地形分類図の低地における造成地、

堤防等が考えられる。

地形分類図の丘陵地 ・台地における

造成地、崩壊地(自 然崩壊地を含む)、

土取場等が考え られる。

公園 ・墓地 ・ゴルフ場等

休耕地を含む

休耕田を含む

水面及び河辺植生地

未利用干拓地、未利用埋立地

表 皿一26

表 土 区 分 コ ー ド 表

表 土 区分

自然表土地

被 覆 地

盛 土 地

表土壊廃地

表土反転地

畑 地

水 田

水 域

そ の 他

細 区 分

森 林

植 林 地

原 野

市 街 地

工 場 地 帯

そ の 他

牧 草 地

果樹園 ・桑畑 ・茶畑

そ の 他

畑 地

水 田

水 域

そ の 他

コ ー ド

1ユ

12

13

21

22

23

30

40

51

52

53

60

70

80

90

一100一



② コ。 ド化の検討

調 査り結果を・表 皿一26に あげた コー ドに従 い、図 皿一65の 形式で記録用紙 にま とめる。 こ

れを コンピューターにイ ンプ ットし、2つ の時期 にお ける表土区分の比較か ら、表土改変区分

を求め る。その結 果を 、図 皿一66に 示す形式で フ ァイル化す る。

図 皿一65表 土改変状況調査 表土区分記録用紙

ノヲ'ゾ 己L∵95隔 一'に

曾■∂亀セ
　ポ ゐゐ

ili-1

欝 、禦'論灘 篇 乙、
」7(A縄22」"。・ぽX蹄 鰻41

団 豪 メh(艦/鋤 ・・);

0

NO.

.7

2

A

o

O(=)

1ω辱

1の率

(1)ネ

in

3

4

s

6

7

2

(聖

弓¢

011

o:z
,

11、

7

レ2

セ,

セIZ

3,

急12

し)

(1)毒

(2

で1

琳

Stq

.3② 事

1ク
9(1}ネ

?く

≧
4
S

s

z

2

七,
7

2

唐・

31

r
,
12

沸5
・県

コード

穆 禦

*

r

,

,

,

,

i

、

s 3S

.、

9

i

s
'

t'

r+

r
r
!1

1

1

r

1

1

r`

1

9

1

r
1

`

奉峰
塾,,
'

.,

'

7

"

'

2

?

"

'7

82

?・

'

79

1 .

0

la

曾

i

5

M

ネ2

・県

コー

=げ'

ゆ

w

w

rp

N

w

w
I

罪

置

劉

w

げ

げ

確

『
ぜ

t

0

1

に勲

s

i

1

U

r

炉

∂b

・・r

1夢7

w

,♪

'レ

1'レ

・;鋤

'レ

1診

ド
a一

Pレ

,レ

:'♪

,1,レ

*3

率8

秒県

詳
『

,}

ゐ躍

鱒

『r麟

占
r

⊥

●

q

,9

n
一

,,

嘱一」一

『
1

ら

1

.一":

1

一

T

}

〒

'重 二

s

ε

7

T

一 ●

o

1
T

1

⊥
3
1

M'

凹層

り

の

噸

w

●●"

Y

桝

一 脚

「●

r

8
の

ψ

Ir

県
コ ● 舳

'1

,8

"

ワ」 ・

四

..」 」_

蝉

轡

岬

'

τ
脚

噸

旦 鼻 已

5ε

一一,一

ε;

噂

の

巾
G

o

噌

呼

n

噌

.L_

、

一101一



図 且一66表 土区分 ・表土改変区分ファイル
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㎝ 湖沼調査

① 湖沼調査の概要 と調査項 目

湖沼調査は天然湖の 自然性の消失を監視 し、その保全を図 るために、水質の総合指標 として

の透明度をは じめ、湖岸改変状況などの調査を行 うもので、代表的な湖沼については魚類相の

調査 も行われている。

調査対象は全国の480天 然湖沼となっているが、その他の天然湖で面積1ha以 上のものは調

査対象 としてさしつかえないとされている。また、これ らの中には透明度調査を行わない湖沼

も含まれ る。魚類調査の対象は上記の湖沼の中から61湖沼が選ばれている。

湖沼調査の調査票は湖沼概要調査票、透明度調査票、'湖沼改変状況調査票および魚類調査総

括表 よわ構成 されている。

これらの調査票の調査項 目につ いては別表 に示す。上記調査をまとめた調査結果の概要表 も

同時に各県より提出されることになっている。

図 皿一67湖 沼概要調査票
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図 皿一69湖 沼改変状況調査票
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② 調査票の記入状況 とコー ド化

i湖 沼調査概要表

湖沼概要調査票の記入内容は位置、保護区の設定状況か ら形状、河川流入状況、水質の各種

項目、水位変動要因、利用状況さらに生物相の概要 まで、きわめて広範囲に及んでいる。これ

らの項目は、湖沼によって既存の調査データの有無が大きく変わるものと予想 されるが、事実、

下の例のように項 目によって記載の程度が大きく異な っている。岩手、群馬県の場合、両県 とも

ほとんど記載 されている項目は水面標高、面積、最大水深、湖岸延長、流出入荷川数などで、

平均水深、容積など県 による差が大きい。また、水質項目については群馬県のPHを 除いて記

載の率がきわめて低い。生物相の概要についても岩手県に関してはほとんど記載が無いが、群

馬県ではほとんどの湖沼について記載されている。記入式の項 目については、水位変動要因と

してあが っているものには農業取水、発電などがほとんどで、湖沼の利用状況についてもレク

関係、漁業、養殖など特に目新 しいものはない。

湖沼概要調査票への記入件数例

岩
手
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腸

菌

2

わずかなサンプルではあるが上記のような記入状況あるいは利用目的からみて、この調査票

をこのままの形でコー ド化 し使用する意味はほとんどないものと思われる。む しろ後で述べる

ように調査結果の概要表 としてこの中の項目を追加するのが適当と思われる。追加が望まれる

項目としては、他データと関連させた利用あるいは空間的な表示のために、位置座標を加える

こと、保全地域区分、鳥獣保譲区を考えること、また、 富栄養化に関係深い変数 として最大水深も

しくは平均水深を加えることなどが考え られる。また、出来れば湖沼の利用状況を整理 して加

えることが望まれる。 さらに、夏期生物相に関する記載の有無を入れておけば.検 索にあたっ

て便利なものになるであろう。
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図H-72湖 沼 概要調査票の コー ド化
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湖 心 の 位 置;調 査票の記入は 「分」の単位までであるが、原図にもどって10秒単

位まで求めてお くことが望ま しい

鳥 獣 保 護 区;保 護区が設定 されていないものと、記載の無いものを分けてお く

平均 ・最大水深;小 数点以下1桁 とする(m)

面積、埋立面積;小 数点以下2桁(k㎡)

湖 岸 線 延 長;小 数点以下1桁(㎞)

利 用 状 況;記 載あり1、 記載な しb(ブ ランク)

生 物 相;記 載あり1、 記載なしb(プ ランク)

i透 明度調査票

透明度調査は指定された湖沼に対 して年一回(夏 期)に 現地調査を行 うこととなっているが、

指定 されている調査項 目は別表のように透明度、気温、水温、PH、DOな どであ る。透 明度

以外の項 目はできるだけ垂直分布をはかることになっている。 また、現地調査でTOC、SS、

C1、 ケルダールN、NO2-N、NO3-N、T-P等 の水質項目を同時に測定することが望まし

いとされている。

前出の2県 の記載結果か らみると、各県のデータのそろう部分は指定項 目のみ と考えられる。

これ らの指定項 目の中でPHお よびDOの 表層 と底層の値の差は、富栄養化の指標 として重要

と思われるので、できる限りこれを生かす形で数値化を進めることが必要であろう。 この場合

DOに ついては記載されている絶対値よりも酸素飽和度が好ましいが、これは温度によって決

まるので、上記の指定項 目をすべてコー ド化 しておけば問題はない。 また、調査地点は原則と
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して湖心に近い2地 点となっているので、その うち水深の深 い方の地点 についてコード化 して

おけば良 いであろう。

図 皿一74透 明度調 査票 のコ ー ド化
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対象 測定点の中で水深の最 も深い地点のみ

透明度:小 数点以下1桁

測定最深部:小 数点以 ド四捨五入

水温、PH、DO:小 数点以'ド1桁

透明度調査票はそれ自身のみで処理することはほとんど無 く、結果の概要表の中へ項目を加

えて使用することになろう。

面 湖岸改変状祝調査票

この調査票は保全地域名を除いて数字のみであ り,記 載の形態 もユー ド化にむいている。但

し、対象 となる湖によって計測区間数は異なることになる。岩手県の場合は区間数の最少は1区

間で最大は4区 間となっているが群馬県の場合は最大21区 間の湖がある。

この調査票の項 目で湖岸改変状況.湖 岸土地利用のまとめたものは 「調査結果の概要表」の

中に書き込 まれることになっているが、その他の項 目についても、挺水植物群落などは、同様

に電:算処理によって集計 しまとめた後、結果の概要の中に加えることが望ましい。

この調査票のコード化は下のように行えば良いが、このままの型のファイルは、単純集計や

改変状況 と土地利用、改変状況と保護地域の指定区分などのクロス集計が主たる目的となる。

なお・調査結果の概要表中に加える形式については、後でまとめて述べる。
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図皿一75湖 岸改変状況調査票のコ。ド化
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出発点か らの距離、区間距離;小 数点以下 ユ桁

iv魚 類調査総括表

魚類調査総括表については、今後報告されてくる内容がかなりまちまちになるものと思われ

る。群馬県の場合でも、魚類調査総括表自体が付随していないケースの方が多 く、岩手県の場

合には総括表はまったくない。 この場合、貧栄養等で魚類相がまったくみられない場合だけで

はな く・湖沼利用欄に釣魚等の書き込みのある場合も多い。また、記載内容 については、「魚

類相に関す る記録」の無いものが多い。

魚類調査表については、全国的な魚種分布状況、繁殖状況、漁獲状況などの把握、魚類相 と

水質 ・透明度の関係、集水域の管理状況 との関係などさまざまな利用が考え られるので、でき

ればコード化 し整理をする必要があろう。

コー ド化にあたって 「魚類相に関する記録」については、記載があっても年度がバ ラバ ラで

あると思われるので,そ の魚種に関する記録があれば 〔1〕を、無い場合については 〔ブランク〕と

す る。また魚獲量、放流量については数字のケタがまちまちであるので、いくつかのカテゴリー

にわ けてコード化すれば充分と思われる。カテゴリー数あるいはカテゴリーの区分にっいては、

全県の調査結果をみてか らきめるのが望ま しい。また、備考欄については省略する。

図皿一76魚 類総括表
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魚獲 、放流量;全 国 のデ ータをみた うえで カテゴ リー区分 しコー ド化す る

　 ;{熱

溜
魚類相記録;備

一b(プ ランク)

v湖 沼調査結果の概要表

この調査結果の概要表はこれまで検討 してきた各調査票の集約 されたもので、全国ベースで

の淘沼の比較 ・検討にはこの調査表が重要となろう。ただ し、これまで述べてきたように、出

来ればこの表に次の項 目をつけ加えたMTを 作成 しておくことが望ましい。追加する項目とし

ては、湖沼調査概要表 より湖心の位置座標、最大(平 均)水 深、利用抹況,生 物相に対する記

載の有無、透明度調査表 より水深の深 い方 の測定地点について測定の最深部の深 さ、表層と底

層の水温、PH、DO、 さらに湖岸改変状況票から保全地域の地域名コー ドと湖岸周長に対する

保全地域対応の計測区間長の比率や同 じく挺 水植物群落の有無と周長に対する比率などである。

これ らの項 目は.そ れぞれ個別の調査票を別個にコード化した後一本のM・Tと してまとめ

れば良いであろう。

また、この調査結果の概要表は記入対象項目について、上の方法で個別調査票か ら作 り上げ

た結果と照合することによって、エラーチェックを行うことに使える。

図 皿一77湖 沼謁査結果の概要 ファイル作成手順

湖 沼概要鋼査票 の5一 ド化 MT

透 朗 度駒 査票 の コー ド化 MT

湖沼教変状況溺査票の コー ド化 MT

一集計・処理

MT

鵬

湖沼■査結衰の

厩要集約77イ ル作成

魚 顕 総 拮 衰 の コ ー ド化

湖沼儒査結果の縦憂衰との

照合訂正

(i)
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図 皿一78湖 沼集約 フ ァイル
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㈲ 河川調査

① 河川調査の概要 と調査項目

河川調査はわが国の河川の自然性の現況および利用の状況を把握するために、主 として全国

の1級 河川の幹川を対象として、魚類の生息状況および河岸の改変状況等について調査 したも

のである。また、残 り少ない集水域全体が原生状態を保 っている河川の摘出も目的のひとつであ

る。

対象河川は北海道から沖縄 までの104河 川 となってお り、これらの河川の河岸改変状況とそ

れらの河川の各々についてゼoか ら最高15地 点で魚類調査が行われている。

河川調査の調査票は魚類調査票 と河川改変状況調査票か ら構成されており、前者については

県の調査個票の結果が魚類総括表にまとめられセいる。 また、1㎞ 毎の調査区 内と、魚類調

査の地点を書き込んだ1/25,000の 地図 と原生流域を書 き込んだ原生流域図が付随 している。

以下に調査表の項目と図面表示の例を示す。
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図II-79魚 類 調 査票
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図H.一81河 川改変状況調査票
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② 調査票の記入状況とコード化

i魚 類調査票

魚類調査票の記載状況についてはその記載項目にバ ラッキがあり、大田川の場合全調査地点

10地点のうち6地 点は流量関係の項 目の記載がないし、塩分、比重等は全地点で記載されてい

ない。また、青森県の馬淵川については、流量関係の記載は一地点のみであり、気温、水温、

塩分、比重についての記載は無い。

現時点では他県の場合を参照できないが、上記の例は.特に極端な例 とは思われない。魚類調

査票の個票については、このような状況で これを数値化 してコンピュータ処理する必要はない

ものと思われる。特に魚類調査では総括表が整理されており、記載事項にも無理がないので、

この総括表を生かして、一部個票の情報を加えるのが適当であろ う。

この場合、魚類調査個票か らとり入れることが可能で、重要と思われ るのは、河口か らの距

離と標高 くらいであろう。

魚類調査総括表は向川全体 に対する魚類相記録の有無、漁獲量、放流量および天然繁殖の可

能性などの記入と各漁獲試験地点毎の魚の生存情報より成る。これらは、それぞれの部分を別

個に整理 してファイル化する必要があるが.こ の際、今向の漁獲試験の各ステーションにおけ

る魚類相の記載内容をまとめて、河川全体のファイルの中に加えてお く必要がある。(こ れ は

魚類相の過去の記録 に無いものが、今回数多く漁獲 されている(大 田川など))

コーディングの手順はなるべ く原表に沿 って以下のように行えばよいであろう。

コーデ ィングの手順

(i}魚 種 名に番号を付 ける。

GD魚 種名 のコーデ ィング

(m魚 類相 に関す る記録 の コーデ ィング

(M魚 獲量 のコーデ ィング

M放 流量の コーデ ィング

M)天 然繁殖欄 の コーデ ィング

㈱ 地点 別魚類 相の コ ーデ ィング

ΦiiD地点 別 河口か らの距離 およ び標高の コーデ ィング

また、 これ らの インプ ットか ら目的 とす るファイルを作成す る手順 は次 のよ うに なろ う。
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五 河川改変状況調査票

河川改変状況調査は河口部より1㎞ 毎の調査区間に関 して、河原の土地利用、利用状況あ

るいは不快要因など下記の項 目について、書き込む形式 となって いる。河川調査票に関 しては

現時点では調査が進行中であり、実際に記載された例は、数県のものを参照できるにすぎない。

ただし、河川改変状況調査票は、もともとコーディングに適 した形にまとめられており、保全

地域 コードおよび河原の土地利用区分以外はほとんど記載 されているものと思われる。

青森県、広島県の例で も上記の項 目以外はほぼ完全に記入 されている。また、備考欄の河辺

林の存在の有無に関 しては広島県の大田川の場合、必ず しも河原の土地利用に現われていない

ものが記載 されており、情報 として重要と思われるので、数値情報に加えることが望ま しい。

同様 に備考欄たは流入河川名が記入されているが、これについても河川名はともかく、河川の

流入がある区間かどうかという情報を入れてお くことが望 ましい。 この情報は河口からの距離

表示と実際の位置など、空間的な位置関係のチェックにも使用することができよう。

図 皿一83河 川改変 状況調 査票 の:コー ド化
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なお、地図情報 として1/25,000図 面 に書き込まれている1km毎 の区分線 の中央 の座標

を読み取 って数値化 してお くことは後で述べるようなさまざまな利用に対 して有効と思われる。

また、対象107河 川についてこれを行 うことはそれ程の作業にはならないもの と考え られる。

座標の読み取 りは1kmメ ッシニでは粗 いので、ディジタイザーを用いるか、目視で10秒 を

最小単位 として読めば良 いであろう。

図 皿一84河 川区分図の読みとり

i/2saoOO

0

.○ 魚類捕獲調査地点

・Xlkm区 分点(中 央を読む)

座標値はディジタイザーもしくは目視で読む

目視の場合10秒 以下は四捨五入とする。
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なお、ここで読みとった座標値は、河川改変状況ファイルの該当する区間情報に加えてお く

のが便利であろう。

河川改磨状況調査票 河川むよび調査地点座標

改変状況フ7イ ル

⑰
座 標:77イ ル

捕獲地点

区間区分 座標を入れる

座標を入れる

Q

河川魚類相⑪

河川改恋状況ファイル 河川魚類相⑳

また、河川魚類相 ファイルには捕獲地点座標を加えてお くと、地図上への地点別魚類相表示

などかまざまな利用に都合が良い。
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2.集 計 ・整理に関する検討

1).集 計 ・整理に関するケース ・スタディの方針 と検討範囲

愛知県、岐阜県およびその 周辺 の基礎調査 データを 用いた。実際の集計 ・整理は、以下

の方針で行 った。

イ.こ の段階ではクラスター分析 ・数量化など高度な解析は行わず、単純集計、クロス集計、

図化あるいはグラフ化などの簡単な処理に限った。

ロ.集 計域は当面行政区と保護区およびその他若干の地区区分に限った。

ハ。クロス集計分析は原則として、同一調査内項目間で、基礎調査内の他調査の項目間で、

さらに、国土数値情報など他種 データ項目間でという順で行った。

二.た だし、当面のデータ処理を除 くと数値情報化の第1の 意義が、他種データとの リンク

にあるとい う意味で、隼物分布と環境条件間のクロス集計はなるべ く行うこととした。

ホ.集 計 ・整理に対するニーズ開発を行うという意味で、できるだけ多 くのものを出してみ

て、使えるかどうかの検討を行 うこととした。

へ 図化、グラフ化に関 しては、ラインプ リンターによる出力に限定 した。

ト.集 計 ・整理用に開発 した ソフトウエアはできるだけ汎用性を持つように配慮 した。

2).集 計 ・整理の内容と結果の検討

(1)哺 乳類分布調査

①集計項 目の検討

哺乳類分布調査項目に含まれる、「子連れ」は、繁殖可能性の指標と考えられる。子連れが確

認された地域の広が りを繁殖域 として取扱 うことにする。この繁殖域の変化、繁殖のための条

件を明らかにするために、子連れ、頭数、その地域の人ロ、植生自然度などで集計を行 う。

各調査対象哺乳類の、現在における分布を知るために作図を行 うが、分布標 高を知るたあ

には、標高断面図を作成するのがよいと考えられる。今回は、愛知県の標高データが得 られた

ので、愛知県について標高断面図を作成 した。
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②集 計項 目一覧表

i集 計表

(i腫 別 ・報告形態別 ・報告地 点数集計

(ii腫 別 ・子連れ有無別 ・報告地 点数集計

{m種 別 ・頭数別 ・報告地点数 集計

{M頭 数別 ・子 連れ有無別 ・報告地点数 集計

(サ ル、 シカ、ツキノワグマ、 イ ノシシ、キ ツネ、 タヌキ、アナグマ)

{V}子 連 れ 有無 別 ・出現季節別 ・生存地 点数 集計

(シ カ、ツキノワグマ)

〔vi}人ロ 密度別 ・種別 ・生存 メッシュ数集計

M⊃標高 別 ・種別 ・生存 メッシュ数集計

①ゆ植生 自然度(10区 分)別 ・種別 ・生 存 メッシュ数 集計 ・

"x)植 生 自然度(10区 分)別 ・種類数 別 ・生 存 メ ッシ ュ数集計

五 分布図.

{D生 存 ・絶滅別 メ ッシュ図

(各 種)

〔ii}子連 れ有無別生 存メ ッシュ図

(各 種)

〔im出現 時期 メッシュ図

(各 種)

{M絶 滅 時 期メ ッシュ図

(各 種)

～}標高 断面図(10㎞ メ ッシュ)

(各 種)

③集計結果の検討

i集 計表

li腫 別 ・報告形態別 ・報告地点数集計

岐阜 ・愛知 ・富山3県 の調査結果について、「見た」'聞 いた」「絶滅」のそれぞれの報 告

形態の数を調べた結果が、表n-27で ある。不明とは、調査票が誤 っていたものである。

シカでは、絶滅データが11 .2%と 他種に比べて多くなっている。また、ッキノワグマは、

「聞いた」情報が11.B%と なり、他種より多い。 しか し、全 体としては、「見た」情報が90%

であ り、今回の調査は、かなり信頼性のあるものといえる。
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伍腫 別 ・子連れ有無別 ・輻告地点数集計

種別に子連れの割合を調べた結果が、表 皿一28で ある。

サル、イノシシに子連れが多 く見 られ る。キッネ、タヌキ、特にアナグマでは、子連れが

少ない。 これは、サルは群れ生活、イノシシは2年 目まで子を連れて行動、キッネ、タヌキ、

アナグマは巣穴をつ くって子を保護するといった種生態の違いが関与 していることも考えら

れる。
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各種について、調査票に記入された頭数をランクに分け、集計 した結果を円グラフにした

ものが、図皿一85か ら図皿一91で ある。

サルは、21頭 か ら60頭が最も多 く39%を 占め、7頭 以上 とすると75%と なり、群れ生活の

形態をあ らわ している。

その他の、シカ、ツキノワグマ、イノシシ、キツネ、タヌキ、アナグマでは、6頭 以下の

場合が多い。 これは、せいぜい家族単位の群、多 くは母子群、単独の行動が多いのであろう。

逆にツキノワグマは、43%が1頭 だけであり、低密度生息の傾向をあらわしている。
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図 皿 一85～ 図 皿 一91
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(M頭 数別 ・子連れ有無別 ・報告地点数集計

確認 した頭数が何頭になると、子連れになるかを各種について調べた結果が、表n-29か

ら表n-35で ある。
ト

どの種 類 につ いて も、7頭 以上 の場合 は、ほ とん ど子連れであ る。ツキノワグマでは、2～

6頭 の場 合 も67%は 子 連れで あ り、前記の よ うに、 いっ しょにい る頭数 も少 ない。

サ ル、 シカ、 ツキ ノワグマ、 イノ シシでは、7頭 以 上になるとほぼ100%子 連 れとな って

い るが、 キ ッネ、 タヌキ、 アナ グマでは、子連れで ない場合 が20%前 後 あ る。 この よ うな違

い には、繁殖 習性の相違が関与 して いる と思われ る。'
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{V}子連れ有無別 ・出現季節別 ・生存地点数集計

シカ、ツキノワグマについて子連れか否かが季節によって変化するか調べた結果が、表皿 .

一36及 び表Ir-37で ある。季節に関 しては、複数回答が多いので、割合の合計は100%を 越

える。

シカは、子連れ、子連れでない場合のいずれも夏期の確認情報が少なくなっている。これ

は、季節による垂直的な移動により、夏期は高所で生活するので、確認機会が少なくなるこ

とによるのかもしれない。

ツキノワグマの場合 もシカと同様に、子連れの場合はいくつもの季節で出現するが、子連

れでない場合は、季節が減る。ツキノワグマの冬における発見が少ないのは、冬眠のためで

ある。
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{vi)人口密度別 ・種別 ・生存メッシュ数集計

人間の存在状況と哺乳類の棲息の関係をみるため、国勢調査による人口密度を使 い集計を

行 った結果が表 丑・一38、 表皿一39で ある。

人口密度100か ら200人/面 の地域で、哺乳類が豊富になっていう。今回の調査では、

調査区内に人が定住 していない場合、調査区域内全域の市街地化が著しく、明らかに調査対象

哺乳類の生棲が認められないと判断される場合は、・聞きとり調査を省略 してさしつかえない

ことになっている。人口密度の小さい地域で報告が少ないのは、調査が行われていないlJ能

性がある。

シカ、ツキノワグマは、人口密度の小さい地域で報告されている。イノシシ、キッネ、ア

ナグマは比較的人ロ密度の大きい地域まで報告 されている。このように、人ロ密度により人

家付近で も見 られる哺乳類と、そうでない哺乳類の区分を確認できる6

羅.d

表 皿 一38
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MD標 高 別 ・種別 ・生存 メッシュ数集計

各調査哺乳類 の棲息す る標 高 について調 べた結果が、表 ∬40で ある。表 皿40の 結果を

種別 に棒 グラフに表わ した結果が 、図 皿92で あ る。

今回 の標高区分で は、標高200mん499mの 地 域で、哺乳類が多 く報告 されている。種 ご

とにみると、サル 、シカ、 イノ シシは標高 ユ00m～999mで 、ツキノワグマは200m～1999m
'

と よ り高い地域で報告されて いる。 キラネ、タヌキ、アナグマは標 高200mヶ499mに 多 い

ものの、標高Omの より低 い地域 まで、広 い範囲で報告 されてい る。
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㈲ 植生自然度(10区 分)別 ・種別 ・生存メッシュ数集計

植生 自然度 と種 の関係 を調 べた もの が、表 皿一41、 表 ∬一42で ある。

自然林(自 然度7、8、9)の な かで も、ッキノワグマは 自然 性 の高 い自然度8、9の 地 域

.で の割合 が高 気 イノ シシ、キ ッネ、 タヌキは、 自然度7の 地域で の割合が稿 い。

表 皿一41
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OX)植 生自然度(10区 分)別 ・種類数別 ・生存 メッシュ数集計

1つ のメッシュに何種類の哺乳類の棲息が報告されているかを求め、植生自然度との関係

を調べた。

自然度6、7、8の 地域は、生存の報告のないメッシュは少な く、種数3、4種 のメッシュも

ある。 自然度10の 自然草原については、種数3の メッシュもあるが、生存の報告のないメッ

シュも多い。 これは、愛知県では、自然度10の 地域は河辺、池辺の ヨシ群落など、集落付近

に多いためであろう。いずれにせよ植生自然度と対象哺乳類の分布の関連については、より

広い範囲で植生との関連性を把握 し、植生自然度の内容を吟味することが必要と思われる。

五 分布図

1Ω生存 ・絶滅別メッシュ図

愛知、岐阜の両県で、調査対象哺乳類7種 の うち＼キツネの分布図(絶 滅はXで 表現)を

作成 した結果が、図 ∬一93～ 皿一94で ある。

愛知県では、シカは北部では絶滅 し、額田付近でのみ生息 している。イノシシも分布の周

辺で絶滅 している。キッネは都市部、知多半島では絶滅 してしまった。

岐阜県では、ほとんどの哺乳類が全県にわたって生存している。 しか し、岐阜市周辺は、

哺乳類の少ないところ.となっていて、人里性の強いキッネ、タヌキす ら絶滅 している。
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図 丑一93

翰APOF・9,3 o:腕&葦c"lP縫 εFεこマu穐E

0

8
a
O
O

0
00

0
00

0

aa

OO
O

0
0000

0

0

貰

aO

翼

JO

阿りr脇εROF

JOOu

o誕O

u

ua
cu
uoO

Jn

O
J

其

Dムτム鱈 ∋96
00000

0

OOOO塞
oo嵩

山 属oo眞

JUoonflOo

9000⊃IlJOO
uO
ovo弓0300
0

000000
0noonnanOOOODon

OOO乳 ⊃0

11000n
「O

GJ
0翼
00
n
an

oa

a
り0

0
ao
n
r

n
0
0
G

翼

民

0貰

a
DD
O
nO

gn
OOO

a

嵐

O
a
OO

CD _ocOO

uon

■

翼

◎

●

髭

翼

n
O
non

cacno

asO【0

0じ00

■

i

◎

uonnca

`幽000000

000nm

O

混00
0
0

00翼00

n

00
00

nn
00n

a
OO

OOO

uo
辱 Ψ ■o

肇00uO

置000し}O

ooo

n

貰

導 辱

x

其

罵

眞 其
属 罵

其

肇

農

書

0
0 no
書nOOOOO

尋 肇■

辱

弓
辱

◆
守

noooo
O辱

辱 ■■

婆

■■肇
■辱

t.
聾亨専

● 書

響 肇

翼 肇

婆

亀

其

書
弓

■

弓

■

肇

1

書 辱

昏 ■

帯

t

■

■

響

■

辱

肇■
尋

:1

00巳 鳩
OUOGJ
■o辱0
0UOOO書00書nouon

辱000000
書000U
弓 辱o弓
癌■ ● ■
尋 昏

■ ぐ
書 璽

■辱

響◎

■ 弓 ヤ
弓 ■■ ■

■ 弓
弓 辱

◎

● 季

聾■ ■
響 ■肇辱帯

■

■燈 辱弓,
◎ 竪

聾
9

辱 弓
辱■

●
■ ◎

◎

◎

▼

尋

雪

辱弓
■◎

嵐U90
00ilUUOOJO

aoounOoomoncoo
n

OOOO毎
uuo

00000goon
00000
0U

uoou

O

00

0.,

000

0
0

O
OOO・000000
000000,

9
■

oやooやo辱
00

n
O

辱

■

十,

■

雪
喩

号
竜 帯

予 穿

弓

や

電

0
0000

000口00

00

00

0UODUO
000幽

Ou

DODOOO
十uuo

000

ooooaDOOO

onOO

◆

肇

■

聾辱
■

肇
9

蔓

噛

●

翼

肇

●

肇

R

■ ■

■

貰

9ぞ000
000登0000

000
o十〇
十〇〇〇〇〇

1

肇

響

肇

辱

■

肇

辱

■

■

号

竪

辱
s

,

}

昏

登

辱

登昏

■

■

昏■

o

●

番

聾
■

響

肇 辱
辱

■ 辱

■璽

肇

弓

弓

量

■

000停
0畢 肇OO

O■,◎ 守
OOOOC

ouo

弓

喧

肇辱
婁

9辱

◆ ●

辱 等燈
婁

辱

1100
00'o

u層n

u.n

nnO

an

辱

On

ncro

翼0
0

累O

n

0000
AO

f

◎

蔓

弓
勢

肇 ■

響

弓亨塾
弓

}

書.●

◎

弓

■
層

辱1

Ψ

∩1、

嗜 」
'、

りrl、

n

昏

◆肇

辱

肇寺
昏 守

.l

n

・,

や

ひ警

肇

■

s

辱

o

導

9

00

■

OU口0
ouoU

■蔓

奪00

・o

Gnu

OOOO

Oe

O
◎ 」00

.,

u◎,
.ひo

.goo
ζ・

}◆u.

;,J

争,

■穐

樋 、
尋.l

J
・1

:1
書o

f.1;.
13」
・rl

ユ「

つ

omoo

.

一128一



図 皿一94

饅Apo卜 ・◎,∂

り

●1隔6IFUρ 臓しFECτu只 ε

曳u員5ε 歌 【FO凶L7Aolo30

E6しEC▼0ム ▼A,の395069&O,8V陵 轟髄6ε
'礪
εeし 「`了0画 晋直 》」jo30006,8▼a亀 闇GE

EGもEC▽0▲ ▼A,∋3000000・6セ 腕A開G{;

匿6し εCτOム τム,3joOOOOIO,8▼ 臓凸輔GほF6
しεcτoA▼ ム うz,605～3ユo・6▼R自 紬6ε

認8

a
O
OO

§

§
00

0
a

00
0000
00000000.00000GG

OO

000
0十.十〇

〇.a

O
Oa

a

●

■
Nff

■

■

f1

縣

■
■

■o登辱■■

辱■
f

.....,

O

oo。o。8
00a
a
aw

aO

O
a

◎■◎

■

■9

..

.,

■

0

■

■

9

oサ ε臥OF翼 ●3㌧o㍉.τ
1》匡駄OF翼83bOUg

u》E甑OF翼8うooo,o》ε巌OF
罵8=3もOOo

OUε 麗OF▼ 騨5≧0ε,

鏡1輔 翼纏 」922

「=o唱誕●,oz2

「且"属8」 り2～
「!剣 属●joz2

鱒1輔 ▼852b5

■nenan

uocuoounO

8
c
oau
uaO

OOO

uonO

cO

c
nv

OO

O

謂
群0
0
0

03
0
0

09
aa

ocoo響

0
り
O
aり ◎

n
a
oc+n.o
弓
o■管a

oaOOO

Jo

noO

■
●
り
Ωoハ
oon
ouno

弓00
◎■

■
●

辱

鱒
■

■●

◎

書

や

,辱
脅

◎

■

辱

onon
OOO

璽

警 ○

や ●
◆ ■

9
9

号

● ■
や

や

層 専■
や■

oo■o.

ORO

o■
on+.o専

Ora

O
Oe

OOO●
QOOJuOnfooouuo

OCOOOOO

■ ■

■

鱒
■
09

■■

9辱

■

■
十,

◎ ■

9■

◆
辱

■
◎
響,

■

..
....,

■9■o
■9◎ ■■■

◎ ■o
■■ 層●■ ■

■● ■ 鯛 警
ff1

●o

辱 ■■

●辱o

sｰ
JO
/tUIloo

,.

oo

Ogo9書

u◎ ■o曾 ■

Oo
.

00 の向

a

つ 弓00

u十〇

〇,● ■Oo
●

a十

〇 ■■ ■

w
o◎ ■

00f

o●0

00■
6

■

●■聾

●

■ ◎

■

●

●

■

■

■

9
●

.,
■ ・

o

,.

■

■

■ 響

◎
◎

ouou
OOor
ll

9
辱

■

■

■
■o

●

u十〇po
■

◎o
n■

n

noo「o

「島oa

J1

"lo.

,

■ 属

.轟

..
■o

翼

■

1f

弓

弓

■

o

昏

9

,.

o

●o

肇

■
■ 辱

■
辱■

■
◎

■9

,..

■や ■

◎ や ■

やo■ サ
■

曹 弓

t

轟

o■

弓

属c
=℃

亀o

ut

■c

二;}
r

島P
,;.,

ロ、

1ヨ,

`,

ou

l、

轟o

聾'

C

x.10

on.uoa簡 、ひ

oooo

弓

辱

■ 鳳

◎

oo

竃

覧
警

●

■

■

■

■

t

◎

■聾

等

弓

..

号

■
■

{f
■

9
■

.,

9

◎ ◎,.

◎鱈■

■

9

■

■
■

9

,■

■

弓響

■

窃n
oう
aOO

oaO

OOり

り

や

..

肇

●

9●

■

■

●

■,

撃

●

◎

肇

■

弓

■o

■

◎o

肇 や

■
■

■ 辱

●

璽

斡

■

●
■

9

●■

コ,oo

し8巳,,3白r⊃ 〔"

し し8し8gJ9り9n!
==30竃i■ し3U"1,

0000.oc,oooucoo■ 辱

璽

fffi
9●9

■ ●
.,

■ ■■
o辱 ■曾

■

., や

響

◎

肇

■9

.,

■

■

●

,

■

9■肇■

弓

1

f

■

●

■o● ●

■

辱

.■■

■o

辱oo
●

●

■9■

専
■

弓■

尋99

●

辱■ ■弓

■
1

.,

.,

◎ ■

◆ 星 ◎

●

■ ○,■
● 肇専

◎ 導◎ 辱

,辱 ■ff

辱

■

■

o■
9

o

i

◎

,9

9■ ◎
■ ●

■

....
辱

■
■■ 曾 」「

,●9璽
■辱■

,

璽 肇

■

■

翼 管 ■

■

」し

り 「賜r」 、
r

●

噌

■

9

■

■

■ ■
奄 ◎

■

■

璽

じ

■

菖uo

風 ・ 驚}o冷o●

しbゆo璽 ◎'¢ド109

000■

00000口0

o

■

■

●

◎

■

■

●

◎やo■
令oo

■

辱

■ ■ ■

■
.,

や

■

■

o

o■

D

辱

■ ■

罵

翼

o

f

肇

◎
◆o

■

oooul即o■o

◎

虞 尋 ■ 肇

■

弓

■

■ ■ や●■..

o

◆,■

f
f1

.,

,

■

■

◎
o

■
●■

◎ 野.

■

,.

辱

瞥
●

等oo●
●辱.

●

1flf

辱
,,,

.,
号,

辱
■魯

曾
■

■

■
■ ■

,.

◎

◆
◎

9

唖 ■

■

弓

●■ ■

,鳳

r.

o
◎9

■■ 鱒
■,昏

o

■ ■9

■■

◎
9雪

●

○ 専

■

辱o響

● 曾

■

や■■

...

● ●
■

o

■ 辱
◆

魯

9辱 ■ ■
専 尋

■

o●

o

◎ ■璽
辱

■ 聾 唖 ¶
o辱 ● ■■・

,.,
●専 ◎

o

○

弓

,

,

璽

◆

oや

■

f

や

◎
■

■

■ 肇

■

■ ■

■督辱
9

■

や辱

◎

●

●1

●
喝

肇

oo
uu
.o
Go

u
nno
O
.⊃
a
ゆ
o晦鴨m
δ
u

■

o■

■

傾ウ弓

■

辱

●

■

◎
■

■

n
w
りo
uouoa
tx

0
n
O
e

ooo

,
oΩ

n

◆tB し
,

■0 爵

n

n
■n

l・
r
r

辱oζ'

u

JU

JO

goc

や

◎属■■ 蔓

uUg

JOmo

nuo

●"

■u 」

,,

M

O
や◎0

辱 りo
ooつ

O

uuO

n,on

■00

⊃0
・⊃

uo

りOJrlnJU
u

UOJ
nrrp

◆ 」On

O

ffO
,oo

● 昏
■■ ■o

f7

■ ● ■ ●■a
,璽 ■Ju

..a+
●■ ■OO

辱 督.9弓 り

■■令・ 辱◎● ■◎o● 辱 辱00

■ ◎ ■ ■99

■ ■ ■■0
.o

響 韓 ◎0

■ ● 韓go
●9

●

■

o
.

...・ 。,3

9■ ■ 尋 ■
■ や ●

■■ 鴨
ff1

■■弓 ◎■ ■9■
,■ 〇 四

oo
◆

.+o

o●9
■ ◆電D

や 腸 」0

■ ■■oo辱 やo

O● ● ■◆ ■ ◎9■
o■

■
o◎ ■ 弓 ● ■ ● ● ◎

o肇

■ ■

■

●

o■

,o`o

ne.07

o`=》 塞w

翫弓...
り■000
00Jon

o

■

◎

■ ●

■

wu

o

■

辱
f

◎

◆

辱■

.,

,

■

.,

璽 ■

◎

■

■

○

●

雫9

9
■o

●
●

9

●○登 撃響

4辱
■o■ ■
■ 噌 ●

oo■ ■
09■ ●

■ ■●
ff

●

書1
■ 辱◎● ◆

9号 璽 弓
■ ■9

禽■ ■■ ■

9● ◎

◎

■ ■ ■■ ■o◆●■o

ユ●
.n

o●DじUJ

U'1uO畢
」農l

o50やA

■●o

.,.,o
.■ ■●
■ ●璽

o弓■■■

o■ ■■
層■■

辱■弓
■●o●

.,.,

肇●■■

吃騒o璽JI

●、■

■o

●●■■●

■ 璽
■■

■■■

■

Sl
nO

O

oし10
りuono■oo

.o
●■o
璽9● ●o
a+.o

● ■ ㌔3
昼oo

n

9■oし

■ ■

o

9

■

●

...

辱■ 璽 ●

■ ■

●■ ■

,..

oじ●

昏
■■ ■

㌔ 。o■■■o

り●・」か

●

■

0

nO

■o

s
uaon

`1

00
いηu噛浄
◎9
'8,㌃

.q!

●■

い80・}9J

●

r.

P
u

f.

n
o

r

一129一

●.



㈲子連れ有無別生存メッシュ図

哺乳類の生存メッシュを、子連れと子連れでない場合を区別 して表現 した結果が・図∬一

95～ ∬ 一96で あ る。(例 として シカを示 した)

図 皿一95
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図 皿一96
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愛知県では、サル、イノシシ、キツネ、については、子連れが広く確認されている。 しか

しタヌキについては、渥美半島では、子連れがなく、アナグマにっいて も、子連れは一例 し

かなく、渥美半島における繁殖に関 して問題点が見出される。

岐阜県では、シカの分布域は中部と西部に偏在 していて、繁殖域の広が りはみられない。

他の種では、広い分布域全域に、子連れ地域が広がり、広い繁殖域が保たれている。

㈹ 出現時期メッシュ図

哺乳類の出現時期を、ランク値であらわ し、図化 した結果が、図五一97～ 皿一98で ある。

愛知県では、サルは明治以前か らあったものが昭和40年 代に広 く分布 した。その他の種に

ついては、明治以前から分布の拡大は、ほとんどみ られない。・

岐阜県では、シカは中部の分布域が、昭和20、30、40年 代に北へ向って拡大 した。 しか し

現存では、子連れにもなってお らず、分布の拡大は止まっている。他の種については、明治

以前からの広 い分布が、さらにきめ細かくなっている。

図 丑 一97・ ・ 用 ・伽 ・・・・…
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(iv絶滅時期メッシュ図

哺乳類の絶滅時期を、ランク値であらわ し、図化 し退行図とした結果が、図∬一99～ 皿一

100で ある。

愛知県のシカは北側か ら絶滅 している。キッネは、昭和1～19年 の絶滅が多く、その後は

北部で絶滅 している。

岐阜では、明治時代及びそれ以前に、各地で絶滅が起こり、その後絶滅域 は中部 に集 っ

た。岐阜市周辺におけるキッネ、タヌキの絶滅は、大正時代から昭和40年 代にかけてゆっく

り起きている。
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図 皿一100
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lv】標高断面図(10㎞ メッシュ)

南北方向及び東西方向について標高断面図を求め、哺乳類の分布を示 した結果が、図n-

101で ある。(例 としてシカを示す)

低地か ら高地まで分布する種(サ ル、キツネ、タヌキ、アナグマ)が 明らかになる。緯度

の違いによる分布標高の上限の変化は、全国のデータについて処理することにより明らかに

なるであろう。

図 皿一101
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④今後の課題

哺乳類の繁殖状況・繁殖地の環境を把握するために、種々の環境条件と子連れについて、解

析を進めることが考えられる。たとえば、鳥獣保護区内外での繁殖状況の違い、鳥獣保護匡へ

の距離 との関係などである。同様に、絶滅状況についての解析をすすめ、絶滅時期における要

因を調べ る。

公園の地域ごとに、哺乳類の生息状況を調べ、哺乳類が減少しつつある地域、絶滅 しつつあ

る地域については、公園指定、鳥獣保護区指定の追加、修正を行う必要があるかどうか、など

新たな調査の出発点 とすることが考えられる。

② 両生類 ・は虫類分布調査

①集計項 目の検討

両生類 ・は虫類分布調査の調査票で、集計対象項目として考えられた、行政 コード、標高、

環境3種 について、インプ ットデータが作成 された愛知県、岐阜県の記入状況を調べた結果

が、表 皿一43で ある。 こ⑱ように、愛知県では、標高、環境についてほとんど記入されてい

るが、岐阜県では、ほとん ど記入されていない。そこで、市町村別集計は両県で、標高、環

境とのクロス集計は、愛知県のデータで行 うことに した。.

一136一



表∬一一43調 査票の記入状況(%)

愛 知 県

岐 阜 県

行政 コー ド

97.0

100.0

標 高

67.6

3.0

土 地環 境

85.2

1.5

地 形

89.4

2.3

水 環 境

90.1

2.3

②集計項目一覧表

i一 覧表

(i}県別調査種一覧表

五集計表

(i}市町村別 ・種別 ・報告点数集計

(岐阜県、愛知県)

伍腫別 ・標高別 ・報告点数集計

(愛知県)

価腫別 ・土地環境別 ・報告点数集計

(愛知県)

〔iv腫別 ・地形別 ・報告点数集計

(愛知県)

{v腫 別 ・水環境別 ・報告点数集計

(愛知県!

(vi腫別 ・植生自然度別 ・棲息メ ッシュ数集計

(愛知県)

i五分布図

(i腫 別調査県図

伍)自然公園の位置と調査種の分布図

(岐阜県、愛知県)

価闘 査種の棲息地の標高断面図(10㎞ メッシュ)

(愛知県)

③集計結果の検討

i一 覧表

〔i)県別調査種一覧表

各県で調査対象とした種の一覧表を種名のアイウエオ順に並べ、検索用に作表 したもの

が、表 皿一44で ある。この表によって、目的とする種が、どの県で調査 されているかを知

ることがで きる。
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表n。44
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,411c2コ 噸ンシ笥つ.う7

,5UOβ コサンシヨウう2

26uC7ヒ7鴛 ンシヨ「脅禽

27UOヌ コリンシヨつウ2

78uo2コ 触ンシ『らう3
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46PSコ つ}:ρ象・7臨
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'

'

茸集計表

(i}市町村別 ・種別 ・報告点数集計

それぞれの市町村で報告された両生類 ・は虫類を集計 した結果が表皿一45(愛 知県)で

ある。各市町村の性格をまとある際に利用できる。
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伍腫 別 ・標 高別 ・報告 点数集計

調査票 に記入 された標高 を使 って、 高度別集計 を行 った結果 が、表 皿一46で ある。

アカ ウ ミガ メは、産 卵の ため上 陸す るので、 もちろん標高の低 い ところであ らわれて い

る。

サ ンショウウオ 目で は、 ヒダサ ンシ ョウウオ、 クロサ ンショウウオ、ハ コネサンシ ョウ

ウオは山地性 であ り、 トウキ ョウサ ンシ ョウウオは低地性の性格 があ らわれて いる。

表 皿一46,
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価腫別 ・土地環境別 ・報告点数集計

土地環境 と分布の関係を調べた結果が、表 皿一47で ある。 ここでも、 トウキョウサンショ

ウウオの特殊性があらわれている。他のサンショウウオは森林地帯で報告されているが、

トウキ ョウサンショウウオは、湿原でも報告 されている。

表 丑一47
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liv腫別 ・地形別 ・報告点数集計

地形 と分布の関係を調べた結果が、表皿一48で ある。ここで も、サンショウウオ目のな

かで トウキ ョウサ ンショウウオは特殊である。他の種は谷あいで報告 されているが、この

種だけは、平坦地で多 く報告 されている。
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表 皿一48
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{v腫別 ・水環境別報告点数集計

水環境と種の分布の関係について調べた結果が、表 皿一49で ある。 トウキョウサンショ

ウウオの止水性が明らかである。クロサ ンショウウオも止水性種 として知 られているが、

今回の調査ではすべて渓流で報告されている。

表 皿一49
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lvi腫別 ・植生自然度別 ・棲息メッシュ数集計

各種の棲息が報告されたメッシュにっいて、植生自然度別 に集計 した結果が、表皿一50

である。

植生 自然度6の 植林地で も多く報告されている。カエル目の2種 を比較す ると、モリア

オガエルは植生自然度6、 ダルマガエルは植生自然度2で 多 く報告されている。モ リアオ

ガエルは、山地で樹上生活をするのに対 してダルマガエルは平地の水田地帯が主分布地帯

のためこのような結果とな っている。サンショゥゥォ目は、全般には山地の渓流に棲息する

ため、植生自然度6又 は7の 地域で報告されている。 しか し、 トウキョウサンショウウオ

は、植生自然度2の 地域で多 く報告されており、他の種とは異なっている。また、トウキョ

ウサンショウウオは、植生自然度7の 二次林域で多 く報告されており、他のサンシ3ウ ウ

オ目(植 生自然度6に 多い)と は異なっている。以上のような植生と生息種の関係は
、元来

の生息地環境のほか、環境改変に対する抵抗力の大小 も示 していると思われるが
、今後の
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検討が必要であろう。

表 皿一50
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趙分布図'

(i腫 別調査県図

(1)の(i》で作成 した県別調査種」覧表を使い、各の種について調査種とした県を全国地図

上 に表現 した結果が、図H-102(ヒ ダサンショウウオ)で ある。日本全国における分布

の概略を知ることができる6・ .'.
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lh》自然公園の位置と調査種の分布図

それぞれの種の生棲メッシュと自然公園(国 立、国定、県立)の 位 置を図化 した結 果

が、図皿一103か らn-104で ある。 この図を参考にして、種の分布 と公園の位置関係を

まとめた結果が、表 皿一51で ある。ただし、岐阜県については、揖斐関ケ原養老国定公園、

飛騨木曽川国定公園は示 されていないので、この位置関係は変更 される可能性 もある。
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図 皿一104
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表 皿一51

愛

知

県

岐

阜

県

公 園 内 も し く は

周 辺 に い る 種

ア カ ゥ ミガ メ

モ リアオ ガ エ ル

ヒダ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ハ コネ サ ン シ ョウ ウオ

オオ サ ン シ ョウ ウオ

カ ス ミサ ン シ ョ ウ ウ オ

公 園 と 無 関 係

に い る 種

ダル マ ガエ ル

トウ キ ョ ウサ ンシ ョ ウウ オ

'

モ リア オ ガ エ ル

ヒダサ ン シ ョウ ウ オ

ハ コ ネ サ ンシ ョウ ウ オ

オ オ サ ン シ ョ ウ ウオ

価鯛査種の棲息地の断面図

標高を棲息メッシュの平均標高で代表させ、南」ヒ・東西両方向について標高断面図を

10㎞ ごとに示 した結果が、図∬一105か ら図∬一110で ある。

図 皿一105
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カエル目の2種 について、モ リアオ ガエル は高地、 ダルマガエル は低 地に分布 する こと

が は っき り示 されて いる。

サ ンショウ ウオ目につ いて、 ヒダサ ンシ ョウウオは、 ほとん ど600m以 上 の高地にかた

ま って棲息 し、 トウキ ョウサ ン ショウウオは、200m以 下 の地域 に棲息 して い る。

南北方 向、東西方 向と分布標高 についての関係 は、愛知県 だけの範囲では検 討できない。

中部地方全体、 あるいは日本全国 とい った、広 い範囲で検討すべ き問題で あ る。

④今後の課題

今回の調査対象となった24種 にっいて全国の分布状況を確定するのが、最 も重要であろう。

今回、文献などで しか確認のとれなかった場所については、今後の調査で視認 する必要が

ある。

今回の調査項 目である、標高、土地、地形、水環境と種の分布とのクロス集計を作成 し、

一般的に言われている種の分布の特徴(カ ス ミサンショウウオ、 トウキョウサンショウウオ、

クロサ ンショウウオは止水性)と 照 らしあわせ ることにより、種の同定について確認をとる

ことも必要かも知れない。

両生類 ・は虫類の生息にっいては、水環境が重要であるが、生息は、局所的な水環境に依

存するので、調査票に記入 された水環境の記入を完全にし、十分活用する必要がある。今後

水系単位の集計をとることにより、水系の質を明らかにすると共に、生息地の水環境の状況
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(清澄度など)と 生息状況の関係を調べ、環境の変化と棲息状況の変化についてより深 く検

討することが必要と思われる。

(3)淡 水魚調査

①集計項目の検討

淡水魚調査結果は、流塚単位の集計が主になる。今回の調査票には、河川名(河 川コード)

が記入 されているので、ケーススタデ ィでは、河川単位に集計を行 った。

②集計項目一覧表

i一 覧表

(i〕調査種名索引

五集計表

{i)標高別 ・種別 ・調査点数

伍腫 別 ・河川別 ・調査点数

岱分布図

(i腫 別 ・分布 メッシュ図

③集計結果の検討

i一 覧表

(i鯛 査種名索引

(Dの表を種名のアイウエオ順 に並べ、種名から調査県を検索できるように した結果が、

表 ∬一52で ある。

種名の誤 り、県による種略号の不一致は今後修正 されるべきである。
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五集計表

{i牒 高別 .・種別 ・調査点数

調査票に記入された標高を使い、種の高度分布について集計 した結果がミ表 皿一53で あ

る 。

標高の低いところにはすべての種が棲息 しているが、高 くなると種が限 られる。100m

以上の地域には、ネコギギとカマキリが報告されるだけである。

一151一



表 ヨー53

「;一.iパ
ロ ロ

オ ド

「6『 勤 脅'㎝}… 「一冨 「

i

ム豆二『一 「 .疲6S}了"『C!
ぐ9センA・うi:,8●7ハ ・うi2コ 雫・?●

.9,コ ● ・

1・媚6バ"「 扁 ズ1T「 折'

甲

i.i-

2.20一

幽3
。50一

'ら
●100一'

5.20Q-

a.seo-

7.:000-

6.2000-

9.',メ ィ

19

馬9

99

199

る99

999

1999

4999

50

18

i
ii

ie

.写6.i….

0 _;

n

ii

2ア

zs

1

0

0

0

0

0

n

塞

÷'"":i'・

議 三1割
遷 ・:・1.

00

00

00

00

32

14

8

a

O

O

O

O

a

10

is

z

Z

z

4

S

O

a

O

O

0

0

0

a

n

O

O

a

O

O

ハ寧卿'叩 一「{一 醜'"}'㎝ 一 四 餉一隠 髄一'噂 諏 ∬ 「 ∋了

ヒ ヨリ ⊃り 電97イ2口,コ 覧 り 」冒'"直t一

イ9セ ンn● う

←,・._・ 一 ・・'剛0`　',1リウ マ

レ ユ ロ ユ む

}2.2。 一 る9

3●50一'99

1ギ ら
・ コOO一'199

15.2。q-69。

i・6.5。 。 一999

i・.隙 一 、…

}66200ハ ー ら999

i-9.,、 イ

"臓ns"u'9'6臓"

:,● ●,A・ う,コ9● ■.Aリ ヨ
9?コ ●

c民1
1カ?9ゆ

too.oioo.oteo.otoo.n

らり・、9296

1ら.53.7

9.90.0

1ら●5'o●0

12.90.O

o.on.a

り.oo●0

0・05●O

a。9,.7 .

轍腫別 ・河川別 ・調査点数

100●0ら ・7

0.eie.3

0・o .20・9

0.032.6

0.025.6

D.00.0

り・OO● り

o.oo.n

o.晒 り●o

100の0

63gn

7s.o

o.o

o.0

0.r覧

0の0

0.0

0.0

31.3

つκ

i o.0

3.3

3.3

3.1

6.7

3.3

0。り

o.り

n.o

o.o

o.o

o.0

0.O

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

河川別に、報告された種について地点数集計を行 った結果が、表 皿一54で ある。

豊川、矢作川では、ネコギギしか報告されていないここれ らの川は、流域 も狭いので、

単調な環境になるため、種が多様 にな らないのであろう。それに比べて、木曽川、長良川、

揖斐川は、流域が広 く、環境 も多様となるため、多くの種の棲息が可能なのであろう。特

に長良川では、各種がかたよりな く分布 し、多様な自然環境が保全 されていることを示 し

,て いる。
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(i腫 別 ・分布 メ ッシュ図

種別に、棲息地点をメ ッシュ地図であらわ した結果が、図皿 111～ 皿 112で.あ る 。

今回の地図には、河川の位置が描かれておらず、支流関係、流域の範囲がわからない。

図 皿 一111

"翼4φ3り7ら ン7・rα (?イの

oocon

O

Oa

OO

a
a

り

8呂

8

00

ao
a

0000

a
a

0

り

8

0
0

O
C
O

08。

oa
e
OO

呂

eoaec
OOOoaOOO
OOO

000800

OO
OOOOOOoooooo

OOOOO
OOOOOOOOOOO

む ロロロロロ
。000110。

呂§・

38

1。
　

雲

98

08

8

8需

08

2

0呂

呂0
0
0
0&
,

oe
[ODOOCO

00

0
00c
oooo

OO
COOOO
OOO[O

c
cC

f
c
OO

c
e
Ce

ce
e

oc
noaoa

OO
oc

CCO

O
Oo

cnCQCOO

【o頑0
0

e

00

oaO

QOO

Of

鬼S
o
嘲
0
00
0eoccoO

ooo
。ipoeヒ 。τ

8。。oo『 ε。。0
0

C

[OC

C

C

c

。こ『。'5

QOOOCCOOOO

00
0c
e

C
C

ooe
ccOO
OOOO

c
e
ooO

onecoooe
oooon

器 。

aoeooe

or

ce

c

C

ocoorr

C

【OC

o【oo
erでc
【【

【
【00【0碧C

o`ごoτc
ロロ じこロに

ε εε
cecc
neecc
眠

ec

o。Pτ1て

。。客o。

τo¢

oooa
OOOco

occ

O
ocoooc

ae

OODC

c

CCC

t
f
fe

OC
C
eε

e
こa

C
oc
【C

c
fve

nocea

Ooe
O
ce

a
a

C

oec
oer
,

c

c

t

C

C

c

ac

O
oea

C

C

oooさ

oooc

C

C

o
に じ
`oC

9。

DOR
occo

o譲
0000

c
Oa

e
cO

ea

a

0
0

00

a
OO
O

00.000
　 ゆ

8
0
00

8『

塑
ロ

oo8B

譜

一153一



図 皿一1ユ2
9,濃`弓 馳 ∋ ノ7● ン,・ コ●19● つt CI ,,■.守 ・

oo【P

Oe

n

n

0
00

ec

C

O
ee

c
Oe

O

oc

ec
oo吟

oeo
cc

Oc

eO

cじCfO

oororooo

C
cooocececoroa

On

rce

n

璽C

C[r

n

c

r.c

rcn

oo
c

C

oee

coco■ 【

oncoccrnc

ccec

QC[Cf[

nr、 【
CC

C

cr.rno

r.

c

c

en

CO

τC

oc

cecこ

ne

・o客
C
C

eき
C
GC[

0[0

0

呂
e
e
n
ocoe

n
coe

。o窪

oc
c

亡
coc

OOごOOOO
OOoeecor!000りO

eりr

r.

f

fc

o
r

cr
r
nrζ

o

f.
mo喀`

nのnor

ρ蕨rr!e「 「rnro「

rccce

mo

c

贋t

Cf

f
tpnr

ecc

n

噂n

n

弓肉

0

r

CCr

り「
ハ

CC

orr

r
T

藍

c
c

肛
Cf

eこn

CCr

nにc

τじ

C

C

ce【 巳c
ec口oo聾
c

C

C
cooにCCC

C

C

c

C

on
OO
【
C

Ct(

QC

c「しrで
cr
「fooocご
憎1
t

C

r.
eo

Cf

CQC

ce【

occ

τ
c

cn

C

c

こ

r喫cco
τOP¢ 【nCCCO

Oocc
r

.

0でr
.
r.ce

鰍cc

C
ecr「髄

o聾ooencr

ooa

C

rxmn
tC

a
cc

e嘲"
on

r

no
oannr

OC6000碗0でO

gooe
eoae

cosecc

r[
e
O

a
c
C

C
O(
a
OO

C

C

蓬
f
f

雲

o雲

e巳

暮
C
C@

呂c
ee
ceeで

にOC

CC

CGf

ct

CCOO

a
oc
O
O
coo
ne
O
oo

eo
coOOOoo㎜

noO

OO

eo
oeO

nO

Oooooa

aa

crmOtlD

O

駐ooo
c ooO

OOQfIn

㎜eeoc

m

c
CC

C

Oa

e

nnn

O
n
C
OOOO

oea

eec

n

ec

Ooc

a
ec

CC

COoccc

口o曾ccm

o
O
aa

Oce

ec
C 【

ec

OO

CQじ璽亡oo

c
τC

CC

Cτ

CQ

e
Ie

r1can
o聰
CC
nnr,
on
m

pOrmr

or●
僅

一154一



④今後の課題

岐阜県、愛知 県の淡水魚調査 は、河川についてのみ行わ れたので、今回は河川別の集計

となった。他県の調査結果には止水 も含まれているので、淡水魚の全国集計は、流域ごとあ

るいは止水を分けて集計することが必要である。調査票には、所属流域が記載されていない

ので、国土庁の流域データなどを使い流域 コー ドをつけ加えるとよい。

淡水魚種別に棲息環境の特徴を把握するために、韓告地点の水質なり水環境との集計が必

要である。

自然環境保全基礎調査では、河川 調査、湖 沼調査 も行 っている。河川、湖岸の改変状況

と淡水魚の棲息について、比較検討が可能であろう。

{4)昆 虫類調査

①集計項目の検討

昆虫類調査について、調査票 ・地図データのインプットは、岐阜 ・愛知両県 について行

われた。さらに、特定昆虫の種の選定の状況を調べるため、長野、富山、石川、福井、三重、

滋賀、静岡の7県 にっいては、調査種名、選定基準、生息数を調べ、インプットデータ化を

行った。

各県で調査の対象 とした種の うち、他県の調査対象種と重な った種数を調べた結果が、表

皿一55で ある。各県約90種 の調査対象種のうち、約半分の種が他県で も調査対象種となって

いる。 しかし、1つ の種がい くつの県で調査対象となっているかを調べ ると、表 皿一56と な

る。特定昆虫のほとんどは1県 又は2県 で しか調査されていない。

これは、中部地方及び周辺の9県 について調べた結果であるが、全国について も、ほぼ同

じ傾向があらわれるだろう。それは、今回の調査種の選定基準が稀少種を中心としているた

めである。そのため、特定昆虫すべて1ζついて、全国的な集計を行 うのは無理である。そこ

で、特定昆虫を次の4つ に分ける。

イ 局部的な分布に注目す る種(選 定基準A、B 、C)

ロ 全国に広 く分布する種(多 くの県で選定された種)

ハ 絶滅 した種、絶滅の危機にある種(選 定基準D、E、F)

二 その他

ここではハの種について検討 した。

指標昆虫に関 しては、ほとんどの県で報告されており、また調査点数 も多いので、植生 自

然度、人ロ密度 との関係、標高 と分布 との関係についても解析を行なった。
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表 皿一55 他県と重なった調査対象摩数(指 標昆虫含む)

県 コ ド

21岐 阜

23愛 知

20長 野

16富 山

17石 川

18福 井

24三 重

25滋 賀

22静 岡

総 種

108

86

105

76

105

101

の べ

Total

851種

557種

重なった種

52

52

52

57

38

47

42

45

58

計443

%

60

55

54

50

53

40

45

66

52

表∬一561種 あたりの出現県数

糠
昆虫

の
種
数

指標

特
定

計

%

1県

0

401

401

7a.o

2

1

91

92

16.5

3

0

36

36

6.5

4

0

17

17

3.1

5

0

1

1

o.a

6

0

1

1

0.2

7

0

0

0

o.o

8

2

0

2

0.4

9

7

0

7

1.3

②集計項目一覧表

i一 覧表

(i踵 コー ド、種名、選定基準、生息数一覧表

五集計表

(P各 県別 ・昆虫選定基準別 ・種数集計

伍腫 別(指 標+特 定)・ 生息環境、生息数別 ・地点数集計

(愛知県、岐阜県)

㈹種別(指 標)・ 生息環境、生息数別 ・地点数集計

(愛知県+岐 阜県)

働植生自然度別 ・種別(指 標)・ メッシュ数集計

(愛知県、岐阜県)
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岱分布図

{i眉然公園と各種(指 標)の 分布

(愛知県、岐阜県)

・㈲種別(指 標)標 高断面図(10㎞ メッシュ)

(愛知県)

③集計結果の検討

i一 覧表

(i腫 コー ド、種名、選定基準、生息数一覧表

岐阜、愛知、長野、富山、石川、福井、三重、滋賀、静岡の9県 について、種 コード、

種名、選定基準、生息数をコー ド化 し、種名順に並べ作表 したのが、表 皿一57で ある。

この表の目的は次の5つ である。

〔a〕種名の誤りを発見する。

〔b〕 目的とする種が調査されている県を探すための索引とする。

〔c〕調査種とユ対1対 応する種略号を作成す る時のデータとする。

〔d〕県別に選定基準別集計をす る場合のデータとす る。

〔e〕 目.的とする種が他県でどのような選定基準で選ばれ、 どれだけ生息 しているかを

知る。
表 皿一57

種
コ

1種 名

ド

.吐7751jpイ5ヒ 弓富●ン,●蟹Ao響

1692Pイ 翼ハン……ヨウ

2ら 』51,{ノ 三驚.り5嵯戸三

濫064P2ワ テア トぬメるシ

207ら,2コP,0

2277P39?ム シ

2276y寓7,ー う9マるシ

2302亀7瞥 ぞヲムシ

26ユ8,旨79ム シ.
.2227Pオ でヲムシ

ユ717,コ モンイトトン8●

Z】LOユ7P實?77

230177オ?,マ'

ユ723殉 ㌣,マ .22177實
セ,マ

1667Pぬ=ソ 巳セ驚三

2636勘 ■リ劇セ●ミ

2238アaエ リ●セ鴨三

2052,0が3ゐ ミ亨り

23031・ 蹴,'7シ,ト ウンカ1

210267カ λシ「・カメムシ

2】IO25paj竃 シ●◎7ajム,

2081,0濡 シ●辱ンカメもシ

2233」 「ぬλゲ 穿7カメムシ

2055}0ム3A,0ミ 辱り

21103玲?ぞ,り.

ユ8」コβ,0?マPり

23075,宰9,0,"「hオ969

2573P季9ワ0↑0・296,

1635"マ シ57●三
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26Zユ}シ シ巳マハ299肇
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21059}㍗ 「覧5ρ腎8コ

2ぐ69ア7婁 「LシP多8コ

22707許 覧,?チ 竃コ

20167,ぞ コ亀イ5りゆフ8●

ユ870足9● ラント0

26る3Pミ メ瑠亨.oウ

u」 鍵 随 通 組_、..一 一__一_.
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8
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h集 計表

(i}各県別 ・昆虫選定基準別 ・種数集計

上記の一覧表をデータとして、県別、選定基準別に種数を集計 したのが、'表H-58で

ある。ほぼ全県ともB(分 布域が国内若干域に限定されている種)が 多いが、石川県で

はC(北 限 ・南限等分布限界になる産地にみ られる種)が 多 くなっている。選 定基準D、

E、Fは 絶滅に関係したものであるが、選定基準にD、E、Fい ずれかが入 っている種

の多いのは、富山県、石川県、岐阜県、愛知県である。
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伍腫 別 ・生息環境、生息数別 ・地点数集計

調査 された全種についてζ調査票をもとに,生息環境 と生息数の地点数集計を行った

結果が表 皿一59、II-60で ある。選定基準D、E、Fの 絶滅関連の種を、この表を参考

に して、①環境が良好にもかかわ らず絶滅、②環境の悪化により絶滅、の2つ のタイプ

に分けたのが、表 皿一61で ある。このように、絶滅の要因に環境悪化がかかわる種を調

べ、全国的にまとめることにより、保護対策の方法 も考えられる。
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表n-59(愛 知 県)
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表 皿一59(岐 阜 県)
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表 丑一61

愛

知

県

岐

阜

県

生息環境が一応良好にもかか

わらず絶滅しつうある種類。

26オ オ ゴ キ プ リ

31ア カ ス ジア シ ブ トウ ンカ

33ヒ メ タ イ コ ウチ

84ケ シ ヒラ タ ガ ム シ

17ア オ ヤ ン マ

21ベ ラ コ ウ トン ボ

22オ オ キ トンボ

34ピ サ マ ツ ミ ド リシ ジ ミ

35キ リ シマ ミ ド リシ ジ ミ

108ト ラ フカ ク イ カ

生息環境が不良、破壊のた

めに絶滅しつつある種類。

47ハ ヤ シ ミ ド リシ ジ ミ

49ゴ マ シ ジ ミ

50ヒ ヨ ウモ ンモ ドキ

72カ ワ ラハ ン ミョ ウ

73シ ロヘ リハ ン ミ ョウ

80ツ ツ イ キ バ ナ ガ ミズギ ワ ゴ ミム シ

87ハ マ ベ ゾ ウム シ

65タ ケ ウチ エ ダ シ ャ ク

75オ オ チ ャイoン 、ナ ム グ リ

82キ ベ リカ タ ビ ロハ ナ カ ミキ リ

85キ ジマ トラ カ ミキ リ

87ヘ リグ ロ ア オ カ ミキ リ

分 類 不 能

30ハ ウチ ワ ウ ンカ

45ミ ヤ マ カ ラ ス シ ジ ミ

71ヒ メ オ オ ク ワガ タ

73オ ニ ク ワガ タ

特定昆虫についてみると、ベ ッコウ トンボは、愛知、岐阜、三重、静岡で調査されて

いる。岐阜で は絶滅 の危機 にあり、三重では絶滅 したと考え られている。愛知では絶

滅感 はないが、生息環境が不良 となっている所が多い。静岡は、生息数も多 く絶滅感は

ない。本種は、九州、四国、本州の低地湿地、旧い池沼に棲息するものであり、水系の

保護が必要と思われる。

オオゴキブリは、愛知、石川、福井、滋賀、静岡の5県 にわたり調査され、愛知、静

岡の両県では絶滅の危機にひん している。愛知県で見る限りでは、生息環境は良好であ

り、絶滅の要因は他のところにあると思おれる。本種は、新潟から屋久島までの森林の

朽木の皮下に生息するものである。

ゴマシジミは、愛知、富山、石川、福井で調査されている。愛知、石川では乱獲のた

めの減少が心配され、福井では絶滅 したと考えられている。愛知における生息環境も悪

化 しており、生息数 も多 くはない。本種は、北海道、本州、九州に分布し、中部地方 で

は、長野、富山、静岡、岐阜、愛知において棲息が確認されていた。今回の調査では、

長野、'静岡、岐阜において調査されてはいない。

ヒメヒカゲは、愛知と福井で調査されている。福井では敦賀が唯一の棲息地として知

られていたが、今回の調査では絶滅 したと考え られる種となってお り、確認が必要であ

る。本種は、本州の特産であり、中国地方から中部地方(長 野県)に かけて分布 し、岐

阜から愛知にかけて多 く分布 し、静岡まで及んでいたはずだが、今回の調査では、岐阜、

静岡、長野か らの報告はな く、なんとも言えない。 しか し、愛知での生息環境は悪化 し
し へ

てお り、 いな くな った地点 も多 く、早急 な検討 が必 要で ある。

クモマ ツマキチ ョウ、 ミヤマモ ンキチ ョウ、 ピサマ ツ ミドリシジ ミ、キ リシマ ミドリ

シジ ミは、生 息環境 は良 い もののい くつかの県で 、乱獲 に よる減少が心配 され ている。
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乱獲の防止が必要な種群である。

(岱種別(指 標)・ 生息環境、生息数別 ・地点数集計

指標昆虫について、岐早県、愛知県の調査票をあわせて集計を行なった結果が、表 皿

一62で ある。

各県別結果(指 標昆虫)と あわせて検討すると、以下のようなことがわかる。

一般に、指標昆虫の生息環境は良好であり、生息数も+(少 い)が 多いものが多い。

岐阜県では、ムカシトンボ、ムカシヤンマ、ハ ッチョウ トンボ、ギフチ ョウについては

環境 も良好で、生息数も少なくはない。 しか し、愛知県においては、生息環境は良いも

のの、生息数が少なくないのはハ ッチ ョウ トンボだけである。さらに愛知県のギフチ ョ

ウは、岐阜県 とは対照的であり、生息環境も不良 もしくは破壊であり、生息数も少ない。

また、オオムラサキも同様 に、愛知県 においては、生息環境が悪化 し、生息数 も稀になっ

ている。ゲンジボタルでは、両県 とも環境の悪化と、生息数の減少がおきている。

ムカシ トンボ、ムカシヤ ンマは、山の渓流で育つものであり、ゲンジポタルは平地の

清流である。ゲンジボタルの棲息域は人里に近いため、 このような環境の悪化がひき起

こされていると考えられる。

ヒメギフチ ョウはギフチ ョウと棲み分けをするものであり、混棲地は長野、新潟、山

形にわずかに知 られているだけである。そのため、岐阜、愛知では棲息 していない。

表 皿一62
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{M植 生 自然度別 ・種別(指 標)メ ッシュ数集計

目的 とす る県 において、指標昆虫 の報告 された メ ッシュの数を、植生 自然度区分別 に

集計 した結果が表 巫一63か ら皿一64で あ る。百 分率の集計 は、そ の県 における当該植生

自然度 メ ッシュすべてを100と して、それぞれの昆虫が報告 され たメ ッシュの割合 を求

めた。

愛知 県 と岐阜県 とで は、植生 自然度 の構成歩か な り異 な るの で、県 別 に集 計 を行 ら

た。

靖蛉 目の ムカ シ トンボ、 ムカ シヤ ンマ、ハ ッチ ョウ トンボを比較す る と、ムカ シ トン

ボは 自然 性の高 い地域 に分布す るが、 ム カシヤ ンマ、ハ ッチ ョウ トンボ と順 に、 自然 性

の低い地域に も分布す るよ うになる。

ガ ロアム シは、両県 と も自然度6、'7、8、9の 地域で しか報告 されてお らず、山地のガ

レの下 に棲 息す る性格があ らわれて い る。

ギフチ ョウは、両県 と も草原(自 然度4、5、10)以 外 の場所 で多 く見 られて い る。 自

然度1の 市街地で も発見 されて いる。・しか し、 オオム ラサ キは市街地 にはな く、 自然 度

の高い地 域 に分布 して いる。 ・
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面分布図

{i)自然公園と各種(指 標)の 分布

国立公園、国定公園、県立自然公園の位置と各種昆虫の棲息地をメッシュ地図で表現

した結果が、図皿一113か ら皿一119で ある。 このメッシュ地 図により、昆虫の種ごと

に、棲息地の公園との位置関係を考えると、表 皿一65の ように3つ に分け られる。 この

ように、公園と関係 して棲息 しているのはガロアムシだけであり、このガロアムシもデー

タの数が少ないので、確実ではない。ハ ッチ ョウトンボは公園と無関係に分布 している

が、前記のように生息環境は良好で現在のところ絶滅の心配はない。 しか し愛知県にお.

けるギフチ ョウ、オオムラサキ、両県のゲ ンジボタ'ルは生息環境が悪化 しているにもか

かわ らず、分布は、公園地域外である。これ らの種の保譲のための適切な保護対策が必

要 と思われる。

表E-65自 然公園 と昆虫の分布の関係

愛

知

岐

阜

公 園 内 に 棲 息

ガ ロア ム シ

公 園周 辺に棲 息
ムカシ トンボ

オオムラサキ

ゲンジポタル

ガ ロ ア ム シ

公園と無関係に棲息

ノ、ッチ ョウ トンボ

ハ ル ゼ ミ

ギ フ チ ョ ウ

ム カ シヤ ンマ

ハ ッチ ョ ウ トンボ

ギ フ チ ョウ

オ オ ム ラサ キ

ゲ ン ジボ タ ル

一176一
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伍腫別標高断面図(10㎞ メッシュ)

愛知県の指標昆虫について、南北、東西、それぞれの方向での標高断面図を作成 した

のが、図∬一120～ ∬一123で ある。

靖蛉目の3種 に関 しては、植生 自然度の時と同 じように、ムカシ トンボ、ムカシャン

マ、ハ ッチ ョウ トンボの順で、標高の低い地域まで分希 しているのが明 らかである。

ギフチョウは、分布の標高の上限が低 く、せいぜい600mで ある。

他の種に関 しては、広い標高 レンジを持つハルゼ ミ、オオムラサキ、ゲンジボタルな

どあるが、愛知県という狭い範囲ではその特徴は明らかにならない。

南北方向、又は東西方向と標高に関係 しての分布は、愛知県だけではわか らない。

図 丑 一 ユ20
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図R-123
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④今後の課題

前記 したように、昆虫調査の調査対象種は、各県で選定 されたため、隣の県 との連続性は

指標昆虫以外では得られない。そこで今回の集計は、指標昆虫が中心となった。特定昆虫に

関 しては、選定基準を参考に して考察を行った。

今後の課題としては、今回全国で選定された種か ら、選定基準その他の解析を通 じて、次

のような種を選 び出す。"

イ 分布限界がはっきりレぢい種

ロ 絶滅の危機にある種

その上で、次回の調査の機会には、 これらを明らかにし、必要な対策を行えるような情報

収集方法を考えることが必要であろう。

今回の調査では、指標昆虫については、全国調査が行われている。指 標昆虫 について、.

全国の分布図、標高断面図を作成す ることにより、棲息の限界、・特徴がより明 らかになるも

のと思われる。

同時に、他の種についてその指漂性の検討を加え、指標昆虫として使えるものをさがすこ

とも重要であろう。

逆に、ガロアムシなどその生息の確認が一般的には容易でない種にっいては、指標昆虫か

らの除外 も検討 してよいと思われ る。
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⑤ 海岸調査

①集計項目の検討

海岸調査は、海岸を小区間に切 り、区間ごとの状況を記入することとなっている。そのた

め、集計は区間長の累計を求めることになる。ここでは、愛知県の海岸調査結果について行

ったケーススタディ結果について検討する。

油汚染は、外洋における排油、または事故による油流出によって油が流れつくものが大部分

であ り、海岸の利用状況とのかかわりは小 さいと思われる。そのため油汚染に関 しての集計

は必要ないと考えられる。ただ し、油の漂着 し易い地域を知るために、油汚染の分布図は必

要である。

②集計項目一覧表

i一 覧表

な し

五集計表

(D市 町村別 ・陸域区分別 ・海岸延長集計

qD汀 線区分別 ・利用状況別 ・海岸延長集計

(m陸 域区分別 ・清澄度別 ・海岸延長集計

(M陸 域区分別 ・ゴミ状況別 ・海岸延長集計

M清 澄度別 ・利用状況別 ・海岸延長集計

M)ゴ ミ状況別 ・利用状況別 ・海岸延長集計

面分布図

(i)汀線区分別海岸メッシュ図

伍陸 域区分別海岸メッシュ図

{血}立入可能性別海岸メッシニ図

{iv)利用状況別海岸メッシュ図

・散索

・潮干狩

・海水浴

・魚釣

・採集

・網漁

・養殖漁業

{v}清澄度別海岸メッシュ図

{vi舳汚染度別海岸メッシュ図

㈹ ゴミ状況別海岸メッシュ図
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③集計結果の検討

i一覧表

な し

五集計表

{i市 町村別 ・陸域区分別 ・海岸延長集計(表 皿一66)

各市町村の概要を知 り、位置付けをするにはよい資料 となる。 しか し、市町村によって

は、豊橋市のように、内湾と太平洋岸 と2つ の海岸線を持つところもあり、その場合には、

2つ の状況が重なり、集計目的がはっきりしない。海岸単位の状況を知るためには、海域

区分別集計が必要である。

表n。66

」卜輪ヨつセイ 」一 ト6
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(m汀 線区分別 ・利用状況別 ・海岸延長集計

汀線の違いによる利用状況の違いを調べた結果が表H-67で ある。

海水浴は、主として砂浜、そ して磯 浜で も行 われている。人工海岸において も海水浴

がみ られる。これは通常で億考えられないが、岩壁、人工育浜、堆砂による小規模 な浜の

形成などの場合だろうか、検討を要する結果である。

魚釣りは、ほとんどすべての汀線形 態 で行 われてい る。魚 釣 りはどこで も行 われ る

という結果は、以後の集計結果にもあ らわれている。魚釣 りの可否を今回の調査項 目で検

討することは、不可能であった。

採集は、自然海 岸の磯浜で行われ、 自然磯浜は、貝 ・の りなど磯根資源が得 られる海

岸であることを示 している。

養殖魚業 といっても、愛知県の場合はほとんどが、のりの養殖であろう。そのため、汀

線 形態に関係な く行われている、魚業権があるかどうかが要因であろう。

汀線区分において、海食崖は「浜の発達なし」の区分 に入っているが、集 計を行 う場合

は磯浜に含めてよいと思われる。各県の結果を見て、適当と判断された場合は、自然海岸、

半 自然海岸 について、「磯浜」と 「浜の発達なし」をあわせて 「磯浜」とす るのが適当と考

えられる。

表 皿一67-
9●● 宮TE閂u3り6,88辱"イ リ● ン

..〒"q,

・ コ ウケイ

o.シ セ ン レoA

ら シセ ン7A

● シ ン 、A

● シセ ン 脚7瀞一ノーhうす
ヲ,ン

.ハ ンシ ンoハ

● 卿,セ フ 瓶マ'一

8・ い ン…慮臨ン,イリA7'

9,轟 ン塊 ンA/Aツ9

ワ,シ

●8:心 ウ う

101,ン コウoン

12・ ⊂ フコう5ソ ノ

ゲ 髄一

B.`0コ ゆ1

16●,メ イ

コ ウ 穿ンサ

、妻き。:8,
0.0

!0.01

,話lll,

107

3

2

9

C

O
7

5

9

1

孚
6

0

1

2

4

リ ヨ'"「'つ 疋 万r'棒bη り ・り～シュ,'ア 三。月 う

ユむリヱ

撚§1

　

ト
f
i

4

1 弓-O

4

'幽ヨ

リ ラヨ ウ曽¶一'曹「門"曹 『「…蔭 τ 一7一

亨9ヨ 争。 ヨ つ

η り6
(100.01

乏0.ら
1100じ0, '「r『
0.3

.,1100.01

,}1言1自,

qさら:81
36.0
(100.01

1.9

1300.01

.,8;8,

i

4

4

io

i

I

5

言
3
9

念

茎
0

0

言

z

3

3

21
0

0

0
0.

0

57

16

0
0

Z

13

誘

0

1。さ
19

27

...匙;
O

to

O

O

凝
S

26
0

0

0
0

7

7

7

287

0

8

圭

6

4

9

a

玉

4

亨

言

J

J

z

to
1

31

3
i
O
z
O

O

3

3

言
0
0

二

き

O
i
S

与
n

O

睾

婁
0
;,

0

0

0

9

0

さ
0
0

1

o

7

C

s

z

ら

つ

7

7

ze
5

o

i

8

i

ら

7

7

0

6

0

(iin陸域区分別 ・清澄度別 ・海岸延長集計

陸域区分の違いによる清澄度の差を調べた結果が表 丑一68で ある。

陸域の都市化が進むに従 って、海岸が汚 くなる傾向があ らわれている。河ロ部はかなり

汚れている。これは、愛知県の河川が都市河川であるたあである。他県と比較する場合は、

河川別に集計 し比較するとよいであろう。
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表 丑一68
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(M陸 域区分別 ・ゴミ状況別 ・海岸延長集計

陸域区分の違いによる、 ゴミの存在の差を調べた結果が、表H一69で ある。

陸域の都市化と共にゴミも増加 している。自然地でさえ も、ゴミが目につ く場所が30%

以上あることは、注目すべきである。
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(Vl清澄度別 ・利用状況別 ・海岸延長集計

清澄度と利用状況の関係を調べた結果が表H-70で ある。

この表により、利用状況による清澄度のランクを考えると、以下のようになる。

イ 採集(い ちばんきれいなところでのみ可能)

ロ 海水浴(き れいなところ)

ハ 散策、潮干狩(す こしきたないところでも可能)

二 魚釣(か なりきたないところでも可能)

琴殖漁業 も、きれいなところで しかできないが、愛知県の場合はある程度の富栄養を要

求す るの りの養 殖なので、少 し汚い と・ころでも可能となって いる。養殖漁業 については、養

殖す るものの種類 によ り差がある。=

一1-90一



表 皿 一70
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ゴ ミの存在 と利用状 況の関係 を調べ た結 果が、表H-71で あ る。

ここで も、(V}と 同 様、利用状 況を ラ ンク'付す ることがで きる。(V)の結 果 とM)の 結 果を あ

わせて解 析す るとよい。
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m分 布図

(i}汀線区分別海岸メッシュ図(図n-124)

海岸調査の結果において、位置は、区間の端点の座標であらわされている。これを用い

て、海岸線図を作成するため、座標をメッシュに変換 し、区間は直線で補完し、メッシュ

地図とした。

三河湾国定公園の範囲は、ほとんど自然公園、半自然公園となっている。公園の地種区

分ごとに汀線区分を集計 し、人工海岸が多い場合には開発を止めるなど、公園の管珪 ・整

備の参考にするとよい。

一191一



図 皿 一124.

3塗

著ら

暑 う

3葦3

3

伊

勢

湾

Pイ ▼ ケ,ノ カイ"●ンセコ
ゐイが ン ライセコ ク,・ ン

33
333ら34
3333

3
3
3
3
3
3
3
2
3
3
3
3
3

4333
3き333
33
3
3

33る
33
3?
333
3
3
3

3
33
33

13
3
3
3
3
232

2
z22

2
zz
3
z2
zz
z

知
多
半
島

3
3
3
3
3
3
3
23
23
333

3
3
3
2
33
3

43
33
33

333
3
3
33
333
33
333
3333
333
33
33
ヨ33
33433
33333

星'

知 ・3

多

湾

海

岸

区

資 然蒋岸

菊蜂(灯 線)ガ 人工 に よ

つ《改 変 され 公 いで

臼鑑 の状 態を振蒋 レ

ている濤 岸

挙 官 然 添 岸
(三 範踏㌦綴岸、テ}・ラ赤『ット着この

灯 緑難糠雛託懸盗τ
漸 面畜においてな看織の状億を

・8'難 慧 醗 繧
鰍 ・半貢鮪 岸とする.)

入 工 簿 岸

薄岸(訂 隷)斌 港唐 ・匙 ・竣

痔i・干2石i審・の二」聾く=二.事1こ.より1著し

く人工釣 に改変され淀海岸賦

為、1こよってつくら;れ7ヒ蒋岸)

海岸(ス「謀)に 決ボ

発.ヨ匿し て い る

泥 決蓮孝

静貰(嚇

岩石㈱ 赫

麟 幟)に献 懸 して蜘 馨

人 工 蟻i棄2勿 の 前

面 に 渓 ガ 捲 叢.し

く い る

泥決薄岸

砂貰(繊、辮

岩看㈱ 海岸

入燐 鶏 の雨面に敗灘 捲圭してい榔、

埋:立 によってで さた海 岸

千妬 忙よ っくで きた薄岸

上記 以 外 の」」柔工事1;よりて《墜7麟

河・部 魏 挙膿 萎鍵 聚魏罐齢 押)によ細'11

コイ

1

2

3

4

z
3
333
93
233

33
33233
3333

22
ユ
ユ
ユ3
11
1
i

333

薄皇辮 熱 ぎ1脇1:
3 _131231223

33
3

ξll三 河湾 霧 ヤ
13ヨ22
12ヨ3
ユ1333

12ユ333

222茎2222ユ1}11

茎弗 撫 ㌔ メ紹
?z22zzz

izz

ξ22222Z2萎22遠 州 灘 ・'
iizzz

伍1陸域区分別海岸メッシュ図(図 虹一125)

＼.汀 線区分の場合と異なり、公園内に市街地 ・工業地が多い。
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図 皿一125
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㈹立入可能性別海岸メッシュ図(図H-126)

愛知県では、立入可能地は局部的に しかない。 しかし、渥美半島の太平洋岸など、立入

不可能になっているものの、可能 と考えられる場所 もある。不可能 とした場合の基準に、

統一性があるか検討する必要がある。
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図 皿 一126
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(iv)利用状況別海岸 メッシュ図(図 ∬一127～II-133)

散策、海水浴、潮干狩の場所を重ねてみると、海水浴、潮干狩の場所は、散策に含まれ

ることがわかる。この3種 の利用形態を散策で代表 させ、散策の場所を快適な海岸環境と

考えることができる。

潮干狩は、干潟の利用のひとつである。干潟調査の結果とあわせて検討することが考え

られる。

養殖魚業は、のりの養殖である。かつては、伊勢湾、知多湾の奥で行われているが、埋

立のためつぶされ、現在は南下 した。利用地域の時系列の変化があらわされるとよい。
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図 丑一128
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図n-129
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図 皿一130
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図 皿 一131
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図 皿一132
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図 丑一133
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{v)清澄度別海岸メッシュ図(図H-134)

地図化 したことにより、汚れやすい地形が明らかになる。すなわち、内湾、湾奥部が汚

れているb工 業地域が描ければ、工業 との関係もわか りやすい。
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図 皿 一134
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M舳 汚染度別海岸メッシュ図(図 皿一135)

ピッチボールなどによる汚染のため、外海に面 した場所に集まる。
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図 皿 一135
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㈲ ゴミ状況別海岸メッシュ図(図 皿一136)

ゴミ汚染 も、清澄度同様内湾、湾奥部で目立 っている。清澄度では渥美半島の太平洋側

はきれいであった。 しか しゴ ミは多 くはないが 目立っている。外海に関しては季節的な漂

着が多いであろう。
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④今後の課題

海岸の保護 と汚染の状況を調べるため、自然公園、鳥獣保護区と汀線区分、汚染との関係

を調べ、海岸環境を良好に保つ資料とすることが考えられる。

清澄度、ゴ ミの状況は、発生源 と地形の影響を受けている。鉱工業出荷額、人ロなどの資

料を使い発生源の状況を、内湾度などを使い地形の状況を調べ、汚染との関係を把握するこ

とも可能であろう。

海岸線図の作成 は、ラインプ リンターによる作図としたので、メッシュ図となった。プロッ

ターなどを用い、座標データをそのまま使って作図す る方が望ましい。その場合、区分はカラー

の使用線の描き方などで区別する。
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⑥ 藻 ・場

①集計項目の検討

ここでは、藻場調査票のタイプ分けに従って、サンプル数、面積の集計を行 うとともに、

藻場のタイプを5タ イプか ら9タ イプへの転換を行って、藻場の性状をより明確にして、そ

のそのサンプル数を集計した。

そして、新藻場タイプについて、そのサンプル数か ら、その空間的な分布状況、環境(清

澄度)、 経年変化について解析を行い、今後のデーター処理上の問題点を抽出することとに、

その有効性について検討 した。

②集計項 目一覧表

i一 覧表

(i)藻場一覧表(新 しい藻場区分付)(表 皿一72)

㈲藻名一覧表

五集計表

(i噺 旧藻場 タイプ集計

伍晦 域区分別 ・藻場タイプ別 ・藻場数集計

(iii》経年変化別 ・藻場タイプ別 ・藻場数集計

(iv晴澄度別・・藻場タイプ別 ・藻場数集計

面分布図
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③集計結果の検討

i藻 場タイプの再区分方法

計算機処理によって、藻場 タイプを再区分すると、

とになる。

表皿一73に 示すように転換 されるこ

表 皿 一73
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ここでは下記のような転換が行われており、これはいずれも当該藻場構成種の体型や寿

命に基づいたもので、別に行 った手作業による転換とほぼ完全に同じ結果であり、妥当な

ものである。　礎1∵

●ガラモ場 一 〔 篠 カジメ場

ただし、ガラモ場の転換にっいては、その構成種のなかで、アラメ・カジメの占める割

合が通常様々なので、アラメ ・カジメ場とガラモ場に2分 することには、若干問題演ある。

しかし、今回の調査票から、アラメ ・カジメの占める割合を判定す ることは不可能であ

る。

また、コンブ場(旧)→ コンブ場(新)と なっているが、これはコンブ場とアラメ・カ

ジメ場の間に序列を与えていないことによるものである。コンブ類の自然分布は、太平洋

側では岩手県以北、日本海側では青森県以北に限定されるので、日本中部以南においては、

すべてコンブ場(旧)→ アラメ・カジメ場(新)と すればよい。ただし、分布限界域にお

いては、この変換 を機械的に進めるわけにはいかず、下記の県では若干の補足的な ヒア リ

ングなどが必要である。

・太平洋側:宮 城県、岩手県、青森県

・日本海側 二青森県

また、アマモ場については、今回のケーススタディの範囲では全 く問題がないが、他 タ

イプの藻場 とは生育基質が異なるので、アマモ場と他 タイプの藻場両者に該当するとして

いる場合には、その取扱いには調査原票からの洗い直 しが必要 と思われる。

五解析

以下は愛知、静岡、三重の3県 について、藻場タイプの再区分に基づいて、その結果を

解析 した ものである。ただ し、以下の表中のコンブ場 は、アラメ ・カジメ場に読み直して

いる。

イ 藻場タイプの分布

海域区分ごとの藻場件数を表H-74に 示す。
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表 皿 一74
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それによると、アラメ ・カジメ場の分布地は熊野灘、伊豆、駿河湾などの外海域に多く、

伊勢湾および三河湾では全 くみ られない。 これは多年生小型藻場で も同様であるが、アラ

メ ∵カジメ場は熊野灘の方が伊豆よ り件数的に多いのに対 し、多年生小型藻場ではその逆

になっており、古 くか らのテ ングサ漁場 としての伊豆半島の特性を示 しているが、アラ

メやカジメなどの大型褐藻の除藻によって、テングサ漁場が維持されている場合が多いこ

とを反映 しているのかもしれない。

ワカメ場は、今回のケーススタデ ィでは1件 のみとなっているが、 これは ワカメの純群

落が急潮の水道部など、特殊な条件の場所に限られることによる。 しかし、藻場の優占種

のひとつとしてワカメが生育することは、アラメ ・カジメ場、ガラモ場などで広 くみられ

るので、浅海漁業の見地か らワカメの生育地を把握する時には、ワカメの種名コード(400D

を用いて当該藻場を抽出することになる。これは、他の採草対象種の分布状況を把握す る

場合でも同様である。.

ガラモ場については、熊野灘、伊勢湾、三河湾でみられるが、伊豆、駿河湾、遠州灘で

はみられない。地形単調な駿河湾や遠州灘は別 として、伊豆でガラモ場が記載されていな

いのは、やや理解に苦 しむ。伊豆半島でもホンダワラ類の生育はかなりみ られるので、県

によって優占種データーの記載内容にば らつきがあることによると思われる。 しか し、い

ずれにせよ、アラメ ・カジメ場に較べると、波浪静穏な場所にガラモ場は発達 している。

アマモ場は、三河湾で最 も多 く、次 いで伊勢湾と熊野灘が同数 になっている。アマモ場

は通常内湾の砂質底のところに分布す るが、同 じ内湾でも伊勢湾と三河湾で このように異

なるのは、伊勢湾は埋立てなどによって失われた干潟が多いこと、水底質の悪化が三河湾

より進んでいることなどが関係 していると思われる。

1年 生小型藻場は、今回のケーススタディのなかでは1件 も記載 されていないが、伊勢

o.

o.

o.

o.

0.

o.

t.

℃ 。

∠
一210一



湾は瀬戸内海などとともに、近年特にアナアオサの繁茂が著 しい海域で、アナァオサの増

加は富栄養化によると推定 ざれている。従って、海域環境の指標として、全国的に1年 生

小型藻場をとりあげることには、かなり無理があると考えられる。しか し、大阪、兵庫、

広島、山口、徳島などの瀬戸内海 に面する諸府県では、アオサ場の記載 もかなりみられる

ので、い くっかの海域に限って、その解析をおこな うことは十分意味があると思われるも

以上述べたような藻場の分布傾向は、図H-137に 示すように、最も外海的な性格が強

い熊野灘でアラメ・カジメ場が51%と いう大きな比率を占めるのに対 し、三河湾、伊勢湾

では全 くみられないこと、砂泥地の浅海域の多くが埋立て られて、水質汚濁 もより進んで

いる伊勢湾では、アマモ場の占める割合が三河湾に較べると著 しく少な くなっていること

などにもあらわれている。

なお、各海域のタイプ別藻場件i致や雨積の比較においては、単位海岸線延長当 り、単位

浅海域面積(概 ね5mま たは10m以 浅面積をとるのが妥当と思われる)な どで比較するこ

とが望ましいが、面積、件数ともに県によって、算定 ・計測方法などが若干異なるので、

その取扱いには十分な注意が必要である。

図 皿一137熊 野灘、三河湾、伊勢湾における藻場タイプの比率
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ロ 藻場の透視度

各藻場の透視度を集計すると表∬一75の ようになり、特に件数 も多いアラメ ・カジメ場、

ガラモ場、アマモ場について見ると図 皿一138の ようになる。

表 皿一75
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それによると、アラメ ・カジメ場、ガラモ場はいずれも透視度が小さいほど少な くなる

が、その減少傾向はアラメ ・カジメ場で特 に著 しい。これは、両藻場 とも岩礁に成立する

が、アラメ ・カジメ場の分布地はより外海的なところであるのに対 し、ガラモ場め分布地

がやや内湾域まで広がっていることによると考えられる。

しか し、アマモ場は透視度が20～30㎝ のところで最 も多 く、透視度が大きいところでは

逆に少な くなっているが、透視度20㎝ 以下のところでは全くみられない。 これは、アマモ

場の分布地が砂質底のところで、若干の濁 りはまぬがれないことによるものであり、透視

度が高いところでは、全国的にもアマモ場が少ないということになるとは考えに くい。 し
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か し、透視度が低くなると減少することについては、ほぼ全国的にみられる傾向と思われ

るので、海域間の比較は大きな意味があると思われる。

ハ 藻場の経年変化

各藻場の経年変化は表 皿一76の ようになる。

表B-76
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記載件数の多いアラメ・カジメ場、ガ ラモ場、アマモ場、多年生小型藻場などについて

みると、各藻場とも増加 している件数はきわめて少な く、現状維持または漸減傾向である

ことが うかがえる。 しか し、その減少傾向はアラメ・カジメ場でやや少な く、ガラモ場、

アマモ場では多 くなっている。これは、前項で指適 しているように、アラメ ・カジメ場

(外海、岩礁)、 ガラモ場(や や内湾、岩礁)、 アマモ場(内 湾、砂質池)と いう立地の違い

があ り、人間活動が盛んなところは、主 として後二者の沿岸後背地に広がっていることに

よるのか もしれない。 しか し、「磯焼け」として知 られる藻場衰退の理由には、何 ら人為的

な原因を見出しえないケースも多 くあ り、より広域的な解析を行 うとともに、今後の動態

を適確に把握 してゆ くことがむしろ重要 と考えられる。

また、岩礁の藻場については、環境条件の悪化によって、下記のような構造的な変化や

疎密度の低下がもたらされるとも考えられ るので、今後のタイプの変化なども把握 してゆ

くことが必要であろう。

アラメ ・カジメ場 → ガラモ場→ 多年生小型藻場 →1年 生小型藻場

なお、小型の藻場、寿命の短い海藻で構成 される藻場ほどその生育状況の年変動は大き

いと考え られるが、今回のケーススタデ ィでは多年生小型藻場 も漸減傾向にあることがう

かがえる。

二 藻場面積

今回ケーススタディの対象とした三県にっいて、その藻場面積を集計すると、表耳一77
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のようになる。ここで,特 に広い面積を占め℃いる静岡県については、図化の方法などか

ら判断すると、等深線の範囲内をすべて:藻場としているように考えられ、その面積ほきわ

めて大きなものになる。静岡県のような例はあまり多 くはないようであるが、県をまたがっ

て面積集計を行 う際の非常に大きな問題点になる。

表 皿一77県 別藻場面積
(単 位:ヘ ク タ ー ル)

県

藻場
イブ

愛 知

瀞 岡

三 重

合 計

1,335

29,902

594

アマモ場

907

73工

189

ガラモ場

365

0

327

コンブ場

0

0

そ の 他

0

29,171

-373一

不 明

0

0

0

注)調 査票の藻場タイプによる

しか し、同一県内において、海域別の比較を行 う場合には、やはり面積に基づいて比較

す ることが必要になる。表 皿一78は 今回のケーススタディでの藻場 タイプの転 換によっ・

て、その件数 と面積が全 く変動 しなかったアマモ場について、その増減を件数、面積で比

較 した ものであるが、この三県に限れば、各県 とも件数の増減と面積の増減はほぼ同 じ傾

向にある。

表皿一78ア マモ場の増減

県

'増 減

愛 知

静 岡

三 重

ア マ モ 場

減 少

0件

Oha

9件

731ha

18件

146ha

変化 な し

30

824

0

0

3

増 加

5

0

0

0

0

注)調 査票の藻場タイプによる

④今後の課題

今回のケーススタディで実施 しなかった集計の うち、下記項 目については、今後集計 して

みることも必要と考えられる。

一
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イ

ロ

ノ、

ホ

ヘ

ト

藻場タイプ(新)の 面積集計

藻場タイプ(新)× 清澄度(面 積)

藻場タイプ(新)× 経年変化(面 積)

藻場タイプ(新)× 疎密度(件 数、面積)

藻場 タイプ(新)x形 質変更(件 数、面積)

藻場タイプ(新)× 開発計画(件 数、面積)

採草対象種の分布

県別、海域区分ごとの集計

イは、前節で指摘 しているように、県によって面積算定の基準がかなり異なると考えられ

るので、絶対面積の比較には無理があるが、藻場 タイプの面積比率を用いれば、各県データ

の比較は可能と思われ、同一県内におりる海域間の比較で も何 ら支障がない。また、海域問

の比較では、各海域を 「開放性」の程度にようて類別 して集計することも必要であり、

「岩礁の大型藻場」=(ガ ラモ場+ア ラメ ・カジメ場+ワ カメ場)

による集計も検討の必要がある。

イ、'ロについては、今回ケーススタデ ィで実施 した方法に準 じればよい。

ホ、へは、藻場の保護という観点か ら消滅に頻 してしこる藻場の分布を把握 して、今後の対

応を考えるうえでの基礎資料とする。

以上の集計に基づいた解析では、原データの制約か ら、より大型、より寿命の長い海藻で

構成 される藻場に関するものが中心にな らざるをえないが、水産上の重要性という面からも

特に大型藻場が重要である。

(7)植 生自然度

④集計項目の検討

植生調査は前回の調査で重点がおかれた項目であり、解析及びコンピュータによるメッシュ

図化も行われている。今回の調査では調査精度が向上 し、より正しいユ㎞メッシュ植生デー

タが得 られる。そのため、他のメッシュデータとのつきあわせ、集計をすすめることが、今

回の解析の中心となる。

ここでのケーススタディは、第1回 自然環境保全基礎調査の結果を用い、愛知県について

行った。

②集計項 目一覧表

i一 覧表

なし

麺集計表

{n標 高別 ・植生自然度別 ・メッシュ数集計

涜分布図

{D植 生自然度別 ・標高断面図
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③集計結果の検討

i一 覧表

なし

五集計表.

U)標 高別 ・植生自然度別 ・メ ッシュ数集計

愛知県について、植生 自然度の高度分布をみるために、標高の ランク別にメッシュを集

計 した結果が表皿一79で ある。

植生 自然度1か ら8ま では、植生自然度が上がるにつれ、標高 も高くなっている。自然

度9、10の 自然性の高い地域は、標高Omか ら2,000mま で広 く分布 している。
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表 皿一79

●●● 冨マε9噛1ユ,●;1● ●9
●,4,,亀 一,● `シ 】'ぐ3ヒ9ウ コつ1 ρA6E 墓

一 らー▲,8.F.

一

・ ヒ3弓⊃ウ
;

曙9ン`書 内

1唱

66

Si

26も

4SS

999

亀999

噸9吟G

,,,卜

l

i,ウ リ`',o● 弱

1

`a47ら ン
ジ ユz3

一.一 一

ヒ,イ,9Aう

o.

i.

z.

3.

ら●

s.

6.

.,}.一

9"イ,9nう り嘔,";ρ,

7.1000

6.2000

9.

,づ,ぞ

o-

20-

so-

ioo-

too-

SOO一

,

・

,,4

1

i

ii

i

5塞禽5

1155 ■

二〇η

523 ●

566

96B;

79S

ら2

0

,

B71

錦3

329

乳01

ai

6

s,

a

O

墓◎go

52コ

5)e

205

ice

69

45
,・

1

a

eo

8

35

zz

8

ユ

z

O

O

O

ら

O

z

z

O

O

O

a

O

O

22

11

7

1

2

0

0

1

0

1禽03

z

コ6

68

墓η

52ら

607

26

0

0

:ゲ リフ

B19

14

95

121

205

299

85

0

0

0

ンセ・7

:シ ・9ン

)9

0

0

0

C

20

15

4

0

0

,膿・ンリン

25

i

7

6

6

3

2

a

訓2"7
,9Aう

.噛一

ノ

:

;iコ
電

io

n

6

6

6

0

0

o●●1マ ε阿1塞3●3D●8● ●,`響fら 一,■
・r

巳 シユ,ぐ ε こ3ウ コつ,
●亀0嚇▼1髄UFO

r7一},r,一 一一 ■.

PAGE z

,ン
一 凸

し3つコつo,3《3P,

0.

1.

:.

j.

ら●

S.

6.

7.1000

コ●ウ,イ

〇 一

to-

so一

コ00-

200-

500一

一

1幅

69

9写

1偶

699

99S

liii
一斜一6

H.2000-4995

4.ii,

つ,ぐ

asp

四2

35

in

ii

6塞

2喧

墓o

c

C _■ 一7一 曾,一}o甲 ・o「 冒

b

... 阿蟹鱒.曜 二3●,1●9. ■Pイ9

,2

シo● ずり

100.0

65.1

37。8

11.1

r.2

C.'.

0.6

0.0

0.O

o.a

ヲ巳一,● 巳 シユ,{3 ヒ3つコo,

一 『o噛

ヒ,イ9,麟59打 イ,9Aう

一 一

Pム6ε 3

=

ヒ9つ"艦 力`,Pジ1,ウ ウィ

…

1
;

o.

塞.

2.

3.

6。

s.

t.

7.1000

e.zooo

9.

コ●ウリ{

o-

zo-

so-

ioo-

zoo-

eOO,

o

一

,,ぐ

15

4S

SS

1偶

4SS

5瓠

四99

iSgS

墓oo・c

22.5

20.E

乳c.2

11.C

L9.2

15.5

0.e

o.c

o・1

347● ひ

100.0

3う●1

ヨ6●1

1?.B

1.2

ら ●6

三・o

o・1

0.a

C.1

,・ユエン

夏oo,o

ユO●C

48.8

27.5

墓o.亡

1.3

2●5

0.o

c.c

O.0

ユoo・o

o.0

50.0

50.O

o.o

o.o

C.O

o.o

o.o

o.o

ioo.0

50.0

⊃轟.8

ら.5

9.1

0.o

o.o

ら.5

0.o

o.o

ソ噛ウリン,

ioo.o

o.s

ユ4

3.6

12.6

37.3

馬3●3

1.7

0.0

0.0

:シ●リン `!C7

;シ."ン

,セoン リ, 5聖・7
,9Aう

ioo.0

1.T

星1,6

:ら ・8

zs.0

36.5

夏o.6

0.o

o.o

o.o

100.O

o.o

o.o

o.o

o.o

S1.!

ae.s

lo.ヨ

o.o

o.a

乳OO・0

3・6

26.1

.20.7

乙3●8

zo.i

ユo・3

c.s

o.o

O.Q _

竃oo●0

3ユ ・3

9.7

12.9

19.4

12.9

12.9

0.a

o.o

●噂●nE闘1

ヒ9う コゆ

ユ3●;DO● ●

一一,

G9ン《3門

●Pイ響 …馳,9●Gシ ユ'《3ヒ3う コウ,

・,・ 一一一一 層.曹,一 一

o`0網71髄U駈O PAGE 6

o.

1.

z.

3.

..

S.

6.

り.取cco

8.2000

も。

コ●r7,`

c-

so-

so一

亘OOo

2CO-

too一

一

一

,川

.

:弓

6～

SS

コ鱈

695

も5～

摯rr～

亀『9～

一 一 一 一一,一,・o一 一

;,,

濫OC.`

53.8

S.E

2.t

ら・8

11.1

ε.1

a.e

Q.C

c.c

シゼ,レ ・
一一

8

`

一217一



逝分布図 ・

(D植 生 自然度別標高断面図

植生 自然度の垂直分布をみるために、南北方向、東西方向について標高断面図を作成 し

た結果が、図 皿一139～ ∬一148で ある。

愛知県では、自然度6、7の 地域が広い範囲にわたって分布 している。

図 皿一139
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図 且一140
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④今後の課題

自然公園内の植生自然渡 分布により、自然公園の特性がわかる。自然公園地域をさらに地

種区分で分け、集計を行えば、指定地域の地種ごとに現況がわかり、今後の地域指定の参考

となるものと思われる。

また、植生 自然度の標高断面図を全国について作成す ることにより、緯度、経度の違いに

よる、自然度の分布の変化を知ることができるσさらに、それぞれの植生凡例について、全

国版の標高断面図を作成 し、日本におけるそれぞれの植生の分布概要を、標高、緯経と関係

付けて理解す ることも重要と考えられる。これらは、いずれも、今 回作 成 した ようなコン

ピュータのソフ トウエアによって、簡単に作ることが呵能である。
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皿章 自然環境数値情 報 システムの検討

1.自 然環境数値情報の利用とそのための情報 システムの概要

1)自 然環境数値情報 システムのあり方

自然環境情報はこれまで主に文字、表、地図などを媒体 としてとり扱われてきた。 基礎調

査のデータも、当面 はこれまでと同じような使 い方がなされるものと思われる。 基礎調査に

っいては、現在、このような目的に添 った各種の報告書、地図等が作成されっつある。 ・従 っ

て、電算処理可能 な自然環境数値情報が整備されてゆく過程での当面の利用については、それ

程頻度が高くないことが想定される。 すなわち、調査原票の検索、特定地域情報の検索な ど

については、ある程度の頻度で行われたとして も、人力で充分カバーできるし、数値情報には

調査原票の情報のすべてを盛 り込むことはできないので、最終的には人間が原票を持ち出して

こなければならない。 いずれにして も、このような原票の検索 は、ここでは2義 的に考える。

前 に述べたように、ここで電算処理可能な自然環境情報の提供システムを考える際には、 こ

れを分析主体のシステムとして位置づけることにす る。.ま た、自然環境情報に対するニーズ

とサービス体制のポテ ンシャルか らみて、当面考えてお くべきシステムは、a、 現況データの

多面的な提供ができるものb、 必要データが数値情報 としてとり出せるものc、 できれば

分析手法を提供できること、などの条件を満たす程度であれば良いと考えられる。

2)基 礎調査データの体系

基礎調査の結果は図皿1-1に 示すように、数多 くの調査原票(調 査表も含む)と 地図情報 に

まとめ られている。 地図情報 には分布図、ルー ト図、状況図、測定地点図などの種類があ り、

縮尺精度 も1/2.5万 、1/5万 、1/20万 など、 目的 と情報の精度による違いがある。
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図 皿一1基 礎調査データの体系
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3)基 礎調査票のデータ構造とキイ体 系

基礎調査のデータをコー ド化 し、電算処理の対象とする作業は、作業過程におけるミスの発

生を減少させること、およびエラーチェックを容易にすることなどを考えると、基本的には基

礎調査の調査票の構造に従 う必要がある。 一方、データ利用の観点か らは、シーケ ンシャル

ファイルを想定したときこのようなデータ構 造が必ず しも適当ではないので、利用のための

ファイルの作成が必要 となる。 このような変換は、属地キイ、属性キイなどをべ一スに行わ

れるので、キイ体系の検討を行ってお くことが、各種の利用にとって重要なこととなる。

図皿一2に 各基礎調査の調査票のデータ構造 とそれぞれのキイを示す。

図皿一2基 礎調査票のデータ構造
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4
甲

1(デ
画

サンゴ礁調査票

甲
甲
早
画

、

環境調査票

県

・調 査 地'区

湖沼概要調査票

県

湖 沼

魚類調査票

県

.河 川

調査 地 点

捕獲魚種名

'湖沼改変状況調李票

県'

・湖 沼

計 測 区 間

'河川改 変状 況調査
票

県

・河 川 ・

調 査 区 間
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これらの基礎調査データのキイをまとめると表皿一1の ようになる。 この中で、数値情報

システムとして特に重要となるのは属地キイと属性キイであり、各種の集計 ・図化などはこれ

らのキイによって行われる。 中で も、属地キイは各種データを空間的に統合 し、.利用するう

えで重要である。

表皿一1基 礎調査のキイー覧

属 地 キ イ

属 人 キ イ

属 性 キ イ

調査票区分キイ

行 政 コ ー ド

地 図 番 号 ・メッシニ番号

海域区分コー ド

保護区コー ド

区間(測 定)Nq

整翫{面(群 落Nα、干潟 ・藻場Nαなど)

点(採 集地点Nα、調査地点Nαなど)

位置座標.(海岸改変区分端点など)

調 査 者

回 答 者

生 物 種 名

環 境 属性

その他属性

調査票 コード

4)数 値情報システムのキイと地図情報のとり扱い

基礎調査データの実際の利用は、属地キイによって対象域などを抽出す ること、属性キイに

よって対象生物種などを抽出することを基本と してなされることになるが(抽 出、集計、図化、

作表など)、 この場合 、利用内容(次 節 に示 す)か らみて、抽出 ・集計の対象 と、それに必

要なキイの関係は、大略、表皿一2の ようになる。

属地キイとして使用可能な情報(調 査票中に書 き込まれているもの)に は、直接的には集計

等の対象にはならない整理番号、計測区間Nα、調査地点 ・採集地点Nα、なども含まれているが

これ らは地図情報をコー ド化する際に、目的に応 じて空間座標との対応付けがなされる。
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表皿一2想 定 される抽出 ・集計対象 と基礎調査のキイ

インプット
キイ

抽出 ・集計
などの対象

地 域

生 物
および
環 境

行 政 区

保 護 ・区

海 域

流 域

任意の地域

メ ッ シ ュ

生 物 種 名

環 境 属 性

属 地 キ イ

行政区分

コ ー ド

0

●

●

海 域

コ ド

0

保 護 区

,コ ー ド

0

地 図
メッシュ

番 号

●

●

●

●

●

0

整理番号

●

●

●

●

●

●

計測区内

No

●

●

● ・

●

調査地点
採集地点
NQ

●

i

●

●

●

属 性 キ イ

生物種名

0

環境属性

0

調 査 票

コ ー ド

0

0

○:直 接使用可能なキイ

●:原 理的に可能 もしくは場合 によって使用可能なキイ



属地キイは図皿一3の ような集合関係を持つので、これ らの関係を利用 して、異なる種類 の

データをあるレベルの空間で統一 し利用すること、あるデータを間接的に別のキイで抽出する

ことが可能となる。

図皿一33次 メッシュを中心 とした属地キイの集合関係

行政 区分 メ ッシr位 置座 標

⊂辣、

噸)へ
(写)激

　し へ

㊥ 一⊃

1次 メ ッ シ ュ

2次 メ ッシ ュ

サ7メ ッ シ ュ

3次 メ フシ ュ

任意領域

'

疹(⑱輸
厳密 な親子 関係のある場合

一 一一一 一空間的 にあ る精度で親子 関係 の成立 する場合

図皿一3は3次 メッシュを中心とした関係のみを示 しているが、これは、3次 メッシュが空

間情報として汎用性が高 く、他の数値情報 とリンクさせやすいこと、空間情報を コー ド化する

際にメッシュへの変換が取 り扱いも比較的容易でコス トも安いこと、 コンピュータ処理の対象

として、メッシュ体系がシンプルで扱いやすいことなどによっている。

従 って、地図情報の数値化にあたっては、精度的に問題のないデータ項目については、3次

メッシュによる変換を基本 にして良いものと考えられる。

基礎調査の各項 目の精度等か ら考えて、地図情報の数値化め精度ならびに、利用にあたって

想定 される各種空間領域を示すと表皿一3の ようになろう。 これ らは、必ず しもこの通りに

コー ド化を考える必要があるとい うわけではな く、可能性を示 してあるにすぎない。
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表皿 一3地 図情報のコー ド化と利用にあたっての抽出 ・集計等の対象域

地図情報のコード化

と利用の対象域

調査の種類

植 生

特 定 群 落

動物 哺 乳 類

鳥 類

両生類 ・は虫類

淡 水 魚 類

昆 虫 類

海 岸

干潟 ・藻場 ・サンゴ礁

海 域 環 境

海 域 生 物

表 土 改 変

湖 沼

河 川

地 図 情 報 精 度

原 デ ー タ

1/25.1/5万

点

0

0

0

0

線広

が

り

0

0

0

'O

0

0

1/20万

点

0

0

0

0

線広

が

り

c・

φ

()

0

O

MT化 情報(可 能性)

メ ッ シ ュ

3

次

メ

ツ

シ
ユ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

竺
フ

メ

ツ

シ
ユ

0

2

次

メ

ツ

シ
ユ

座 標

デ
イ

ジ

タ

イ

ザ

0

0

0

1
,l

O

そ

の

他

抽 出 ・ 集 計 等 の 対 象 域

行政界 区分

全

国

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

県

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

市

町

村

0

0

0

0

0

0

0

0

0

保 綬 区

自

然

公

園

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

鳥

獣

保

護

区

0

0

0

0

0

0

0

0

そ

の

他

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

自然環境区分

流

域

0

0

0

0

0

0

0

0

海

域

0

0

0

そ

の

他

0

0

0

0

0.

0

0

0

0

0

0

0

0

任意地域区分

任

意

地

域

0

0

0

0

0

メ

ツ

シ

ユ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

半

径

r

域

0

0

0

0

0

0

コ'

リ

ド

曹

0

0

0

0

0

0



5)基 礎調査の調査項 目と数値情報の利用

自然環境数値情報システムを検討するにあたっては、数値情報の内容 とそれがどのように利

用されるかを明らかにする必要がある。 数値情報の利用については、定型的な業務があるわ

けではないので、なるべ く広い範囲の利用を想定 してお く他ない。ただ し、利用の可能性は

基礎調査の項目と実際の記入状況、調査内容からみた精度などの検討 によって判断する必要が

あるが、これにっいては前σ章で検討が行われている。 一方、利用のわ くを広げると、それ

に必要な数値情報の項 目が増加 し、コス ト的に無理が生ずることになる。

基礎調査のそれぞれの調査票の調査項目については前章で示 し、この中に数値情報化の対象

として適当と思われ るものについての検討結果 も掲げられている。

これらの数値情報化対象項目は、一応、表皿一4に 掲げる基礎調査の利用内容を想定 してい

るが、両者の関係は必ず しも厳密に対応がつくものではない。

ここで掲げている各調査の利用内容は、集計 ・整理の対象 となる項目、図化 ・グラフ化、そ

の他の解析にわたっているが、必ず しもすべての結果が意味あるものになるとは限らない。

これらは、基礎調査の内容、項目、記入状況、行政サイ ドからみたニーズなどをもとに一例 と

して、掲げられているにすぎない。これらの想定される利用の一部 については、前章で実際に

処理が実行 され問題点の把握等がなされている。 なお、数値情報を利用した種々の解析の中

で、多変量解析、数量化を使った解析な どは、その使い方を誤まらなければ、充分意味を持つ

ものも多いと思われ るが、利用内容例の表の中では意識的にはぶかれている。

いずれにして も、以下で述べ られているパイロットシステムは、 ここに掲げられている利用

内容を想定 して作成 されている。
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表皿一4基 礎調査 データの利用内容例の想定

調 査項 目

特定植物群落

集

計

作

図

●

作

表

そ
の
他

想 定 され る集 計 ・図 化 ・解析 の 内 容

・インプ ットデーターの作成

・標高(ラ ンク)別 、気候区別、相観別、立地別、分布の特殊性別、

利用の現状別、保護の現状別、面積別、保護管理に関する所見別集

計(全 国、地方:北 海道～九州、都道府県別)

植物名の集計(全 国、地方別)

鴇 諜 端 謝 ・{灘禁見　
(全国、地方別)

・特定植物群落の水平分布図、垂直分布図

。全特定植物群落'

1麗 諜 齢組合せ}・隅 標高
など(一 部を抽出)水 平分布図

垂直分布図

・代表的な群落タイプについて、出現種数、階層構造を集計する

植物名、相観、立地、気候区などの組合せによる検索

備 考

。以降の作業の基礎となる

。どのような植物群落が選定されているかを把握し、それらの法的な保護

の水準と今後必要な保護管理の方向を明らかにする

。特に多くとりあげられている植物群落(シ イ林、ブナ林など)や 保護重

要度ρ高い植物群藩 感受性の強い植物群落(高 山帯の植生や湿原、雪

由植生など)の 法的な保護の水準と今後必要な保護管理の方向を明らか

にする

。ディスプレイとして見やすい形にする

。植生調査票に挙げられている植生の特徴を明らかにする
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胴査項 目

哺 乳 類

両 生 類

は 虫 類

集

計

作
図

作
表

そ
の
他
解
析

集

計

作
図
　

作表

あ

雛
析

想 定 され る集 計 ・図 化 ・解 析 の 内 容

・シカ、グマ出現季節

・人口密度と出現状況(各 種)

。植生自然度と出現状況(各 種)

・公園別哺乳類棲息メッシュ数

・全国分布図、絶滅地域図

・標 高断面図.

・出現時期図 ・絶滅時期図

・絶滅状況、時期と要因

ト出現じやすい土地のタイプ分け

・各環境(土 地、地形、水質)と 棲息状況

・植生 自然度、現存植生と棲息状況

・流域別棲息状況(全 国)

・標高断面図

・全国分希図

・発見時期図(季 節、'年)

6水 質 と棲息の関係

・生息域上流の人口、河川改変状況

備 考

。人里近 くに出現する種、人間との係わりが心配される地区を調べる

。哺乳類の生存の高い植生を調べ、種の保護対策の参考にする

。哺乳類の豊かな公園、哺乳類の構成による自然性の判定

。哺乳類の全国分布を確認する

。種の分布標高の緯経による変化を調べる

。種の分布の広がりの方向、絶滅の方向を地理的に把握する

。絶滅のみられた地域で、絶滅時期の要因を調べる

。種々のメッシュデーターと出現め有無を調べ、哺乳類の棲息に適 した環

境条件をみつける

}棲 息地の環境を調べ・種の特性を明らかにする

。流域単位で、両生類 ・は虫類の棲息を調べ、流域の性質、自然性を判

定する

。種の分布標高の線経による変化を調べる

。両生類 ・は虫類の全国分布を確認する

。両生類 ・は虫類の発見され易い季節を調べ、以後の調査の参考にする

また、発見年度の分布から、分布の広がりの方向を探 る

。種ごとに棲息可能な水質の範囲を調べる

。人間の生存、河川の改変が、棲息に及ぼす影響について調べる
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調査項 自

淡 水 魚

昆 虫 類

海 岸
(延長集計)

集

計

作表

そ
の
他
解
析

集

計

作
図

『作

表

そ
の
他解

析

集

計

想 定 さ れ る集 計 ・図 化 ・解 析 の 内 容

・流域別出現種集計(全 国)

・水質と出現種(全 国)

・全国分布図

・川の位置と棲息地(各 県)'

・同時出現関係

・上流か下流か(流 速)に よる棲息の違い

・河川調査による魚種との重ね合わせ、河川改変状況との重ね合わせ

・現存植生と棲息状況(全 国)

6環境の良し悪しと棲息数(全 国)

・昆虫別選定基準(全 国)

・全国分布図、生息数図

・標高断面図

・公園集計

・海域別汀線区分、汚染度

・公園別汀線区分、汚染度

・県別汀線区分

・河川別河口汚染度

備 考

。流域による出現種の構成の違いから、流域の特性を把握する

。なんらかの水質の指標となると思われるものと出現種の関係を調べ、

種の水質に関しての特性を調べる

。水系にそっての分布状況を知る

。同時に出現することの多い種を調べ、特性をまとめる

。流域内における棲息位置、環境の特性を調べる

。河川の改変による棲息種構成の変化を調べる

ヒ

植生をはじめとする毘虫をとりまく環境と、昆虫の棲息について調べ

{る ・ ・

。絶滅が心配される種を選び出す

。種の分布標高の緯経による変化を調べる

(北限、南限を調べる)

。公園ごとに昆虫の分布を調べる

。海岸の汚染状況を明らかにする

。汚染のすすんでいない地域を明らかにする
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調 査 項.目

海 岸

(延長集計)

藻 場

干 潟

　

襲

そ
の
他
解析

集

計

作
図
　

作
表

そ
の
他
解
析

集

計

想 定 され る集 計 ・図 化 ・解 析 の 内 容

・海域別汚染度図(全 国)

。利用状況地点図(各 県)

・内湾度と汚染

・汚染状況による利用の変化

・工業の活発度と汚染

・汀線区分の時系列変化

・藻場タイプの再区分

・藻場タイプ別件数、面積集計(県 、海域別)

・消滅域件数、而積、消滅理由、現況集計(県.海 域別)

・藻場タイプ、またはその組み合わせ×経年変化、疎密度、清澄度、

形質変更、開発計画(件 数、面穣)、(県 、海域別)

・藻場分布図

県別、海域別にタイプ、疎密度(円 グラフなどによる)

・特定種(大 型海藻、採藻対象種、環境指標種)の 分布図

・海域 ブロック、全国オーダーでの集計方法の検討

L集 計

讐 卿}・一 プ
・干潟件数、而積 〔全体、鳥類(渡 来保護区)利 用状況、清澄度、汚

染状況(臭 気、ゴミ)形 質変更、開発計画〕輿計

(全国、海域ブロック、県、海域別)

備 考

。汚染の分布を見やす く表現する

。利用状況の地理分布を明 らかにする

。汚染されやすい地理 ・地形について検討する

・海岸の改変の時系列を今後調べてゆきたい

。以降の作業の基礎とする

。藻場の分布現況を明らかにする

・藻場消失の過去のすう勢を明らかにする

・藻場の分布 と環境条件との関連、疎密度の変動、今後の消失可能性に

ついて検討する

。ディスプレイとして見やすい形にする

。特に重要な海藻の地理的分布を示す、海藻の環境指針性を検討する

・県によって面積算定規準が異なるので方法論な検討をおこなってから

広域的な検討に入ることが必要である

。藻場の環境のマクロな把握をおこなう

臨海地域の汚染による藻場に対する影響について検討する

。現存する干潟の分布、鳥類生息と保護の程度、環境条件、今後の消失

可能性について検討する
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調査項 目

干 潟

サ ン ゴ 礁

集

計,

作
図
　

作
表

そ
の
他解

析

集

計

作
図

作
表

想 定 さ れ る 集 計 ・図 化 ・解 析 の 内容

・消滅域件数、面積、理由、年次、現況集計

(全国、海域ブロック、県、海域別).

・鳥類渡来×面積、タイプ、植生、保護区、利用状況、形質変更

汚染状況、後背土地利用、開発計画、探鳥

・植生 ×タイプ、汚染状況、利用状況、形質変更

・利用状況×清澄度、汚染状況、形質変更、開発計画、 タイプ

・開発計画×タイプ、保護区

(件数、面積)(全 国、海域ブロック、県、海域別)

・干潟分布図

海域ブロック、県、海域別に全体、鳥類利用状況、清澄度、

汚染状況、植生、タイプ

(円 グラフなどによる)

・清澄度、臭気、ゴ ミ等の漂着、形質変更

後背土地利用などによる干潟の保存状態の総合 ← 指標の検討

鷲 状況}と のク・ス集計

・サンゴ礁形態の再区分(テ ーブルとそれ以外)

・サンゴ礁形態別、件数、面積集計(県 、海域別)

・消滅域件数、面積、集計(県 、海域別)

・形態琴オニヒトデ、清澄度、形質変更、開発計画

(件数、面積)、(県 、海域別)

.・サ ンゴ礁分布図

県別に全体とオニヒトデ被害の有無

(円グラフなどによる)

備 考

。干潟消失の過去のすう勢を明らかにする

。鳥類渡来のある干潟の環境条件、保護の現状、今後の動向などについて

検討する

。植生(特 に塩沼地植生)の ある干潟の環境条件について検討する

。干潟のタイプ、環境条件による利用状況のちがいについて検討する

消失可能性の大きな干潟について

。ディスプ レイとして見やすい形にする

・干潟の評価尺度の検討をおこなう

。以降の作業の基礎とする

。サ ンゴ礁の分布現況を明らかにする

。消失サンゴ礁の分布現況を明らかにする

。サンゴ礁のオニヒトデ被害状況、環境条件、今後の消失可能性について

検討する

。ディスプレイとして見やすい形にする



1

器
ca

i

調査項 目

サ ン ゴ ・礁

プ ラ ンク トン

底 生 動 物

付 親 生 物

大 腸 菌

そ
の
他
解
析

集計

図

化

集

計

図

化

図

化

集

計

図

化

想 定 され る集 計 ・図 化 ・解 析 の 内 容

・沖縄県データーの整備

(1973年 調査資料による)

集 計に加える」

「各種海域指標種の出現地点集計

各地点の沈澱量、個体数図化

(採集法:GG54、XXl3、 採水、四季別)

→各地点の海域指標種の出現状況図化

赤潮構成穂 内湾指標種、外海指標種など

(属または科などの上級単位でまとめることも検討)

一特定生物の出現地点集計(4種)

麟}×{灘 識 軌 多毛類比)
(採集法:採 泥器法に限る)

1→各地点の特定生物出現地点図化

(採集法:採 泥器法に限る)

無生物地点の図化(同 上)

特定生物(1種)の ほか、カンザシゴカイ類、

外海指標種(ケ ガキ、ムラサキインコ他)の 出現地点図化

平均群数ランク(1～IVま たはV)の 集計

(通季、四季別 全国、海域、県別)

各地点の平均群数 ランクの図化

(通季、四季別)

備 考

全国データーとして整備するには不可欠である

実施は
}要検討

各地点の栄養状態の検討

指標プランクトンの出現状況、分布の把握

し指標性の検討

}
実施は

要検討

環境条件とマクロベ ントス群集の関連性把握

蟻 需 の特定醐 ω いておこなうのがよいと)

}ベン噸 一 染海… 握

汚染海域、外海性の高い海域の把握

}大腸菌… 一 一 的変… 握



i

謹
O

i

調査項 目

赤 潮

湖 沼

集

計

図

化

解

析

集

計

想 定 され る集 計 ・図 化 ・解 析 の 内 容

5年 間の発生件数、種類、発生月、継続日数の集計

(全国、海域、県別)

年次別の発生件数(お よび種類の内訳)の 集計

発 生 月(〃)"

継 続 日数(〃)〃

種 類(〃)〃

(全国、海域、県別)

年次、季節による赤潮発生地点化

年次、季節による種類別の赤潮発生地点図化

赤潮頻発海域の図化

(発生頻度と継続性のランク付けによる)

赤潮増加(ま たは減少)海 域の図化

(向 上 の年次推移による)

湖岸改変状況別延長、比率

湖岸土地利用別延長、比率

湖岸保全地域別延長、比率

挺水植物群落延長、比率

改変状況
改変状況

改変状況

土地利用

保全地域

x

X

x

x

x

土地利用

保全地填
挺水植物群落の有無

保全地域

挺水植物群落

湖沼利用状況 県別集計

湖沼利用状況 × 湖岸改変状況

魚獲量 ・放流量(魚 種別・県別)

備 考

}
赤潮発生パ ターン(季 節性、継続性)と 種類の特徴、およびその推移

の把握

}デ ・スプレイとして見やすい形にする

要注意海域などの把握

湖岸の保全状況の把握

湖岸の改変状況と土地利用、保全地域指定の関係

(クロス集計による要因の解析)

同様に挺水植物群落の分布と人為改変の関係



冒

隠
一

1

調 査項目

湖 沼

河 川

集計

作

寧

襲

そ
の

他
解
析

集

計

想 定 さ れ る集 計 ・図 化 ・解 析 の 内 容

透明度階級別湖沼数(県 、全国)

湖沼特性一覧表

改変 ・土地利用等の延長比率のグラフ化と地図上への表示

湖岸改変状況、港岸土地利用と透明度の関係

流域人口密度と透明度の関係

湖岸改変状況、湖岸土地利用と魚類相の関係

透明度と魚類相の関係

魚類相、改変状況、土地利用などそれぞれによる湖の類型化

上記に透明度、人口齋度、湖盆形態その他を加えた湖の類型化

鳥獣保護区延長、比率

水際線改変状況別延長、比率

河原土地利用別延長、比率

河畔土地利用別延長、比率

河川工作物数(遡 上可 ・不可別)

河川利用状況別延長、比率

不快要因別延長、比率

水際線改変状況 × 河原土地利用

河原土地利用 × 河川利用状況

水際線改変状況 × 河川利用状況

鳥獣保護区 × 河原土地利用

河川利用状況 × 河畔土地利用

不快要因 × 河川利用状況
〃 × 河原土地利用状況

〃 × 河畔土地利用状況

備 考

透明度による湖沼区分

湖沼総括表の内容に若干の項目を加える

全国地図上に位置と各種グラフの表示を行う

湖沼調査の各種調査票を組み合わせた解析および他データを加えた解

析など

個々の河川について単純集計 し、河川長に対する比率を求める

全国(県 別)の 河川について一覧表を作る

各種要因解析のためのクロス集計



1

謹
鱒

i

調 査項 目

河 川

集

計

作

図

そ
の

他
解
析
な
ど

想 定 さ れ る 集 計 ・図 化 ・解 析 の 内 容'

魚種別 ・天然繁殖河川数 ・比率(全 国)

魚 種別 ・放流河川数 ・比率(全 国)

魚 種数(河 川別)の 分布(全 国)

魚種 × 河口からの距離(全 国、県)

保 護 区

水際改変状況

河原土地利用

河畔土地利用

河川利用状況

不 快 要 因

コ ン ピュ ー タ地 図

上記項目の延長比率グラフ

上流域、河原、河畔土地利用状況と天然繁殖魚種の関係

上流域人口密度と天然繁殖魚種の関係

不快要因と天然繁殖魚種の関係

河川工作物と天然繁殖魚種の関係

河川利用状況と天然繁殖魚種の関係

水際線改変状況と天然繁殖魚種の関係

河川の自然性の判定

備 考

魚類調査票の整理、全国レベルで河川生息魚類の整理 ・把握

コンピュータマッピングによる各種の図化

魚類調査票と河川改変状況調査票の組合せあるいは他種データ(人 ロ

データ等)と の組合せによる解析

判定方法にっいては別途検討する必要がある



6)自 然環境数値情報 システムの全体像

基礎調査のデータは一部MT化 された後に、1次 的な集計 ・整理がなされることになるが、

さらに、場合によっては本調査のケーススタディでなされたように、いくっかの調査結果を統

合 した利用、あるいは国土数値情報などを も加えた利用がなされよう。 このような基礎調査

データの当面の取扱いの流れを示すと図皿一4の ようになろう。

図の流れは次節で述べ るパ イロットシステムの運用において、実際に行われたものである。

このような過程をとりつつ整備されてゆく情報 システムは、第1章 で述べたよ うに、分析主'

体の情報 システムということになるが、その場合、サー ビス形態からみた情報システムは、前

出のように次のような発展段階に分けることができる。

1.原 テープの提供

2.加 工処理用テープの提供

3.加 工処理用テープとソフ トウエアの提供

"4.加 工処理と結果の提供

5.オ ンラインでの提供

6.オ ンラインでソフ トウエア ・モデルも提供

基礎調査データの性格と利用状況か らみて、当面考え られるのは上記の第4ス テップまでと

いうことができよう。従って、ここで重要 となるのは加工処理用に整理された情報 と、加工処

理を行って種々の形態のアウ トプットを得 るためのソフ トウエアである。

図皿一4基 礎調査データのとり扱い

基 礎 講査 繍 壷票 茎礎 調査 調 査票

「 一 軸

1
帳票テープ

一帳票? 一ブ ・

Q.
集針整理1次 テープ

一'

…丁

i

[

G

.J

集 針 ・整理

1次77イ ル

Q
基礎隅査 ・集計

集約テープ

1次的な集計 ・競理続果

○
分析用テープ

1
{

苗礎属査集8f・ 整理用

集約77イ ル
地域的続合による各種

集計解析

L_.._
テー プ ・保 管

捷供 シス テム
6

分析用既合

フ7イ ル

厩存テープ
基磁闘査(前 回 》

国士融芭情報
メツシ昌統蹴

その他

各種分析結条
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図皿一5自 然環境数値情報システムの全体像

基礎調査帳票テープ

国土数 値情綴テープ

メッシ昌続 計 テー プそ の他

Q
自然環境叡値情報
テープ

7

7

イ

,レ

作

成

ろ
F

n

工

単純集蹴 『クロ

抽 出 リスト ス集蹴

柚出●集計ソ7トウ;ア ＼

計・整理用1次77イ ル

グラフ

図 化
分
析

用
ソ
7

享・集臼除・整理用集約フ7イル

厩 分析用続合 フ7イ ル

性
キ

i

・ その他●望マリーフ礎

甲マ7

ト

忽
7

/
画計

ソ 用 保全 計面

嶺へ

のρ

ピ
ン

グ

続 計

解 析

多変量解
析故 酸

7

、

、
、＼好 ＼

ト フ
昌 ウ

1。他彊

化など

⇒

利用内容

基碇調査報告書作成

自然保護計画、規制

環境 アセスメント

塊域環填管理

学術研究

このような観点か ら、自然環境数値情報 システムの全体像を概略的に示すと図皿1-5の よう

うになる。 図中に示されている集計 ・整理 ・.分析などのソフ トウエアとファイル群について

は、以下のパイロッ トシステムの項で、例示されている。 また、図中の計画用 ソフ トウエア

については、具体的な計画を対象に今後つめてゆく必要のあ るもので、今回のケース・スタディ

では扱われていない。

システムの機器構成としては、周辺装置 として特に図形出力関係 が充実 していることが望ま

しい。 今回のケース ・スタディでは、ラインプ リンターのみを想定して、各種の図形出力を

も行 っているが、プ リンターとしての性格上、きわめて限定された範囲の出力のみが可能であ

るにすぎない。 プロッター、グラフィックプ リンター、CRTデ ィスプレイとそのハー ドコ

ピィ機器などの利用が可能であれば、集計 ・整理結果のグラフ化 ・図化あるいは各種分布図の

作成に関 して自由度 が大幅に増える。

なお、前に述べたように、データ更新や利用の頻度などか ら考えて、バ ッチ処理で充分間に

合 うと考え られ るので、オンラィシ端末等は2義 的に考えてさしつかえないものと思われる。
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2.パ イ ロッ トシステム とソフ トウエアの試作

1)シ ス テムの 目的 と概要

自然環境基礎調査結果の利 用を 目的 と した自然環境数値情報 システムのなかで、情報の整 理 ・

集 計を受 け持つ部分 につ いて 、パ イロ ッ トシステムを製作 した。

このパ イロ ッ トシステ ムは、今 回の調査結果の インプ ッ トデー タについて の集 計、図化 、さ

らに既存 データと組み合わせ ての集 計 ・図化 を目的 と してい る。 そ して 、パ イ ロッ トシステ

ムの運用 を通 して、 自然環境数値 情報 システムに必要な、集計 ・整理 システム(ソ フ トウエア

を含む)に ついて検討す る。

今回製作 したパ イロッ トシステムの概 要を、図 皿一6に 示 す。 この システムは、次 の3つ

のサ ブシステムか ら成 って い る。

(イ)集 計 プアイル作成 システム

回 集計 ・作表 ・作 画 システ ム

い)地 図表現 システム

この システムは次の よ うな特徴を持 ってい る。

(イ)調 査結果だ けではな く、既存 データ も統合す ることによ り、集 計項 目とす ることがで

き る。

(ロ)集 計結果の グラフ化 が容易 に行え る。

困 自然環境情報 の地図化 が可 能 で、分布状況の把握が容易 に行え る。
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即 一6'轡 ㍗ ト終 テムρ鞭

調査 既 存

結 果 データ

フ7イ ル形 式

の変更
抽 出

集 計
77イ ル

柚 出
フ7イ ル

集

翫

7

7

イ

ル

作

威
シ

ス

テ

ム

続 合

図 化 集 酎 集 計

情 報7・ イル 情 報

メ ッ シ 轟'

繰 作
図 化 集 計

..3,

=●o'

立 面 分 布 図

9

●●,鱒 ●し

●,● ●

平面分布図

⑳
円 グラフ

匝
棒 グ ラ7

睡
集 尉 表

地 図 表 現 シ ス テ ム 集 計 ・作 蛋 ・作 図 シ ス テ ム

2)集 計 フ ァイル作成 システム

集 計 ファイル作成 システ ムの 目的 は次 の3つ であ る。

(イ》 調査結果の コー ド化 デー タの フ ァイル形式変更

回 既存 の ファイル、 調査結 果 フ ァイルか ら、目的 とす るデ ータを抽 出す る。

い}数 種の ファイルを あ るキー に基 づき統 合 し、・'1つ の フ ァイルにす る。

ここでは、回 のための抽 出プ ログラム、レ・)のための統合 プ ログラムについて説 明す る。

一246一



(1}抽 出 プ ログ ラム

デ ータ

フナイル

抽 出

ブPグ ラム

抽 出
プアイル

当該プ ログラムは、 データ処理 過程にお いて必要 とな って作成 されたプ ログラムで あるた め

汎用的には作 られて いない。 従 って、デ ータ ・フ ァ'イルの種類 文は、抽 出条件'によ って複数

個のプ0グ ラムが作 成 された。 処理内容 は、非常 に簡 単であ る。

図

入力

終

N

了

終 了

条件を満足

N

Y

出 力

・入出力型式

・終了条件

・抽出条件

上記の3点 を状況に応 じて変更させ る

必要がある。
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{2)統 合 プ ログ ラム

ファイノ

A

フアイル

B

統 合

プ ロ グ ラ ム

フア ル

C

抽出プログラムと同様、汎用的には作成 されていない。

フアイルA フ ア イ ルB

日
フ ァイルA

-

ト1
キーを除 ～・た ファイルB

r v 、

田
ファイルC

フ ァイルA、Bは キーに関 して昇順 に ソー トされて いるものとす る。

統合条件

1.A〈B:Bの 内 容を ダ ミー として出力

2.A=B=AにBの 内容 をつ けて 出力

3.A>B:出 力 せ ず

3)実 際 の集計 フ ァイルの作成

U}調 査結果 よりつ くられた集計 フ ァイル

調査票 のコー ド化 は、人 間 の 作 業 の しやす さを 優 先 させ て行 ったため、 コー ド化 され磁気

テ ープ に入力 された データを、そ のまま集 計 に用 いるの は適切 でない場 合 がある。 また、他

の調査 、他の環境要素 との関係を調べ る場合 、不要 な調査項 目を省 いた フ ァイルを使用 した方

が効率 がよい。 そ のた め、 コー ド化 デー タフ ァイルの形式変更 を行 う。

哺乳類調査を例 にとる。 この コー ド化 デー タは、・図 皿一7の 形式 とな って いる。 この3つ の

ボデ ィそれぞれにヘ ッ ドをつけ、それ ぞれを、必要十分 なデ ータと した形式 が、図 皿一8で あ

る。 さらに、集 計用 とす るために、以下 のよ うな処理 を した結菓 が、図 皿一9の 形式 であ る。
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①3次 メ ッシュ番号 が確定 され ない場合 は、1次 メ ッシュまでの記入 、2次 メ ッシュま

での記入 となり、不 明のメ ッシュ番号 の桁は空 白 とな ってい る。 このよ うな3次 メ ッ

シュが不明 なデータを区別す るため に、「メッシュ番号 内 ブランク有無」 のデータ を加 え

た。3次 メ ッシュが確定 してい る場合 は0、 不 明の場合 は0以 外(通 常は1)で あ る。

② コー ド化の場合 は、同 じ桁 にサルの群れデー タと、シカ ・クマの季節デー タを記入 し

た が、集計時 のエ ラー防止 のため、群れデー タと季節 デー タを分けた。

③ 集計 に常時使 うデー タを前 に、通常使わ な炉 デ ごタを後ろに、並べ換えた。
/

④ コン ピュータの読 み取 り速度を上 げ る伽 め に、 データの記録形式を、固定長書式 付 き

か ら、可変長書式無 しに変 換 した。 なおコー ド化 データ上の空白デー タ(無 記入)は 、

一1に 変換 した
。

この形式の フ ァイルを用 いて、哺乳 類調査集計を行 った。

さ らに、簡単 な集 計、他 の ファイル との統合 のため に、図皿一10の 形式の 、哺乳類集約 フ ァ

イルを作成 した。 このフ ァイルは、それぞれ のメ ッシュで、何 種の哺乳類の生息 が報告 された

か 、それぞれの哺乳類 につ いては い くつの報告 があ ったか、を記録 した もの であ る(絶 滅 デー

タは除 いてあ る)。 メ ッシュ内生 息哺乳類集 計は、 この フ ァイルを使用 した。

(2)既 存 デ ータ との統合 によりつ くられ た集 計フ ァイル

種 の生息 と環境条件 との関係を調べ るた め、両者 を統合 した フ ァイル を作成 した。

植生 自然度 フ ァイルか ら、愛知県の メ ッシュに関 して、図 皿一11の 形式 で抽 出を行 った。

このフ ァイル と、哺乳類集約 ファイル とをメ ッシュ番号 に基 き統合 した結果 が図3-12で あ る。

哺乳類 調査結果 のないメ ッシュにつ いて は、種数以下 はす べて0と した。

このフ ァイル に より、植生 自然度別 ・哺乳類別 ・生息 メ ッシュ数集計 を行 った。

さらに昆虫調査 について は、コー ド化デ ータの形式 は図皿一13で あ り、昆虫調査結果の みで

の集 計に関 して は問題 ない。 しか し他 の既存 データと組 み合わせて使 うために、図 皿一14の 形

式 で指標昆虫10種 にっ いて集約 フ ァイルを作 成 した。 この昆虫集約 フ ァイル と植生 ・哺 乳 類

ファイルを統合 し、 さらに環境情報 と して 、人 口密度 、表層地質 、地形分類 、土壌 、標高 を統

合 した結果 が、図 皿一15で ある。哺乳類 、昆 虫 の生息 メ ッ シュと各種環境条件 との クロス集 計

生息地 の標高断面 図は、 この フ ァイルによ り作 成 した。 この フ ァイルに、両生 ・は虫類集約 ファ

イルを統合 した結 果が、 図皿一16で あ る。愛知 、岐阜両 県 で調査 され た両生 ・は虫 類は9種 類

だが、全国 では33種 にのぼ って い る。全 国で両生 ・は虫類 の集約 フ ァイルを作 成す る場合 は、

33個 のレコー ドを用意 しな くて はな らない。 さ らに淡水 魚を加 え ることを考 え ると、集約 ファイ

ルを作成す る場合 、1調 査 にっき、10種 にっいて作成 す る と決 め、重要 な10種 程度 を選定 し作

業 をすすめ るのが よいと思 われ る。
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図皿一7哺 乳類調査のコー ド化データの形式
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図皿一一8分 割 された コー ド化 データの形式

県

番

号

2

へ7ド

アンクート

番 号
地 区

図 画

番 番
号 号

312

回
答
者
番
号

1

調 査

年 月

西 月
　

西
暦
)

22

5万 分 の1地 形図

緯 度 経 度

度 分 度 分

2 Z 3 z

'種

番

号

3

ボ デ ィ

内

コ

1

ド

1

3次

メ ッ シ 昌

コ ー・ド

8

群
の

有

無

群
数

(ツル)

季鰍 劣)

4

頭

数

3 1

年

代

i.

010203040506010BO910it7213141516171B192021222324252627282930313233343536373839404142

図皿一9哺 乳類調査の集計用データの形式
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図皿一10'哺 乳 類調査 の集 約 ファイルの形式
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図皿一11植 生 自然度 フ ァイルの形 式
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図 皿一13昆 虫調査 コー ド化デ ータの形式
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図皿一14昆 虫調査の集約ファイルの形式
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図皿一15植 生 ・哺乳類 ・昆虫 ・人 口 ・地質 ・標 高統合 ファイル
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4)集 計 ・作表 ・作図 システム

(1)集 計 プ ログラムの概 要

本 システムの位置付 けを、 図皿一17に 示す。

図 皿一17シ ス テムの位 置付 け

集 計

フ7イ ル

1一 回
集 計 ・作 表 ・ 作

図 シ ス テ ム

1
単純集計 クロス集計 ヒス トグラム 円グラフ

本 システムは、集 計 ファイルを集計情報 に もとつ いて入力、集 計を行 ない、

〔イ}単 純集 計表

{ロ}ク ロス集計表

レ→ ヒス トグ ラム

{二}円 グ ラフ

を 出力す るのが目的であ る。

本システムは、次のような機能特性を持 っている。

(イ)入 力データ型式 としてバイナ リー型式、キャラクター型式のいずれも可能である。

{司 単純集計及びクロス集計に関して、他のアイテムの値が範囲内であるかないかにより

母集団を限定できる。

囚 頻度集計だけでなく、他のアイテムの値を足 し込むことも可能である。さらに、足 し

込まれるアイテムが、整数値でも、実数値でもよい。

{二}不 明(ア イテムがカテゴ リーの範囲外)を 合計値に足 し込むか否かの選択が可能であ乱

一253一



(ホ}ク ロス集計表の構成比出力に関 して、縦又は横の選択が可能である。

(へ)単 純集計及びクoス 集計結果を ヒス トグラム、円グラフとして出力可能である。

本 システムのルーチ ンの関連 図、説 明を示す

ル ー チ ン 関 連 図
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ル ー チ ン名
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MLTRD

RNITEM

.ITMRD

ENQRD

SETPNT

CATGRZ

CATIND

SMPSCR

CRSSCR

CRSSCO

CRSSC1

CRSSC2

SMPOUT

SMPOTO

ISHRIJ

RS月:RIJ

SMPTTL

HSTGRM

MINMAX

ENGRPH

ENGRA

CRSOUT

IPCTTL

ISHARE

CRSSOT

CRSTIT

RPCTTL

RSHARE

CRSROT

HSTSET

321CTOTAL

331RTOTAL
341RCTOTL

35

36

RRTOTL

VALSET

説 明

全体の制御

マルチ ・アイテム情報の入力

マルチ ・アイテムによるアイテム番号の再番号付け

アイテム名、カテゴリー数等の入力

集計情報の入力

クロス集計表の行、列合計のポインタを設定

集計データのカテゴライズ化の制御

ア イ テ ム の カ テ ゴ ライ ズ

単純集計の集計

クロス集計の集計制御

頻度に関 して クロス集計

整数アイテムの足 し込みに関 してクロス集計

実数アイテムの足 し込みに関 してク0ス 集計

単純集計表の出力制御

単純集計表の出力

整数データ(ベ ク トル)の 構成比を算出

実数データ(ベ ク トル)の 構成比を算出

単純集計表の見出しを出力

ヒス トグラムの出力

最小値、最大値の決定

円グラフの出力制御

円グラフの出力

クロス集計表の出力制御

行、列の合計を算出してパ ックする。(整 数)

行列の行又は列方向の構成比を算出(整 数)

クロス集計表の出力(整 数)

クロス集計表の見出 しを出力

行、列の合計を算出 してパ ックする。(実 数)

行列の行又は列方向の構成比を算出(実 数)

クロス集計表の出力(実 数)

ヒス トグラム出力のためのデータ変換

列合計の算出(整 数)

行合計の算出(整 数)

列合計の算出(実 数)

行合計の算出(実 数)

パ ラメータで指定された値をくり返 しセ ットする

371NMTCH 徽 値から文字へ変換(4ケ タまで)

381SUBSTR 1文 字列の転送
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(2)ヒ ス トグラム作図プログラムの概要

当該プログラムでは、整数行列を列ベク トル単位にヒス トグラム化 しており、列ベク トルの

要素の数は35ま でとしている。行ベクトルの要素の制限は、100と している。 ユページ上下

2段 に分 けて出力する。

以下、処理の流れを(イ ーホ)に 略し、最後に主要変数名を説明する。

(イ}列 ベク トルの要素数から、1段 当りの ヒス トグラムの数を計算する。 出力す るヒス

トグラムの数は行ベク トルの要素数に等 しいか ら、それを1段 当りの ヒス トグラム数で

割 って出力段数を算出する。

回 出力フオーマットの作成を行なう。

レ→ 各列ベク トル毎に.最大値を決定す る。 但 し、1位 の数は切 り上げ補正を行な う。

に)各 列の衆大値を基に25レ ベルのランク ・ベク トルを作成する。

(ホ)各 列ベク トルの要素を該当するランク・ベク トルと比較して、ヒス トグラムを作成 し、

出力す る。

実 行 手 順

i...iデ`:ム;〃 ス …A;lil

ノ! .音H,リK郵 一.JO琉 一∫R79客Z璽!」Lj多 在4 .,,S甫1蘭

ノ!EXピOfun=EN襖u1三91と ・ .・ ・ 一
!!ご τt三臼 一工β 鱒 工)S酎 昌←79と70㌔E肉VRN,UNH=SYS玉)AP》UL=S訟 ゆ 工3Ki

,1,ユ ミ:P=S唇R

ノノF10⇔FOt}1五)PごYΣUU1'=R

!1F'ゼ モ}7下0{シ 唖 三)PSYミSUU了3(・R,,おaLN),hOLユ)=YEミ1

・〃F10aト0り1Lゆ3ソ30Uヤ3{傷 毒aLM
,hUL二)=YES

"臼1リ トOOi帥 ρ卵=ご 甑P自 硝 ・UMl31岬 ピ9・v⑪L=SER=F徴}6η ・.L舶 巳L乙(bさ 二L,,≦ 酌

!!ト1顧05Foo1、 ρ塾 曹

喰喰曾鷲曾'噸曾曾爺脅善噛◎曾聾曾曾r隠曾昏"墾 奄☆費☆☆曾曾費脅脅会費脅貸誓貸☆礎讐釜善曾驚曾壱壱誉誓磐砦響嚇壱脊曾釜ウ☆"暫 釜翁壷釜粂覗

誓 シコウ σイ シセヨワ耶ウ テ昌㌧9
..彊

肴鷺督曾暫噛噛曹蒔脅肴費嚢"爺 曾曾☆☆を曾費誓看艀釜r隠誉誉讐壱磐誓☆☆☆む爺む☆暫壱誓☆曾"曾 壱曾セ脅誓弓}"吾 曹☆壷誉貸脅☆◎曾脅☆奇誓壷

〆?♂

ノノ

備考)FTO7とFTO8がHOLDさ れ て いるの は、8LINES/INCHで 出力 したいためである。
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ファイル関連

フ アイル 関連

DISKI

P792701

㎜

FT10FOO1

集 計

SHKDATAフ ァイル

牌

FTO5FOO1

集 計 情 報

一 フ ロ ク フ ム

ENQUETE

集 計 表

FTO6:FOOユ

ヒス トグラム

FTO7FOO1

円 グラフ

FrO8FOO1
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(3}円 グ ラフ作画 プログ ラムの概 要

当該 プ ログラムは、ラィ ンプ リンターを使用 して円 グラフを作 成す るもので ある。入力 デー

タは実数型 で、ユ0個以 内 としてい る。 この プ ログラムの特徴 を次 に示す。

{イ)円 グラフ中に各 の要 素名を入れ ることがで きる。

回 半 径 が6.5イ ンチまで可 変であ る。

い}値 が0.5%以 下 のデータの作 画は、省略す る。

(二)ラ インプ リンターの行 間は、1/8イ ンチと し密度 を上げて いる。

次 に、プ ログラムの呼び出 し形式、パ ラメターの説明 、主 な変数の説明 を示す。

呼び出し形式

CALLENGRPH (R,IN,DATA,T【TしE,LP)

パ ラメターの説明

番号

ユ

2

3

4

5

変 数 名

R

DATA

TITしE

LP

説 明

円 グラフーの半径(イ ンチ)(R≦6.5)

入 カ データーの数 (IN<10)

入力データの配列名 (実数)

入力データのタイ トルの配列名(8文 字)

円グラフの出力される論理ユニット番号

円グラフ作画の概念フロー 円グラフの画の構成

%デ ・一タ

幽円 グ ラ フ の 画 の 構 成 1

角 度 計 算

それぞれの

記 号 プロ ット

J

R

HAFTHE

ロobロ0ロTHETA

TOTAL

TOLD

TITLE

円 グ ラ フ

作 画
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主な変数の説明

番号

1

2

3

変数名

ZERORO

THETA

HAFTHE

説 明

この値 以下のデ ータにつ いては、作 画を省 く

百分率データを角度(ラ ジアン)に 変換したもの

タイ トルを入 れ る位 置の角度。2つ のデー タの中間

使用 したサ ブルーチ ン

サ ブルーチ ン名

RRTIJ

(R,RAD,ICENTR,

JCENTR,1,Jl

説 明

円の半径、基線からの角度、中心の位造を与える

ことによ り、与 え られた点の ラィ ンプ リンター上

での座標 を求 め る

サ ブル ーチ ンRRT【Jの 説明図

1(葱NTR

JCENTR

RAD

R
(1,J)

1

J

5)地 図 表現 システ ム

地図表現 システムは、調査 によ って得 られ た位 置データを図化 す る ものであ る。 ここでは、

ラインプ リンターの使 用、 メ ッシュデー タの処理 を前提 と して図 化を行 な った。 図化 の内容は

次 の4種 であ る。

q)平 面分布 図

{2}平 面 濃淡 図

(3)海 岸 線図

(4)標 高 断面図
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(コ 平 面 分布図(ユ ㎞ メ ッシュ図、10㎞ メ ッシュ図)

当 該プ ログラム は、 ライ ンプ リンターを利用 し、分布図 などの メ ッシュ図を描 くもので

あ る。 このプ ログラムの特徴 は次 の ような もの であ る。

①1㎞ メ ッシュと記号 を1対 ユに対応 させ た地図の ほか 、任 意の スケールの メ ッシュと

記号 とを対応 させ ることができ、 ライ ンプ リンターで も縦 ・横 比1対1の 地図 が描 け る。

次 に、プ ログラムの呼 び出 し形式 、パ ラメターの説明 、主な変数の説明を示す。

呼び出 し形式

CALLMSMAP(SCNS,SCEW,IN,MESH,RANK,LP1

パ ラ メ ターの説明

番号

1

2

3

4

5

6

変 数 名

SONS

SCEW

IN

MESH

RANK

LP

説 明

図の1文 字 に対応させ るメ ッシュの 、南北方向 の

長 さ(㎞)。(1対 ユの時 は1.0)

図 の1文 字 に対応させ るメ ッシュの 、東西方 向の

長 さ(㎞)。(ユ 対 ユの時は1.0)

イ ン プ ッ トデー タの数

メッシュ番号 の入 ったデータの配列名

ランク値(整 数)の 入 ったデータの配列名

地図の出力される論理ユニッ ト番号

メツシ轟番号

とランク値

データ

平面分布図作画

の概念フ0一

メッシ昌番号を

縦横 のインデ7

クλに変錬

ランク億を紀号

に変換

記 号 を

プ97ト

メ クシ 昌図

作 域
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主な変数名の説明

番号

1

2

3

変数名

MAP

CHAR

NEG

説 明

ラインプリンタに打ち出すそれぞれの文字を格納する領域
コ

ランク値 を打 ち出 し用の文字 に変換す る時のテープル。 ラン

ク値Kに は、CHAR(K+1)が 出 力 され る。通 常、CHAR(1}

は 、 ブランクとす る。 この データは、 ブロックデー タ文に よ

り与 え る。

1度 に書け る(130×300)の 領 域 にお さま らなか ったデ ー

タは、格納 しなお し、再度描 く。 その、デー タ数。

使用 したサ ブル ーチ ン

サブルーチ ン名

MSTSQ(MS,1,J

説 明

メ ッシュ番号(MS)を 、

に変換す る。

縦横 の イ ンデ ックス番号(1,J)

使 用 例 9噂εSH脚 ・SC幽 しεOF～'S墨S
GGε68K鱈 ・ ∈'U!S3・2翼 鯛

GGGGGGGGGG
GGGGGG6

GGGGGG
GGGGGG
GGGGGGGGGGGG

GG・
GGGG
GGGGGG

66
CGGG6G

GGGG
GGG
GGGG
GGGGG
GGG
6GGG

GGGG6GGGG
GGGGGGGGGGGGG
GGG
G6GG
GG
GG

r呂6ε
6GGGGG
GGGG
GGG
GGム ムG
GGGGGGGG
GGGGGGGGGG
GGGGGGG
GG6GGG
GGGG6GGGGGGGGG
GG666GG66G6負 ムム幽
G6GG6ム 轟ム ムムム

GG6亀 ム
6G6盆
ム蝋 ・ ム会島
ムムムムAムA
ム島亀ム ム
ムAム
ム ムム
ム 轟 ムム
ム 轟 ム
盈 亀ムム 亀A

Aム ムム 画ム島
ムム乱 ムム 轟A亀AムA
ム ム ムムムムム直 ム£ ム
Aム 直A亀 亀"亀 ム
ム亀ムAム ムAム
A◎ ム直ムムムム亀ムム轟
ム幽直 ム畠ムム
ムムムAム ム
▲ムA
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(2)平 面 濃淡図

当該 プ ログラムは、2次 元行 列を32レ ベル又 は12レ ベルの ランクに変換 して、濃 淡 イ

メー'ジを ラィンプ リンター上 に出力す るためのサブプ ログ ラムであ る。32レ ベルの場合

は5段 の重ね打 ち、12レ ベル の場合 は3段 の重ね打 ちを採用 してい る。 下 記に文字 の組

み合せを示す。

32.レ ベ ル12レ ベ ル

悶髄麹岡鋼饒HHHHHXHxnzWμ 閥OS=!串 ・←・卜=3一 ●一 輯HHHXXZO30
.

U湘 闘b謬 媚8◇ ◇.一.一=一.
.冒 翻 鱒 一一 一岬 酬oo

◆。 揮◇

000

●・・8● ●0"艘 鱒謝曇柄引6ぞ≒尉網NOS3!8◆:◇ 留=一 ●一 口鱒脚圏誓曇…0監 一●

注)32番 目 又 は ユ2番 目 の 文 字 は ブ ラ ン ク で あ る 。

呼び出 し型式

CALLGRYMAP(IA,IB,MM,MX,MY,LAW,rL,田:,NEG,ISW,LP)

パ ラメー タの説明

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

変数名

IA

IB

MM

MX

MY

LAW

IL

IH

NEG

ISW

LP

説 明

図化すべきデータの格納領域

ランク化 したIAの 転送領域

IA及 びIBの 宣言時の行数

IAの 実際にセットされた行数

IAの 実際に々 ットされた列数

ス ケー リン:グの種 類の選択

1:線 型2:SQRT3:LOG4EXP『

IAの 最 小値'

IAの 最大値

0:ポ ジテ ィブ 1:ネ ガ テ ィ.ブ

1・32レ づ ル 212レ ベ ル

濃淡図 の出力 され る論理ユ ニッ.,ト番号
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当該プ ログ ラムの使 用例を、次に示す 。

愛 知 県 の 植生 自然 度

口
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0
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● ●
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●
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(31 海 岸 線 図

当該プ ログ ラムは 、ラィ ンプ リンターを利用 し、座標点列 で与 え られたデ_タ (海岸線

データ)の メ ッシュ図を描 くもので ある。 この プログラムの特徴 は
、次の ような ものである。

O 与えられた2点 を直線で補間 し、 2点 の 間の メ ッシュも 描 く。

これ は、前記の サブル ーチ ンMSMAPを 呼ぶ メインプ ログラムであ る
。 2点 の座標を直

線補間 し、直線 の通過す るメ ッシュをと り出す ため に、サ ブルーチ ンPQMES:Hを 使 った。

次に、主な変数名の説明と概念フローを示す。

主な変数名の説明

番号

ユ

2

3

4

5

変 数 名

XS

YS

XL

YL

MESHNO

説 明

始点のX座 標 て北緯、単位は秒)

始点のY座 標(東 経、単位は秒)

終点のX座 標(北 緯、単位は秒)

終点のY座 標(東 経、単位は秒)

2点 間 のメ ッシ.ユ列
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海岸線図を描 くプログラムの概念フロー

は じ め'

始点 ・終点
の座標,ラ ン

ク値を読 む

PQMESHに よ り

座標区間をメクシ
昌列に変換

結果をMESHに

代入。
RANKに ランク
値を代入

入力データNO
おわ りか

YES

MSMAPに よ り

メ7シ 轟 図 を 作

画 す る 。

お わ り

当該プログラムを使 った例を、次に示す。
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{4}立 面 分布 図(標 高断面 図)

当 該プ ログ ラムは、 ライ ンプ リンターを利用 し、分布 の立面 図を、南北方 向、東西方 向

の2方 向について描 くものであ る。 このプoグ ラムの特徴 は次のよ うな ものであ る。

{イ}水 平方 向の1区 画の長 さを、変え られ る。ふつ うは、 ユ㎞、5㎞ 、10㎞ 、 のいず れか

か ら選ぶの がよい。

次 に、プ ログラムの呼 び出 し形式 、パ ラメターの説明、主 な変数の説明を示す。

呼 び出 し形式

CALLTAKASA(MSSC,IN,MESH,RANK,HYOKO,TITLE,LP)

パ ラメターの説明

番号

1

2

3

4

5

6

7

変 数 名

MSSC

IN

MESH

RANK

HYOKO

TITLE

LP

説 明

水平方向の1区 画 の長 さ(㎞)。 ユ,5,10な ど。 ・

イ ンプ ットデ ータの数。

メ ッシュ番号の入 ったデ ータの配列名。

ラ ンク値(整 数)の 入 った データの配列 名。

生息の ない場合 は11。

標 高(整 数,'m)の 入 ったデータの配列 名。

タイ トル(2行 目に書か れ る)デ ータの入 った配列名。

(24文 字)

図 の出力され る論理ユ ニ ッ ト番号。

立面分布図作画の概念フロー

メ7シ 昌番号

ランク値

標 高

メクシニ番号を縦

標高 を横のインデ

ヲクスに変換

ラ ンク値 を記

号 に変換

紀 号 を

プ ロ ッ ト

標 高断 面 図

作 成
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主な変数名の説明

番号

1

2

3

変数名

.FIG

CHAR

NHYO

説 明

ラインプ リンタに打ち出すそれぞれの文字を格納する領域。

ランク値を打 ち出 し用 の文字 に変換 す る時のテー ブル。生息 の

ない場合 は、 ピ リオ ドを打 つので、CHAR(12)は ピ リオ ド。

標高を40mお き に区切 った時の ランク値。

使用例(1区 画5㎞ の例と10㎞ の例)
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6)メ ッ シュ操作 ソフ トウエア

本 ソフ トウエアは、緯度 ・経度 座標点 列の くくりデー タか ら、 くくり内部の メッ シュ面積 を

求 め るために作 成 された一 連のプ ログラム群 で構成 されてい る。

概 念 プ ロ

座 標

デ ー タ ～ 一ミ
』 し

PQMESH:

2点 を結ぶ直線主に存
在するメッシュの決定

MSLINE

メ ッシュ内の閉 曲線の

作 成

)

注1)メ ッシニ内閉曲線 とは

Q
C4

MSRATE

ci

3

C2

直線上のメッシュの
面積比率の計算

上図において、点列(P-Q-C4

-C1-P)で 決 定される閉曲線で

ある。

MSHSTS
注2)

直線上のメッシュの

状態を決定

MSHINC

注2)メ ッシュの状態とは、

①左側のメッシュと連結 している。

②右側のメッシュと連結 している。

③左右のメッシュと連結 している。

④孤立 している。

内部 メッシュの取 り出

し

抽 出

メ ッ シ ュ
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主なプログラムは、前ページの概念 フローに記された通りであるが、各プログラムで共通に

使用されているプログラムを下記に列挙す る。

共通プログラム

名 称

XYTMS

MSTXY

MSTSQ

SQZ`MS

MSHBRK

DGTSEC

概 略 機 能

緯度 ・経度座標か らメッシュ番号へ変換

メッシュ番号か ら左下の緯度 ・経度座標を算出

メ ッシュ番号か ら2次 元 インデ ックス(1,J)へ 変 換

2次 元 インデ ックス(1,J)か らメ ッシュ番号へ変換

メッシュ番号の分解

度か ら秒への変換

注意)

本 システ ムで扱 うメッシュは、すべて8ケ タメ ッシニであり、緯度30秒 、経度45秒 であ る。

又 、北緯24度 、東経122度 を 原点 と して い る。 その地点の2次 元 イ ンデ ックスは(0,0)

で あ る。 ・
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